













































































ここは異世界コンビニ デモン・イレブン




お客様、回復魔法をかけながらの立ち読みはご遠慮下さい！








大楽絢太







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき











　　　開店プロローグ







　朝七時五五分。

　普ふ通つうの一五歳なら、この時間、何をしているだろう。

　朝ごはんを食べている。

　朝練をやっている。

　家を既すでに出て学校に向かっている。

　すべてを忘れまだ眠ねむりの中にいる……ヤツも、中には、いるかもしれない。

　けど……オレの場合、その、どれでもない。

　オレの場合。

　その時間には既に、戦いが始まっているのだ。

「あと五分か……」

　オレは、店の奥に掛かけられた丸時計を見ながら、ゴクリと唾つばを飲み込む。

「できるだけ集中力高めとかないと。最悪、死ぬかもしれないしなぁ……」

　オレは、腰こしをぐるぐるひねり、入念に準備体操を始めるが……

「お、おい」

　その時だ。

　オレに声をかける人物が一人。

　オレの隣となり。

　逆立てた黒くろ髪かみに、クールな目元の男が、オレににじり寄り、聞いた。

「本気で行くのか!?」

　顔面蒼そう白はくでいってくる、店長代理──真ま壁かべケイタ。

「行きます。オレ──もう、覚かく悟ご決めました」

「勝手に決めんじゃねーよそんな大事なモンを!?」

「じゃ、店長代理、やめときますか？」

　オレは店長代理に聞く。すると、

「やめとく？　……最年長の俺が、んなことできるわけねぇだろ!?　ったく……まじめんどくせぇ店入っちまったぜ」

　店長代理は何かを諦あきらめるように嘆たん息そくまじりにいった。

「じゃ、決まりですね」

　ホッと息をつく、オレ。

「チクショー……でも、こんな狂くるったバイトいるんだったら、この仕事受けんのやめときゃよかったぜ」

　やけくそのようにいう店長代理。

「今さらいっても始まりませんよ……行きますよ！」

　カチリ。

　ちょうどその時、店内の時計の針が午前八時ちょうどに、動いた。

　するとその瞬しゆん間かん。

　それに呼応するように、入り口前に、奴らの影かげが殺さつ到とうし──

　けたたましい足音と共に、決戦の火ひ蓋ぶたが切っておとされた！




「くっ……!?」

　その直後。

　思わず、動どう揺ようの声を漏もらす、オレ達。

　無理もない。

　オレ達の目の前には。

　ついさっき決めたオレ達の覚悟を、一いつ笑しように付すような光景が広がっていたからだ。

「コ、コイツら──速いっ」

　驚きよう愕がくの声で、店長代理。

　そう、店長代理のいう通りだ。

　オレ達の目の前には、目で追うのがやっと、驚おどろくべき身のこなしで店内を駆かけていく集団の姿があった。

　しかも。

「しかも……何か闘たたかってやがる！」

　舌打ち混じりに、店長代理。

　確かにその通りだ。

　オレ達の目の前では、

　ギャカカカカキィ！

　金属と金属が鋭するどく交差し、また、銃じゆう弾だんや魔ま術じゆつが飛び交かう、絶望的な光景が広がっていた。

「この豚ぶた野や郎ろう！　何魔族が普通にコンビニにおにぎり買いに来てるんだよ!?　コンビニはわれら人ひと族が編み出した人族の施し設せつだぞ！」

「ハッ、笑わせるな人族の青二才が！　このコンビニを編み出したのは確かにわれら魔族ではない。

　しかしお前らのような愚おろか者でもない！

　チキュウジン……それも、ニホンジンという、崇すう高こうで誇ほこり高い最高の民たみ達だ！　見よこの〝ブリトー〟の完成されたフォルムを！　スライムを狩かるしかない貴様らにこのような高度な芸術品が想像できるとでもいうのか！」

　朝っぱらから鉄てつ剣けんで斬きりあっているのは、鎧よろいを着こんだ二足歩行の猪いのししと、片目を眼帯で覆おおった剣士。

　さらに、

「おい、そこの薄うす汚ぎたない商人野や郎ろう！　いますぐその季節の三○品目野菜の入ったサラダから手をどけな！　さもないと俺の爆ばく炎えん魔法が火を噴ふくぜ！」

「ほっほ。これはこれは躾しつけのなってないお猿さるさんですね。どうやらお仕置きが必要なようだ。ただし……私が勝ったら、今あなたが持ってるこだわり卵のふわふわオムライス──確かに譲ゆずっていただきますよ!?」

　ドォンッ！

　中空で、爆炎魔法と、銃弾を激げき突とつさせ爆発させているのは、魔道士と、商人とおぼしきターバン男。

　さらには、

「ピギャァァァ!?」

「αγδδΨ！　ΨΠΔλζξ……！」

　もはや何をいってるのかすら分からない、凶きよう暴ぼうそうな牙きばを持つスライムと、耳のピンと尖とがった美人エルフも、二○円引きのシールを貼はった五個入り餃ぎよう子ざセットを争い、激げき闘とうを繰くり広げている。

「予想以上に酷ひどい状じよう況きようだな……！　祖国を思い出す」

「オレ達の祖国、日本の西東京ですけどね……！」

　いいつつ、オレ達はダッシュする。

　ダッシュする理由は一つ──。

　このままじゃ、あと数秒もしないうちに、弁当コーナーがカラになるからだ。

　オレ達の視線の先、そこには、ものすごい速度、ものすごい数で押し寄せてくる異世界人達によって、定点カメラの早送り映像のような速さで棚たなからなくなっていく弁当、おにぎり、つけめん、サンドイッチの姿があった。

　オレ達が補ほ充じゆうしないと、このままじゃ、お客さんが買う食品がなくなってしまう！

「行きましょう店長代理……コンビニ店員としての職務、全まつとうするんです！」
















「いうまでもねぇ！」

　というわけで、

「「おおぉぉぉぉぉ!!」」

　オレ達は前ぜん傾けい姿勢になりながら、商品棚だなのほうへ突つっ込こんだ。

　目的地までにある障害は全部で三つ！

　まず、

「ハッハー！　貴様と本気でやりあうのは一○年ぶりだな、四天王第一補ほ佐さ・〝双そう剣けんのオルフェウス〟！」

「フン、〝十勇者〟の一人か……面おも白しろい。一○年前は後おくれをとったが。この四種のチーズのカルボナーラだけは命にかえても守り抜ぬくぞ！」

　相当の実力者、おそらく両者とも山一つくらいなら軽く吹ふき飛ばせる伝説級の存在っぽい、熊くまのようにワイルドな風ふう貌ぼうのオッサンと、ゴツイ鎧を着た、二足歩行の精せい悍かんな顔つきの獅し子し頭あたまの将軍が争っている地点。

　次に、

「わかりあえない……エド！　君とはきっとわかりあえないよ！」

「その通りだなリオン。お前とはいつも平行線だ。あの革命の時だって……」

「！　あれは！」

「黙だまれ！　所しよ詮せんお前とは生まれが違ちがう！　貴族様の御ご託たくは十分だ、剣を抜けリオン！　その納豆巻きとシーチキン巻きは──俺がマリアンヌさんの墓前に供えてやる！」

「こ、このわからずやぁぁぁぁぁぁ！」

「貴様のような奴がいるからぁぁぁぁ！」

　いや……。

　どういう世界観なのかいまいちよくわからないが、ともかくとんでもなくシリアスで、とんでもなく複雑な立場同士に置かれているらしいかつての親友二人風の青年達が、周囲の迷めい惑わくをかえりみずレイピアを抜き放ち、納豆巻きとシーチキン巻きをめぐって大おお喧げん嘩かしている地点。

　そして最後に、

「ウェストニアの王よ！　兵を退ひけ！　そのホットドリンクの上段、うぉ～いお茶の棚はすべて我がインダストリアの所有物である！」

「貴様は変わらんなインダストリアの王……しかしこちらとて退くわけにはいかん！　前線では寒さに耐たえながら、かの大国の脅きよう威いにさらされている兵達がうぉ～いお茶の到とう着ちやくを待っている。貴様のほうこそ……今すぐ兵を退け！」

　高そうなマントとガウンをはためかせながら、三名ずつの兵をそれぞれ傍かたわらに待機させている、青いガウンを着た王と、赤いガウンを着た王のにらみ合いの続く地点。

　とにかく、立ち止まっているヒマはない。

　弁当の棚の残りＨＰはもう風前の灯ともしびである。

　オレ達は、これを突とつ破ぱしなければいけない。

「行くぞ……おおおおおおお！」

　というわけで、オレ達は裂れつ帛ぱくの気合と共に、その死のゾーンに足を踏ふみ入れた。

　まずは、熊のような風貌の男と獅し子し将軍がやりあってる〝伝説級戦せん闘とうゾーン〟！

　二人は、目に見えて立ち上る闘気をほとばしらせながらジリジリと睨にらみ合っていたが……

（！　今だ！）

　練習の成果を見せる時──

「恐おそれ入ります、間、失礼します！」

　ダッッ！

　オレは自分の集中力のレベルを最大限に引き上げ、ほんの一瞬の〝行ける〟タイミングを狙ねらい済まして、〝伝説級戦闘ゾーン〟に突とつ入にゆうした！

　これは昨日散々練習したんだ。

　昨日の夜、防犯ビデオの映像を何十回、何百回も、それこそ、目に焼きつくくらい、何度も見てわかった。

　このレベルの達人同士が相見あいまみえた場合。両者、攻こう撃げきに移る前、ほんの一瞬、大きく息を吸い込むタイミングがある。

　そこにあわせて動き出せば──戦う者同士の攻撃は、ギリギリ、オレには当たらないんだ！

　はたして……オレの読みは、当たった！

　オレが踏み込んだ瞬間。ほぼ、それと同時に、二人はお互たがいがお互いに向けて、拳こぶしを振ふり上げた。

　が、オレの一か八かの踏み込みのほうが、若じやつ干かん速い──二人の攻撃がオレの頭の高さを通過したのは、オレの後頭部が通り過ぎた、ほんの少し後だった！

「な、何っ!?　何だコイツは!?」

「こ、こいつの動きは一体!?」

　二体は、互いの拳の間に意外な闖ちん入にゆう者が通り過ぎていったことに驚いているが、当然、オレにそんなものにかまっている暇ひまはない……今の決死行で、おにぎりの棚にたどり着けた！

「さぁ、いくぞ……！」

　ようやくたどり着いたおにぎりコーナーに、オレはまず、おにぎりを一気に品出しする。

　これは異世界に来る前からやってた動きだ。

　この動きなら……オレは日本中どこの誰だれにも負けない！

　オレは高速で手を動かし、シーチキン、おかか、鮭さけハラミ、わかめ、梅、牛しぐれ……ともかく失われていったおにぎり在庫を一気に回復していく！

　続けて、さっきの要領で、

「失礼します！」

　オレは、血走った目でレイピアを振るい、

「エドォォォォ！」

「リオォォォン！」

　なんかすごいシリアスな空気で闘っている、革命家二人のレイピアとレイピアがぶつかりあう場面に突入した。

　風圧と剣圧で顔に次々切り傷ができるが──そんなこと気にしてたらコンビニ店員は勤つとまらない！

　ここも、想定どおり！

　昨日、死ぬほどの反復練習で、こっちの世界の住人の剣の軌き道どうだけはだいたい覚えた。

　これもビデオを見てわかったのだが──オレ達素人しろうとが剣を振り回すのと違い。こっちの世界の〝騎き士し〟様達には、誇り高い、〝剣の型〟〝剣の作法〟があるらしかった。

　剣で攻撃する箇か所しよすら、ローテーションのように、互いが手順を踏んで攻撃している。

　だからそのタイミングさえわかれば──

　オレみたいな普ふ通つうの人間でも。コンビニ業務をまっとうする為ため、この空間、なんとか抜けられる！

「上……上……下……下……左……右……左……右……Ｂ地点……Ａ地点ッッ……！」

　オレは無我夢中で呟つぶやきながら、剣つるぎ舞まい狂くるう中、死しに物もの狂ぐるいで死のダンスを踊おどりながら進む。

　五秒後──

　はたして、オレは、二人の間を横切り、サンドイッチコーナーに到とう達たつしていた！

　ぃよし！

「な、何ぃぃ!?」

「僕らのレイピアの応おう酬しゆうの間をぬっただって!?　まさかこいつ伝説の──!?」

　驚おどろく二人をよそに、オレは、さっきと同じ要領で、たまご、ハム、テリヤキチキン、パストラミポークなど、売れ筋サンドイッチを次々補給していく。──よしっ！

「ラスト！」

　オレは勢いそのままに、ラストの惣そう菜ざいコーナーへ向かう。

　そこにあるのは、例の、コンビニの中で兵を率いている、二人の王様達のぶつかりあいだ。

　うぉ～いお茶を巡めぐっての戦いは既すでに開戦していた！　ホットドリンクの棚も組み込まれている惣菜コーナー前は、京都の路地裏で新選組と倒とう幕ばく派が闘たたかってるのかと思えるくらい、激しい乱戦状態になっている。

　しかし、一兵一兵の動きは、今潜くぐり抜けてきた二つの戦いに比べればほとんどマネキンみたいなもの……

　これなら、なんとかなる！

「店長代理……今です！」

　オレは後ろにいる店長代理に指示。

　オレの残弾は、さっきのおにぎりとサンドイッチで完全に尽つきた。ここに補充すべき商品は、店長代理、真壁に預けてある。

　店長代理が、今抱かかえているうぉ～いお茶をここに補ほ充じゆうできれば、今朝の任務はほぼコンプリート……

「…………。

　!?」

　と、オレは、ここにきて気づいた。

　あれ……!?

　店長代理、ついてきてるよな!?

　まさかと思って、オレは背後に向き直る。

　そこにあったのは……

「す、すまん……透とおる。へへっ、ドジっちまったみてぇだ……」

　おそらく、最初の伝説戦闘を抜けられなかったのだろう。

　遥はるか後方、生活日用品の棚たなに、海辺に打ち上げられたアザラシのように吹き飛ばされ、口の端はしから血を垂らしながらなんかハードボイルドに伸のびている……店長代理の姿だった。

「店長代理!?」

「へ、へへ……透。悪わりぃ。俺の分まで……頼たの……」

　そこまでいうと、真壁はガクリと力を抜ぬく。

「て……店長代理ぃぃぃぃ!?」

　店長代理が──死んだ！

　………いや。たぶん、正確には死んでないだろうが……戦力的には死んだも同然！

　なんせ、今必要なコンテナは、店長代理の手元。

　にもかかわらず、

「フハハハハ！　これでほぼ商品は打ち止めのようだな！　そこにあるラスト一つのうぉ～いお茶……それも我が国こそにふさわしい！　いまこそ世界を我が手に……！　全軍突とつ撃げき！」

「くっ、さ、させるなぁぁ！　ここが天下の分け目である！　全軍、心して残り一つのうぉ～いお茶を死守せよ！」

　目の前の、うぉ～いお茶の奪うばい合いをしている両軍の戦いは佳か境きよう。いまにもラスト一つが売り切れそうなのである。

（ま、まずい！……間に合わない！）

　いまから真壁のところまで戻もどって回収してたんじゃもう間に合わない。

　このままでは……

　商品が売り切れる、即すなわち商機ロスになってしまう！

（ここまでか……!?）

　やっぱり──無理だったのか？

　オレ達が……いや、オレ如ごときが。

〝Ｄランク〟じゃなく、〝Ｓランク〟のコンビニを目指そうなんて。

　そんな大それた思想──はなから、無む謀ぼうな考えだったのか……！

　心が折れかける──

　その時だった。

「あーヤダヤダ。その程度のピンチで諦あきらめちゃって。ほんと、あんたって、全然ダメね」

　オレの背後、店内から、まるでオレを挑ちよう発はつするような、大げさなため息と、皮肉っぽい女子の声が聞こえてきた。

　振り向くとそこにいたのは、白いカチューシャに長い黒くろ髪かみの少女──

「く、九く条じよう!?」

　オレは思わず上ずった声をあげた。

　こいつの名前は九条麻ま衣い。まるで世界全すべてを嫌けん悪おするような目つきの女。

「ったく。結局反はん馬まって、私がいないと何も出来ないのよね。これ、貸し一だから」

　いうと、九条は、野手が本ほん塁るいにボールを返球するようなフォームでオレに向かって商品が入ったコンテナを放ほうってきた。うおおお!?

　ガッ、〝双そう剣けん〟と〝十勇者〟、リオンとエドの頭上を越こえ、オレのもとに飛んできた折れコンを、オレはあわてて、かろうじて胸でキャッチ！

「く、九条……助かる！　やっぱり、お前、優やさし……じゃなくて、優ゆう秀しゆうだわ！」

「あ、当たり前でしょ!?　で、でも、勘かん違ちがいしないでよね！　私は別にあんたのこ」

「うおおおお！」

　オレはまだなんかくっちゃべってる九条の話をぶった切って、折れコン片手に、前方の兵士達の群れへ突撃した！

　補充だ！　商品の補充をするんだ！

「聞きなさいよ!?　今の私のちょっとしたツンデレ的なくだり！」

　後方で九条がなんか吼ほえる中、オレは一兵、また一兵とかわし、両国の兵士が争っている棚へ近づいていった。

　戦える！　これで戦える！

　そして一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、オレは件くだんの棚の前に躍おどり出る。よしっ！

「行くぞ、秘ひ儀ぎ・『百烈ドリンク補給拳』……せあああああああ！」

　オレは最後の力を振り絞しぼり（現在時刻・午前八時一分）、

　ガガガガガガ！

　閃せん光こうのような腕うで捌さばきで、棚に次々うぉ～いお茶を入れていった！

「何!?」

「棚が……棚が蘇よみがえっていく!?」

「いけぇ反馬！」

　九条の声。

「これで……終わりだぁぁぁ！」

　そしてそんな中、

　ガッシャア！　オレは折れコンの中のラスト一本を売り場に補充！

　その瞬間……

　まるで今店がオープンしたかのように、商品がフルに入った棚が完成。

「お、おお！」

「う、美しい！」

　それを見た両国の兵士から、うっとりとした歓かん声せいがあがる！

（や、やったぞ…………！）

　どうっ。

　ホッとしたオレは、ぜぇ、ぜぇ……息を切らしながらその場に倒たおれこんだ。

（これでよかったんですかね……!?　〝先せん輩ぱい〟……!?）

　極限の疲ひ労ろうが襲おそってくる。

（し、しかし、異世界のコンビニ店員って……こんなに大変なのか……！）

　薄うすれゆく意識の中、オレは、そもそもの発ほつ端たん。

〝この世界〟に来た、八日前からのことを、走馬灯のように思い出し始めていた──！







　　　シフトⅠ　バイトリーダーの闘たたかい







「だーかーら！　移転じゃなく、転移！　関西から関東に引ひっ越こしたとか、日本からドイツに引っ越したとかじゃなく、全く未知の世界にきてるっていってんでしょ!?」

　コンビニ『デモン・イレブン』店内──。

　事務所。

　店長デスクの上に置かれたコードレス電話をワシ摑づかみにしながら、店長でもなんでもないアルバイト──九く条じよう麻ま衣いが、いつも通り、攻こう撃げき的な口調で叫さけんでいた。

『はぁ？　何いっちゃってんの、オマエ』

　その受話器越ごしから返ってくるのは、この店に居る人間の誰だれより目上──店長のさらに上たる存在である、ＡＭ──つまりエリアマネージャーの声である。

　ちなみにこのＡＭ、まだ二四歳で、外見はホストのようにチャライ。うちの店の店員には全員から嫌きらわれていた。

『だから何？』

　ＡＭはあっさりいった。

「はぁ!?」

『そこ、電気も通ってるし、商品の補充なんかも何な故ぜかできんだろ？　しかも何故か言葉は通じて店の中の金も価格表示も勝手に〝Ｇゴールド〟になってるデタラメ世界だっていってたじゃねーか。

【半年以内に本部評価〝Ａ〟】

　とにかく、何の偶ぐう然ぜんか、お前らが異世界に跳とんだ今日──本部会議で、その条件が決まったんだ。

　日本に居ようが異世界に居ようが──それ達成できなきゃ、お前らの店、閉へい鎖ささせてもらうぜ』

　突つき放すような声で、ＡＭはいった。

「な、なんでそんな冷れい酷こくになれんのよ、あんた!?　うちのＡＭでしょ!?」

『冷酷？　……別に普ふ通つうだろ。売り上げ低迷、サービス最悪。本部評価Ｄのお前らに下されるジャッジとしちゃ、きわめて妥だ当とうなモンに思えるけど？』

「ぐぅっ……！」

　九条が悔くやしそうに声をあげる。

「な、なぁ」

　と、そこで声をあげたのは、店長代理──というか、今日、地元ということで、うちの店で一日店長やる為ため訪れていた、不運な男。

　最近人気のアイドル的声優で、『悪あく魔まの目つきと天使の声を持つ男』『今最も危険な声優』『触ふれるもの全てを切り裂さくナイフのような眼光の持ち主』などとよく雑誌で紹しよう介かいされてるという男、真ま壁かべケイタ。

「なんかよくわかんねーんだけど。俺、ただの一日店長だし。その物語に参加しなくていいんだよな？　ＡＭにそれ聞いといてくれ」

「参加すんに決まってんでしょ!?」

　九条がそれを一いつ蹴しゆう。

「えぇっ!?」

「わかったわ……〝先輩〟が勤めてたこのコンビニ。そう簡単に壊こわされてたまるもんですか。Ａといわず。Ｓランクくらいとって、あんたなんか見返してやるわよ！」

『あっそ。じゃあＳな。半年後──つまりこっちの世界でいう年内に、目標達成できなかったら。問答無用でその店閉鎖。異世界に店残ったままだとしても、商品補ほ充じゆうとか一いつ切さい応こたえない、そうさせてもらう』

「望むところよクソＡＭ……！」

『クソ？　〝ＡＭ〟に暴言、マイナス一○○ポイントだ』

「こ……このクソ男！」

『さらにマイナス一○○ポイントだ。道のりは険しそうだな。まぁ、せいぜい頑がん張ばってくれや。

　何故か、その電話、俺の携けい帯たいとだけ連れん絡らくつながるみたいだから。閉店宣告する時はこっちから連絡させてもらうわ。じゃなっ』

　冷たく、軽けい薄はくにいうと、

　ツーツーツー……

　店内に、途と切ぎれた通話音だけが、むなしく響ひびく……！

（マジかよ……！）

　その様子を見ながら、オレは一人思うのだった。

（ど、どうしよう。これ、オレ的に、めちゃくちゃ困った状じよう況きようになってきたぞ……！）




　　　　※




「なんっなのよっ……あのクソＡＭは!?」

　ガッ!!

　通話し終わったコードレス電話を、ヒビ入りそうな勢いで充じゆう電でん台に戻もどす九条。

「お前ら悲ひ惨さんな店で働いてんだなー……」

　同情するようにいったのは、店長代理、真壁だ。

「つか、売り上げ低迷……サービス最悪……本部評価Ｄ。

　そんなひどい店なん？　ここ。

　お前……反はん馬まと透おる、だっけ？」

　そしてその店長代理は、オレ──反馬透に聞いてくる。

「え!?　あ、あぁ。ま、まぁそうですね」

　オレは、頷うなずく。

「自分でいうのもなんですけど。

　確かに、ウチの店……今、ありとあらゆるレベルで、最悪、ですかね」

　オレは真実を口にした。

「店てん舗ぽが常時清潔な状態に保たれている……→×。

〝いらっしゃいませ〟〝ありがとうございました〟の声が出ている……→×。

　従業員同士連れん携けいがとれている……→×。

　商品の品しな揃ぞろえがいつ行っても一定……→×。

　働いてるバイトメンバーのクオリティ……→×、ですし」

「「ハァ!?」」

　その瞬間。

　店内に居た、他のメンバーから、嵐あらしのような抗こう議ぎの声が返ってきた。

「働いてるメンバーのクオリティ!?　どの口でいってんのよアンタ!?　この状況、あんたのせいでしょ!?　クソ反馬！」

　けたたましくいってくる、九条麻衣。

「な、なんだとぉ……!?」

「にゃはは！　いいじゃんか透、別に、クオリティ×で。死ぬわけじゃねーしさー」

　気楽な笑え顔がおでいっているのは……ボーイッシュな短たん髪ぱつに、日焼けした肌はだが逞たくましい、なんか肩かたの力が抜ぬけてる少女──野の宮みや勇ゆう気き。音楽と食事をこよなく愛す女でもある。

「いや、あのさ……」

「塔とう子こ失しつ笑しようですー。一番使えないの、間ま違ちがいなく透先せん輩ぱいなのにな」

　最後に棒状のチョコ菓が子しをぽりぽり食べながらブーたれているのは、ある種、一番今時のコンビニ店員っぽい、白に近いほど髪かみを金に染めた眼鏡めがねギャル、白しら雪ゆき塔子。こいつは、他のメンバーより一学年下の年ねん齢れいになる。

「お・ま・え・ら……」

　オレは絶句した。

「あのさ。誰のせいで。〝Ａ〟だった本部評価、〝Ｄ〟まで下がったと思ってるんだよ!?」

　オレはこの機会に三人に反撃する。

「九条！　お前、いちいちオレのいうことに反はん抗こうするのやめてくれよ！　いや、オレがまちがってる時ならいいけど。オレがあってる時も反抗するから、なんか、わけわかんないことになっちゃう時あるだろ!?」

「はぁ～？　私はいちいちなんか反抗してないわよ。あんたが明らかに間違ったこといってるから、私はその都度間違い訂てい正せいしてやってるんでしょ……!?」

　冷たく、軽けい蔑べつするような視線とともにいってくる女。

　こいつは九条麻衣。うちの店のサブバイトリーダー。

　性格は……かなりキツい。この世の全すべて嫌けん悪おしてんのかってくらい全員にキツめで、特にオレには、ことさらキツい。

　あと、謎なぞの習性として、「優しい」と褒ほめると、列火の如ごとく否定する癖くせがある……。ま、それはまた、後々わかってもらえるだろ。

「それから、勇気」

　続けてオレは、お気楽女子、野宮勇気にいう。

「ん？　なんだよ透」

「店でわかんないことあったら、適当にゴマかすな！　お前……この前も、葬そう式しきに持っていく不ぶ祝しゆう儀ぎ袋ぶくろ、客に頼たのまれて。結けつ婚こん式しきに持っていく祝儀袋出してただろ。クレームが、オレのとこくるんだよ！」

「あー！　ワリーワリー、頭じゃわかってんだけど、ついな、つい」

　勇気が陽気に笑い飛ばそうとするが、〝つい〟でクレーム発生させないでくれ!?

　ちなみに、全然余談なんだけど、この勇気とさっきの九条は従い姉と妹こ同士で、しかも同じ団地に住んでいる。さらにいえば、オレも同じ団地に昔から住んでいるので、オレ達三人は別に仲良しだったわけじゃないけど、昔から顔だけは馴な染じみだ。

「それから……白雪！」

「んー？」

　オレは、鏡を見ながら、髪を整えている白雪にも指し摘てきする。

「お前は…………。たまには、本気、出そうや！」

　オレはますます脱だつ力りよくしながらいう。

「何、本気って？　塔子ばかだからわかんないですぅ」

「ばかとかいいつつ、お前、海外の大学から入学請こわれるくらい天才じゃん……高一だけど」

　オレは泣きたかった。

「あと、家が大病院で、でもそんなのと関係なく、独学でプログラム組んで死ぬほどマージン貰もらってるやり手だったりするじゃん……。なのになんで。なんでこの店で働く時だけ、一人だけ休きゆう憩けい時間自由、レジとか接客も、気が向いた時だけやる、ノマド的システム採用してんの!?」

　ほんと、泣きたかった。

　なのでオレは滔とう々とうと問い詰つめたが……

　ひくっ。

　その時、どこからともなく、しゃくりあげる声が聞こえた……。

　え……。

「そ、そんなの……そんなの塔子にだってわかんない！」

　白雪塔子が、パニックになったように泣きながらいっていた。

　え、えぇー……!?

「えと、あの……白雪？」

「この前だって、あと二時間でオックスフォードが論文出せって五う月る蝿さいし！　日本政府はＴＰＰに関してやたら助言求めてくるし！　お父様は、手術手伝えっていうし！　バイト、したくたって、できないんだもん！　塔子絶対悪くないもん！」

　ギャン泣きしながらいってくる白雪。え、えぇぇー……!?

「あ、あぁぁぁご、ごめん、ごめん！　そ、そうだよね、オックスフォード五月蝿かったら、コンビニバイトしてる場合じゃなかったよね!?　悪かった、オレが悪かった！」

　必死に謝るオレ。何なんだこのキャラは!?　才能に対して精神アンバランスすぎるだろ……!?　てか、そもそも、ＴＰＰに関して助言求められる女子高生、なんで、コンビニでバイトしてんの!?　むしろそっちに全力注いでくれよ日本の為に……。

「あーあ。また泣かせて。ダッサ……」

　そんな必死なオレを、九条が、助けるでもなく、ただただ嘆たん息そくして冷ややかに見つめている。

「にゃはは！　透とシロはいいコンビだよなーほんとに」

　それを見ておかしそうに笑うのは勇気。

　どこがだ!?　ちなみに、シロというのは、白雪のことである。勇気は白雪をそう呼ぶ。
















（はぁ～あ……）

　もう……なんなんだ……こいつら。

　ほんと、つくづくガックリ肩を落とす。

　ウチの店……接客業なのに、協調性ないバイト多すぎるだろ……!?

　こんなバイト、普ふ通つう、ある……!?　それとも、バイトって、これくらいロクなヤツいないもんなの……!?

（あぁ、ほんと、えらいことになってきた）

　ハァ。オレは嘆息する。

（やっぱ無茶ですって……〝先せん輩ぱい〟。

　オレに、バイトリーダーなんて！）

　つくづく、痛感する。

　あの日。

　あの時。

　オレがバイトリーダーになってしまったことで、オレの人生は、百倍大変になってしまった……。




　　　　※




　異世界へ来る、ちょうど二ヶ月前。

　オレが大好きだったバイト先の〝先輩〟が、大学卒業＆、横よこ浜はまかどっかのベンチャー企き業ぎように就職するとかで、七年くらい居たバイト先──つまりウチの店を辞やめることになった。

　その、件くだんの先輩の送別会を、オレ、先輩、店長（代理ではないほう）の三人で行った時。

　驚おどろくべき展開が起こってしまったのだ。

「あー、そうそう。次のバイトリーダーだけど。透。次、お前な」

　まさかの……まさかの、五年ぶりくらいのバイトリーダー交代、次期バイトリーダーに──オレが指名されてしまったのだ。

「え……えぇぇ!?　い、いや、無理です!?　先輩の後とか……オレに継つげますかね!?」

　オレは全力で辞退した！

　眉び目もく秀しゆう麗れい。才さい色しよく兼けん備び。豪ごう華か絢けん爛らんにして、時に〝エスパー〟と称しようされるくらい、他人の心が読める唯ゆい一いつ無二の最強バイト〝先輩〟。

　その力でこの個性豊かすぎるバイトの面々を抑おさえていた先輩の、その後を、オレが継ぐとか……あまりにも前任者とギャップありすぎる！

「ていうか、キャリアでいえば、オレだけじゃなく、九条も同期なんだし、だったらアイツのほうが向いてるんじゃ……」

　その時、全体のバランスも考えて、九条のことをオレは推おしたが──

「ダーメ。もう決まったことだから。まぁ、麻衣は、サブリーダー的なポジションでいいっしょ。さ、もう決定決定。飲もうぜ飲もうぜ」

「えぇぇぇ……!?　つかオレ未成年」

　というわけで──

　なし崩くずし的に、オレのバイトリーダー人生が始まってしまった。

　その結果。

「はぁぁ!?　透がバイトリーダー!?」

　それを聞いた女子陣じんは難色を示し、

「ふ、ふぅん。反馬がメインで。私がサブ。面おも白しろいじゃないッッ……!?」

　特に、新サブリーダー……オレを嫌きらってる九条麻衣は、平静を装よそおってペットボトルの紅茶を飲もうとするが、全く平静を装えず、ペットボトルの中身を周囲にぶちまけるくらい怒いかりに震ふるえていた。

　それ以後──

　自他共に予想した通り、オレの求心力では、九条、野宮、白雪を始めとする個性派メンバーを纏まとめることは出来ず。店はなんか無茶苦茶になっていき……評価もＤランクにまで下がった。

　だから、オレはもう、最近この重責に耐たえきれず。

　ぼちぼち、この店のためにも、この店辞めるべきなんじゃないか……そう思っていたのだ。

　なのにまさか、その矢先、異世界に転移して。

　しかも、

『半年以内にＳランクとらなきゃ、店が、潰つぶれる』

　状じよう況きように立たされるとか。

　どこまで追い込めば気が済むんだ、オレの運命司つかさどる神様……!?




　　　　※




　どうしよう──。

　というわけで、オレは困こん惑わくする。

　このまま、ここで『デモン・イレブンの挑ちよう戦せん』に参加するってことは。

　そんな、バイトリーダーにふさわしくないオレが、そのまま店に参加するってことで。

　もしかしたら、いや、もしかしなくても、店の為ためにならないかもしれない。

　もしかしたら、オレがいるせいで、この店も、本来届くはずのＳランクにも届かないかもしれない。

　オレは、このまま、店に残っていいんだろうか……!?

「いいんじゃねーのー」

　が──

　その時だった。

　迷っていると、意外な人物……いや、こいつは、昔から、こういう時よく声をあげる──

　気楽な女、野宮勇気が、さっぱりした口調であっさりいった。

「ん？　勇気？」

「面白そうじゃん。デモン・イレブン異世界篇へん。やってみてもいいんじゃねーの？　透」

　勇気は、自分の意見の表明というより、ハッキリオレに向けて、そういった。

（う……!?）

　オレは、若じやつ干かん、たじろぐ。

　もしかして。

　勇気には、オレの悩なやみ、迷いがバレてんのかな……!?

「な、そうだろ、麻衣」

　そして勇気が九条に促うながす。

「フン……！」

　すると、九条はそっぽを向いて、

「いつまでもビビってんじゃないわよ。昔から、そういうとこがヤなのよ、あんた。ダメだったら私がバイトリーダー変わればいいだけだし。お情けでもう一回だけチャンス回ってきたと思って頑がん張ばれば、それでいいんじゃないの？」

　本当に嫌いやそうに吐はき捨て、

「ったく。あんた、ほんと、いつになったら…………！」

　そしてさらに、何かいいたそうに口を開いたが、

「クソ……！　クソ反馬！」

　結局、いつも通り普通に罵ののしってきた。

　な、なんなんだよ……!?

　けど。この感じ。

　もしかして。こいつにも、オレが悩んでたことバレてるんだろうか。

　さすが同じ団地に住んでるだけある……のか？

「う、うーーん」

　最後に、一回だけ、オレは唸うなる。

「…………」

　正直……自信はない。

　店、辞めるか。

　もしくは今すぐバイトリーダーの座降りて、九条にバトンタッチしたほうが、この店の為になるような気もする。

　けど……。

　少なくとも、この二人は、とっくにオレの葛かつ藤とうを察知していて、そして、その上で、まだ、オレにバイトリーダーとしてやっていくチャンスをくれるらしい。

　自信も勇気もないけど。

　こうやってまだ、信じてくれる人間が居るなら。

　勝手に自分で諦あきらめず、その状じよう況きよう状況でベストを尽つくすべき……ですかね、〝先輩〟。

「わ、わかった……」

　オレは、頷うなずいた。

「やってみようぜ。

『デモン・イレブンの挑戦』。

　半年後までに、店のランク、Ｓランク。

　オレも、オレに出来る範はん囲いで、ベスト尽くすわ……。

　優やさしくしてくれてありがとな、九条、勇気も」

　と、オレ。

「はあ!?　だ、誰だれが優しいって!?」

　その瞬しゆん間かん、九条が異常なほど動どう揺ようしながら必死に否定してきた。

　しまった！　感極きわまって禁句いったか！

「にゃはははは！」

　それを見て、勇気が楽しそうに笑っているが、

「ちょ……ちょい待て」

　そこで口を挟はさんだのは店長代理だ。

「俺……そのミッション、参加しなくていいよな？　だって俺、あれだぞ!?

　若干一三歳で、国民的ロボットアニメの主人公パイロット役やって。それで火ぃついて、そのまま一気にスターダム駆かけ上がっちゃった声優……真壁ケイタだぞ!?」

「は？　知らないわよ、アンタのことなんか……」

　九条がオレへの怒りも忘れ、一いつ蹴しゆうしてる。

　う、うーん。まぁ確かに。オレも真壁ケイタ、のことはあんま聞いたことないなぁ。

「噓うそだろ!?　今度『進しん撃げき魔ま女じよエリザ★』の主役も決まってたし。あ、じゃ、あれは？『強気でペダルを踏ふんで！』のマネージャー役の」

「だから知らないって！　とにかく、ただでさえ人少ないんだから。たとえ一日店長だろうが、たまたま騒そう動どうに巻き込まれた人気声優だろうが、店長代理として、しっかり先頭立って兵隊として働きなさいよ！」

「マジかよ!?　何で俺がそんな目に!?」

「だから一日店長だからでしょ!?」

「だからそれ明らかに一日店長の領分超こえてんだろ!?」

　揉もめに揉める店長代理とサブリーダー九条麻衣。

　う、うぅむ、まぁ、なんか色々、一いち抹まつの不安が残るが。

　デモン・イレブン。

　とにかく、異世界で営業、開始してみるかぁ。




　　　　※




「い、いらっしゃいませ、人エ間デ界ンからやってきた、〝悪魔のように便利〟な店、デモン・イレブン、本日、新装開店でーす」

　とりあえず、その日から。

　オレ達は、店の前の平原に出て、呼び込みをすることにした。

　当たり前だが、最初は、受け入れてもらうまで、中々苦労した。

「あ、い、いらっしゃいませー」

「お？　これ、何の店？」

　最初に通りがかったのは、いかにもファンタジーな鉄製の鎧よろいをまとった、ボサボサの茶ちや髪ぱつの気のよさそうな男。職業は戦士だろうか。

「あ、コンビニエンスストアと申しまして……まったく新しい業務形態です！

　普ふ通つう、店というのは、一いつ軒けん一軒が専門店、種別の異なる物買う時って、複数お店を回らなくちゃいけないじゃないですか？」

「うんうん」

「けど、ここは違ちがいます。この一軒の中に、本屋、八百屋、食料品店、雑貨屋、ドーナツ屋──ありとあらゆる店が入っているので、この一軒だけ来ていただければ、お客様の用事は全すべて事足りるのです！　この店はこの世界に革命を起こしますよ！」

「マ、マジで!?」

　驚きよう愕がくする異世界人の、戦士風の男。

「じゃ、じゃあ、あれくれ！　銅の剣けん！」

「……。

　え？」

「何でもあるんだろ!?　当然も武器屋も！　今、手持ちの武器なくてよ、銅の剣欲ほしくて……あぁ、あと、盾たても幾いくつか見せてくんねぇか!?」

「……………………」

　気まずい沈ちん黙もくが落ちた。

　そ、そうか……異世界で〝何でも〟とかいっちゃったら。その辺の装備品とか魔法も揃そろってるって勘かん違ちがいされるか。

「も、申し訳ございません。なんでもあるんですけど。そういった商品、だけは取り扱あつかいなくってですね……」

「ハァ!?　なんだよ使えねぇな……二度と来るかよ！」

　最初の客は、無情にも去っていった。




　こんなこともあった。

「い、いらっしゃいませ～、〝悪魔のように便利〟な店、デモン・イレブンでーす」

「え？　これ、何の店？」

　どこからともなく、客の声が聞こえた。

　姿は……見えない？

「あ、こちら、コンビニエンスストアです！　非常に便利なお店で、」

　とりあえずオレは全方位に向かって語りかけるが、

「へぇぇ、なんか面白そうじゃん！　え、何？　コレ、誰でも入れんの？」

「勿もち論ろん勿論！　東京時代も、酔よっ払ぱらいやら強ごう盗とう犯やらほんとに多種多様な人間が来てましたし、」

「おぉ、マジか!?　じゃあ、入れてくれや！」

　そういった瞬間、突とつ然ぜん辺りが真っ暗になり──

　ズゥゥゥゥン！

　次の瞬間、轟ごう音おんとともに、目の前に何かが降り立った。

「……。

　え？」

　現れたのは──体長一○メートルくらいだろうか？　だいたい、コンビニの大きさを倍、にしたくらいの巨きよ大だいな虹にじ色いろの鳥。

「いやー、助かったよ。オレ、サイズ的に、中々入れる店なくてサ？　で？　ここは、どういう魔術理論で、オレみたいなモンも中に入れるんだい？」

「……………………」

　気まずい沈黙が落ちた。

　し、しまったぁぁぁぁぁ……。

　コンビニって、酔っ払いや強盗犯、まぁ、ギリギリ、関取くらいなら入店できるけど……。体長一○メートル以上の怪かい鳥ちようは想定してなかったぁぁぁ……。

「も……申し訳ございません！　誰でもご来店いただけるんですが……お客様の場合、にゅ、入店は、ちょっと、できないかと」

「はぁぁぁ!?　なんでだよ!?　ぬかよろこびかよ!?　最悪な店だな、二度とくるかよ!?」

　バッサァァ！　翼つばさはためかせ遠くの山の向こうへ去っていく怪鳥。

　や、やば……オレ達、出だしから、けっこう店のアピール失敗してないか、これ!?




　　　　※




「あ、あのよ。たぶん。このままやってても、永久にラチ、あかねぇと思うぜ……!?」

　そこで、だった。

　そこで、意外に有益な意見を出してくれたのは、真壁ケイタだった。

「はぁ!?　何でよ!?　まだちょっと躓つまずいただけじゃない！　ここはみんな一いつ致ち団結して！　一○○回断られても、たとえ一○○○回断られても、めげずにやっていくしか……！」

　それに対し、九条は、血走った目で、性格そのまま、なんか周り見えてない猪ちよ突とつ猛もう進しんな持論を展開するが、

「い、いや。お前、なんかアブねーな……？

　そうじゃなくて。お前ら、たぶん、順番逆なんだよ」

　苦々しくいってくる、店長代理。

「は？　順番逆？」

「な、何がです？」

「あのなぁお前ら……マジか……」

　店長代理は頭を抱かかえ、

「おいおいおい……俺このチームだと、割と常識人か……!?　一応、最近は不思議ちゃんキャラで生き残る路線も開かい拓たくしつつあったのに……！

　くそ、伊だ達てに二○年も生きるもんじゃねぇな……！」

　絶望したように頭を抱え、

「い、いいか？　何な故ぜか俺以上に常識を知らねぇお兄さん、お嬢じようさん方。耳、貸しな。こいういう時はさ。まず、こういう方向から攻せめていくもんだぜ……!?」

　不承不承、オレ達に案を授けてくる。




　　　　※




「い、いらっしゃいませ～。

　人エ間デ界ンからやってきた、料理が美味しい店、デモン・イレブンです！

　試食もやってますー！」

　翌日──

　店長代理は店頭に立ち。

　オープン記念！　ということで、試供品扱いで、おにぎり・サンドイッチを数量限定で配ったり、おでんやチキンを店頭販はん売ばいしたり、幾つかの商品の試食コーナーも店頭で展開していた。

「はぁぁ……!?」

　その作戦に、一番不快そうなのは、勿もち論ろん九条だ。

「何でちょっとでも売り上げあげなきゃいけないのに、タダメシ食わせなきゃいけないのよ!?　あんたもしかして、うちの店潰つぶすために雇やとわれたスパイ!?」

　とかなんとか、猜さい疑ぎ心しんを全開にしていたが、

「まあ見てなって……！」

　自信満々に呟つぶやく、店長代理。

「お、なんだこれ？」

　その時だった。

　デモン・イレブンに、早さつ速そく客が来た。

　お、おお！

　寄ってきたのは、ベレー帽ぼうをかぶった盗とう賊ぞく風の男。

「いらっしゃいませ。只ただ今いま、オープン記念で、店内商品色々ご試食いただけます。おひとついかがですか？」

　さすがアイドル業みたいのやってただけあって、完かん璧ぺきすぎる営業スマイルでいう店長代理……！

「あぁん？」

　しかし、盗賊男は若じやつ干かん警けい戒かいした表情。

「タダぁ？　うーん、けど、タダより高いもんはないってオレ、お頭かしらにキツくいいつけられてっからなぁ」

　男はちょっと距きよ離りをとり、

「フン……ほらねっ」

　それを見て、九条は、何故か得意げな顔だが、

「まあ、まあ。これなどどうです？　日本の〝おでん〟という商品なんですが」

　そこで店長代理は、めげずに、さっとおでんのカップを一つ取り、中に一つ具を入れて、お客さんに渡わたした。

「ん？　なんだ？　オデン？」

「はい。その中の……それは、ダイコンです。よかったら、どうです？」

「はぁ？　………なんだよこの……黄ばんだ木の根みたいなまずそうな食いもんわ……てめ、客にんなもん食わせる気か？」

　ギロリと睨にらみをきかせながらいってくる盗賊。

「まあ、まあ。もしお口にあわなかったら──そうですね、謝罪費として、お幾らかお支し払はらいさせていただきますよ？」

　如じよ才さいないが、しかしどこか不敵な笑えみと共にいう店長代理。お、おお……！

　すげぇ、強気だ……！

「何いってんのよあのアホ……！」

　九条は気が気でない様子だが、

「フン……！」

　盗賊は……その店長代理のハッタリに十分のせられたようだった。

「いいだろう。のった。けど盗賊に〝さっきのは無し〟は通用しねーからな。まずかったら……キッチリお代、いただくぜ？」

　眼光するどく、男。

「どーぞご自由に」

「面おも白しれぇ……！　お前の有り金……このオレが貰もらい受ける！」

　喜々としてダイコンにしゃぶりつく盗賊男。

　その展開に、オレと九条は戦せん慄りつした。

　おいおい！

　そんな無茶な、しかもこんな若干アウトローな感じの相手にそんな啖たん呵かきって本当に大だい丈じよう夫ぶか!?

「知らないからね……！」

　九条は不快感たっぷりにいっているが、そんな中──

「フン……！」

　ニヤリ。

　ダイコンを咀そ嚼しやくした盗賊男に、余よ裕ゆうの笑みが浮うかんだ。

「なんだ。〝ダイコン〟。どんな至高の美食か、どんな究極の珍ちん味みか、期待して食ってみりゃ……なんのことはない。昔オレが孤こ児じ院いんとかで食ってたような。土つち臭くさい。どこにでもあるような古くせぇ味じゃねぇか」

　下げ卑びた笑顔と共に盗賊は、嗤わらった。

（あぁ……！）

　オレと九条は、青ざめる。

　やっぱり……人生そう甘くない！

　店長代理の作戦はミスだったんじゃないか!?

　オレ達は不安になるが、

〝まだだ〟

　店長代理は、かすかに首を振ふってそう合図してる。

　な、何ぃ……!?

　何がまだなんだ？

　見守っていると、

「フン……！」

　事態が、動いた。

「こりゃーどうやらオレの勝ちだな。お前、オレを盗賊だと思ってタカぁくくってたな？　オレぁこう見えて、世界中の高くて美う味まいもん散々っぱら食ってんだよ。だからいまさらこんな古くせぇもん食ったって、オレの心はちっとも──」

　最大限の嘲ちよう笑しようを浮かべようとする盗賊。───だったが。

　その時、無む駄だにロマンチックな奇き跡せきが起こる。

「……え？」

　全員、息を吞のむ。

　目の前の盗賊が。散々勝ち誇ほこったように笑っている盗賊が。

　笑いながら。

　目から、キラリ──あまりに綺き麗れいな大おお粒つぶの涙なみだを、一粒、こぼしたのだ。

（え……ぇぇ……）

（な……泣いてるぅぅ!?）

　オレ達は戦慄おののいたが、

「え？　お？　おお!?　なんだこりゃ!?　お、おれ、一体……！」

　もっと動どう揺ようしているのは盗賊のほうだった。盗賊は、自分でも、自分が何な故ぜ泣いているか、わかっていない様子。

「勝負は俺の勝ちのようですね」

　その時。唐とう突とつに勝ち名乗りをあげたのは、人気声優……真壁ケイタだった。

　店長代理！

「ばっ……フザけんな！　俺は美味いなんていってねぇぞ！　こんな料理！　俺は昔散々食って」

「昔散々食った懐なつかしい味。それが、いつでも、どこでも、手軽な値段で、しかもちゃんと温かいまま食べられる。それが日本が誇る国宝──〝おでん〟の、素す晴ばらしいところなんですよ」

　店長代理は、真っ向盗賊を見み据すえ、誠実且かつ熱血な声こわ色いろでそういいきった。
















　お、おお!?

「な、懐かしい味が……いつでも、どこでも？」

「はい。人は皆みんな、大人になるにつれて、金銭に余裕もでき、口に入れる食べ物もどんどん高級なものになっていきます。けど。人が本当に美お味いしいと思えるもの。それは果たして、ただ〝高級〟なだけの食事なんでしょうか」

（な、何の話してんのよ……!?）

（な、なんか、コンビニ関係ない話になってきたな……！）

「俺は違ちがうと思います。結局、人間、一番必要なものは。高級なディナーなんかじゃない。お上品な宮きゆう廷てい料理なんかじゃない。

　お袋ふくろの味なんですよ」

「オフクロノアジ……」

　完全に心打たれた表情でリピートしている盗賊。

　お、おぉ!?　意外に、あっさり、感かん銘めい受けちゃってる!?

「おでんは。特に、そのダイコンは、その中でも、その象しよう徴ちよう……お袋の味の塊かたまりのような食べ物。

　どうです？　俺は美味いと思いますが。

　お客さまは。不ま味ずいとお感じですか？　でしたら今すぐ約束どおり……」

　店長代理は、レジの中から札束と小銭を持ってくるが、

「バカヤロウ……！」

　盗賊は、怒いかりまかせに、その金銭を振り払はらうのだった。

「俺を見くびるんじゃねぇ！　まだ俺の舌はそこまで腐くさっちゃいねぇ！

　美味かったよ。

　ダイコン。

　めちゃくちゃ、美味かったよ！」

「お客様……！」

　互たがいに目を潤うるませながらガッ！　硬かたく抱ほう擁ようする店長代理と客。

「えーと……。

　これ、何？」

「さぁ……」

　九条の質問にオレはそう答えるしかなかったが、

「いやー、しかしマジ参ったぜ？　え、何？　このダイコンだけじゃなく。他にも、このレベルで、色々うまいもんあんのか？」

「勿もち論ろん勿論。おでんだけでも、たまごにコンニャク、牛すじにちくわぶと金銀財宝よりどりみどりですし。他にも、肉まん、あんまん。キラ星の如ごとく輝かがやくコンビニ弁当の数々に、カップ麵めん。この店、美味い商品、いくらでもありますよ？」

「おーうし……んじゃ、手始めに、今いった商品、全部もってこいや。あんたの薦すすめる商品に間違いはねぇ。喜んで、全部キャッシュ一いつ括かつで買わせてもらうぜ？」

「！　ありがとうございます……では、是ぜ非ひ店内へ」

　店長代理に促うながされ、店内に入り、野宮と白雪に案内されて商品を物色し始める客の盗とう賊ぞく。

「えぇぇ……!?　か、買うですって……!?」

　その光景が。

　あまりに自分の主義からは想像できないその光景が、理解できないのか、九条はしばし愕がく然ぜんと口を開いていた。

「な？　だーからいったろ？

　この世界じゃ、昨今のコンビニに売ってるモンは、コンテンツとして、めちゃめちゃ優すぐれてるんだから。

　順番逆にして。金貰うより、先に商品あげちまったほうが、道開けんに決まってるじゃねか……」

　嘆たん息そくまじりに店長代理。

「け……けどさ！　それで、その後、買ってもらえなけりゃ！　こっち、結局あげ損、食くい逃にげされたも同然じゃない！」

「そらそーだけど。食い逃げ警けい戒かいして、誰だれもこない店より。食い逃げ犯もいるけど、一○人中、二、三人はなんか買ってってくれる客いる店のほうが、売り上げいいだろ？　だいたい、俺らが試食用で売ってんの、安いもんだったり、ちょっと調理失敗して店出せねぇようなもんだったりばっかりだし。リスク、ぜんぜん、少ねぇって」

「すげぇ」

　オレは店長代理のクレバーな考え方に素す直なおに感心した。

「え、なんです？　声優さんって聞いてたけど。めちゃくちゃ店長代理の資質ありそうじゃないですか。いやー、こんな人いるんなら、Ｓランク目指すのに百人力だ」

「ちょ、ちょっと待て……だから俺、コンビニ店長やる気ねぇって……！　まじ知らねぇ!?　真壁ケイタだぞ!?　去年、水球部テーマにしたアニメとか俺出てたじゃん」

　慌あわてて店長代理否定してくる店長代理。

「知ってる？　九条」

「知るわけないでしょ!?」

　その声優活動の凄すごさはいまのところよくわからないが、なんにせよ、この店長代理の動きが、良い流れを呼んだらしい。

　そこから、デモン・イレブンの快かい進しん撃げきが始まった。







「知ってっか？　この店で売ってる〝カップ麵〟って、一年ぐらいほっといても腐らねぇんだって。しかも美食ハンターが泣いて悔くやしがるくらい美味いらしい」

「まじ？　それ、ダンジョン探たん索さくの時あったら超ちよう便利じゃん！　うし、二、三個買ってくか」

　噂うわさが噂を呼び。冒ぼう険けん者が保存食にカップ麵大量に買っていくし、

「おっ！　これ、まじ便利なんだよ。一○○円ライターとライター用オイル。おれ、これ使って、この前の火か炎えん魔ま法ほうの試験合格にしちゃったもん。呪じゆ文もん覚えられてねぇのに」

「マジで!?　あ、でも、このロックアイスとかいうのも便利そうじゃね？　これ服の中に潜ひそませて、氷出現させれば誤ご魔ま化かせそうじゃん！」

　若き魔術師の卵達が、いつの時代の若者もそうであるように、先人達を怒らせそうな勢いでどんどん文明の利器を取り入れていき、

「これがまじ面おも白しれぇんだよ。ジャンプ？　なんか海かい賊ぞくの漫まん画がとか載のっててさー」

「へぇー。あ、明日あした、サンデーとマガジンの日じゃん。一歩どうなったかな」

　やばそうな気配を持つ一つ目の魔ま獣じゆう達は、こっちがたじろぐほどの速さで、人間界の文化を吸収し始めていく。

　デモン・イレブンの認知度が、徐じよ々じよに、徐々に、広がり始めた。




　そういえば、先日の一件以来、九条は店長代理を多少、見直したらしかった。

「ハァ!?　だ、だから、なんで俺がレジなんか打たなくちゃいけねーんだよ!?　俺、真壁ケイタだぞ!?　次回作、萌もえアニメの主演にキャスティングも決まってんだぞ！」

「何いってんのよ!?　あんたは声優である前に店長代理でしょ!?　コンビニってのは、店長だってレジ打つのが普ふ通つうなのよ！　いいから出て来いっての……あたしと勇気がレジ打ち教えてあげるから！」

　文句言いつつ、多少、店の仕事を教えたりするようになった。

　勇気は……やはりたまにいい加減だが、その風通しのいい性格で、異世界住人達とあっさり打ち解け始めたし。

　白雪は……相変わらず態度は悪いし、気分も機き嫌げんも不安定だったが、それでも、前より、陰いんと陽ようでいうと陽、というか、要するに店で働いてくれる時間が増えた。




　オレも、必死で働いた。

　先せん輩ぱいみたいな優ゆう秀しゆうなバイトリーダーになる為ために。

　やってみて思ったことは、思ったより、オレ、なんとかやっていけるかもしれない……！　ということだ。

　そんなに、バイトリーダーとして、何か大きな失敗もしてないし。

　結果、〝先輩〟との差に悩なやむ機会もない。

　何より、店の経営が、滑すべり出しとしては、予想を遥はるかに上回るくらいうまくいってる。

　この店の経営も。

　バイトリーダーとしてのオレも。

　どっちも、このまま、けっこう調子よくいけるんじゃないか？

「おい！　どーなってんだよこの店は!?」

　しかし、そんな時なのである。

　順調な船出をブチ壊こわす、厄やつ介かいな〝異世界最初の事件〟が起こった。
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　オープン七日目──。

　午前八時過ぎ。

　その事件は、唐とう突とつにおこった。

「おい！　どーなってんだよこの店は!?」

　店内に響ひびき渡わたるドスの利きいた声。

　昨日深夜番で、ついさっきまで勤務していて、とりあえず事務所で仮か眠みんをとっていたオレは──その騒さわぎを聞きつけ、飛び起き。

　急いで店頭に向かった。

「まぁ、まぁ、お客さん、落ち着いて！　とりあえず、おでんとかどうっすかー？」

　現在、レジの前では──勇気が、怒いかり狂くるっていた客を、必死ではぐらかしている。

　勇気の特性、持ち前の明るさ、おおらかさ、それがうまく作用して被ひ害がいは拡大はしていないが、しかし、さすがに勇気一人ではそれ以上問題は解決しそうになかった。

　本来の責任者である店長代理は、昨日オレと一いつ緒しよに人生初の夜勤に挑ちよう戦せんしたせいか、事務所で爆ばく睡すいしたまま全く起きる気配がないし……。

　仕方ない。

　何が出来るかわからないけど、オレが出しゆつ陣じんしよう。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶ？　勇気」

　オレは勇気に駆かけ寄る。

「あぁん!?」

　すると、件くだんの客が、オレをねめつけた。

「お前、責任者か!?」

「ま、まぁ、今は、そうです」

「お前なぁ……！」

　クレームをつけていたのは……

　一いつ匹ぴきの、〝竜りゆう〟だった。

　大きさは、うちの店の入り口ギリギリ通れる程度、四足歩行で背中に小さな翼つばさがある、赤い鱗うろこの──まぁ、わりと、オレ達がよくイメージするままの竜だ。

「いいか？　俺はな？　この店の評判聞きつけてな？　遥はる々ばるあの大国の向こうからな？　教会のゲート使ってな？　こうやってわざわざ足を運んだんだぜ？」

　そしてその竜は、オレに向かって勢いよく喋しやべりだした。

「なのによ。来たらよ。全然よぉ……商品がねぇじゃねぇか！　まだ朝の八時過ぎくらいなのによ！」

　ブチギレながら、その縦に伸のびる瞳ひとみを食料品コーナーへ向ける〝竜〟。

　そこには──

（う!?）

　いうとおり。まだ開店五分足らずにもかかわらず……弁当。おにぎり。サンドイッチ。綺き麗れいさっぱりスッカラカンになっている食料品コーナーの棚たながあった。

（えぇ!?　な、なんでだ!?）

　確かに、最近は、けっこう朝も混こむし。八時過ぎに、最初に置いてた商品が一回なくなっても、下手したら、おかしくない。

　でも。商品は、売れた時に備えて在庫があるはずだ。何で、誰も、商品の補ほ充じゆうしてないんだ……!?

　答えを求めて視線をさまよわせていると、ちょうど、勇気と目があった。そして──その隣となりには、全然居たことに気づかなかった。

　うな垂れて、小さくなって、気配がまったくなくなっている、白雪の姿もあった。

　な、なんだ？　あの白雪の態度？　何があった？

「とにかく……。竜族ってのは、けっこう忙いそがしいんだぜ？　族長会議やら、山中の財宝の管理やら。もう時間がねぇ……明日また来るから。それまでになんとか解決しとけや！　明日も買うもんなかったら、焼き尽つくしちまうぞ、こんな店！」

　そういい捨てると、バッサァァ……！

　竜が翼を広げ、店外へ飛び立っていく。
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「え、え～～と。それじゃ、事情、聞こうか？　どういう状じよう況きようだったん？」

　その後。ひとまず、朝のピークが過ぎた、午前一〇時過ぎ。

　売り場は、ようやく起きた店長代理に変わってもらい。

　オレは、今日、件の現場にいながら、商品補充できなかった勇気と白雪に事情を聞いた。

「と、塔子……塔子、悪くないもん！」

　最初に答えたのは、切実に訴うつたえかけてくる白雪。

「まぁ、まぁ。大丈夫だってシロ。落ち着いてしゃべっていこうぜー？」

　そんな白雪を、落ち着かせるように、勇気はゆっくりした口調でそういった。勇気は、白雪のことをけっこう可愛かわいがってるからな。

　逆に、普ふ段だん適当だけど、いざという時もそうそう動じない勇気のことを、普段死ぬほど優秀だけど、いざという時には年相応の脆もろさ持ってる白雪は、尊敬してるフシがある。

「まぁ、要するにさ。売り場が混みすぎて、ちょっと、商品補充できないんだよな」

　そして勇気が、白雪にかわって、オレに事情を教えてくれた。

　聞くと、今日は、白雪が商品補充で、勇気がレジを担当していたらしい。だが。

　昨日くらいまでは、まだ、デモン・イレブンの認知度が低かったので、そこまで表面化していなかったのだが。

　いよいよ、混雑がある〝ライン〟に達したのか。異世界ならではの問題が起こったというのだ。

「こっちの奴やつらはさ……どうも、バトることに関して、うちらより、全然躊ちゆう躇ちよがねーみたいだな」

　勇気が、よくわからないことをいう。

「ん？　バトる？」

「つまり。同じ弁当が欲ほしい奴が二人以上居たら……そこで、戦せん闘とうが始まるんさ。そのサンドイッチは渡わたさねぇ！　死ね！　とかいってな」

「は、はあ!?　戦闘!?」

　オレは耳を疑った。コンビニで!?

「それがそこら中で起こっちまってて……な？　そうだろ、シロ？」

「はい……そんな状況ぬって、商品補充なんて塔子できないもん！」

　そして、白雪が、悲痛な声で叫さけんだ。

「動きとかすごく早いし、剣けんやら槍やりやら武器使うし、魔ま法ほうやら召しよう喚かん術やらぶつけあうし、あんな状況で塔子、商品補充なんて絶対無理！　あのお客さん、明日には解決しろなんていってましたけど……いくら塔子だって、絶対無理だもん！　このお店では、最初に積んであったお弁当が売り切れたら、もう、それで終わりなんです！」

　机につっぷしながら白雪。

　い、いや、一回売り切れたら終わりって、それ、コンビニとしてだいぶダメだろ!?

「えぇー……」

　話を聞いたオレは、頭を抱かかえた。

　デモン・イレブン。異世界店。

【店頭混みすぎて、商品補充できない】って。

　いきなり、日本じゃありえない問題直面してるじゃないか……!?

「まぁ、まぁ、だいじょぶだって、シロ。こういう時は、昔っから、透がだいたいなんとかしてくれっからさ」

　しかしそんな中──

　勇気が、あっけらかんととてつもないことをいってきた。

「え!?」

「そ、そうですね……。透先せん輩ぱい、バイトリーダーですもんね。後輩のバイトが働きやすい職場にするよう、最善を尽くす義務がありますもんね」

　あっさり同調してくる白雪。

「え、えぇ……!?」

　い、いや、この問題、若じやつ干かんバイトリーダーとかって範はん疇ちゆう超こえてないか!?

　──とも思ったが。

　いや、まぁ、でも、確かに。

　これくらいの問題。〝先輩〟ならあっさり解決するだろーし。

　みんなに任された以上。そして、自分でも志願した以上。

　なんとかしなくちゃ、もっかい異世界ここでバイトリーダーに志願した意味ない……か？

「わ、わかった……」

　オレは、一か八か、うなずく。

　これは、オレが一皮むけるため、訪おとずれるべくして訪れた試練……なのかもしれない。

「とりあえず、解決策……考えるわ。期限の、明日あしたまでに。みんなは休んでくれ」

　オレの発言に、勇気と白雪は、

「にゃはっ！　じゃ、よろしく頼むぜ、透ー」

「ほんとにお願いしますよ？　あぁ、明日、気が重いなぁ……」

　なんだかんだ、オレを信しん頼らいしてくれているのか、してくれていないのか。

　とにかく、本当に後をオレに託たくして、事務所を去っていくのだった。
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　コチ、コチ、と壁かべの時計の秒針が動く音。

　見ると、時計は、夜一〇時をさしている。

「うわ、もう一〇時か……」

　あれからずっと、ここで、問題の〝解決策〟考えてたけど。

　明日の状況を解決するウルトラアイデは全然思い浮うかばなかった。

　そうこうしてる間に、もう、とっくに夜になっている。

　昨日の客が、宣言どおりの時間に来るとしたら、【店頭混みすぎて、商品補充できない】問題解決までに。

　もう、残り、一〇時間しかない！

　店が焼き尽くされるまで一〇時間──！

「まじかぁ……」

　ギシッ。

　オレは頭を抱えながら、事務所のパイプ椅い子すの背もたれにもたれかかる。

　とにかく、考え続けるしかないんだけど……。

　うーん。

　たとえば、

　店に、『〝店内での私し闘とうを禁止します〟と張り紙を貼はる』──とか、どうだ？

（…………ダメ、だよなぁ……）

　オレは首を振ふる。

　いや……長い目で見れば、勿もち論ろん効果のある方法だとは思うけど。

　とりあえず今回は、明日、あの竜りゆうが来る前に解決しなければならないのだ。

　今からその張り紙して、明日、あの竜が来るまでにそのルールを全お客に浸しん透とうさせられるかというと──絶対無理。

（それじゃ……）

　明日店頭に出て、一人一人に、『よしてください！　と叫ぶ』。

（絶対駄だ目めだ……）

　勇気いわく、客達は死ぬ気で戦って弁当等をとりあってるという。そんな状況で、オレごときのモヤシ男子が叫んだところで、その声届くとは到とう底てい思えないし……それで止められるなら、昨日、白雪だって止めてるよな……。

　むしろ逆の発想、

『爆売れすることを見み越こして。既すでに、限界まで商品積んどく』はどうだ？

　竜が来るまでに、どれだけ売れても大だい丈じよう夫ぶなくらい。

（いや……ダメだ。そもそも、毎朝、けっこう限界まで商品積んでるもん）

　朝の八時頃ごろのコンビニっていうのは、商品の納入も終わり、朝のピークも見越しているので、一日で一、二を争うくらい商品量は充じゆう実じつしている。

　あの状態で無理だったんなら、やっぱり、補充なしで乗り切るのは無理……。

（うーん、クソ……やっぱ……ダメか……）

　だんだん、現実が見えてきた思いだった。

　異世界に来たことをきっかけに、店の流れ好転してたし。

　もしかしたら──と、一いつ瞬しゆんは思ったけど。

　異世界でも、日本でも、オレは〝先せん輩ぱい〟みたいなバイトリーダーにはなれない。

「先輩。店の為ためにも、やっぱ、バイトリーダーは……」

　思わず弱音を口にし始めた──その時。

「うわっ。あんた、まだ起きてたの？」

　その時だった。ノックの音もなく、事務所の扉とびらが開き。

　突とつ然ぜん、中に、女が入ってきた。
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　入ってきたのは──

　人数不足の為、今日は昼間に少し働いたにもかかわらず、今も深夜番として店に立っている、白いカチューシャにつややかな長い黒くろ髪かみの女子、九条麻衣だった。

「う、うん。ちょっと、昼間の問題のこと考えててさ」

「ふーん」

　いいながら、九条は、オレの向かいにあっさり座った。

「で、どうなのよ？　何か思いついたわけ？」

「いや……全然ダメ」

　オレは白状した。

「全然有効な解決策、出ない。やっぱ、先輩の後こう継けいとか、オレには荷が重過ぎるわ……」

　オレは、九条に、打ち明ける。

「こういう時、〝先輩〟なら……めちゃくちゃスマートに、めちゃくちゃあっさり、問題解決しちゃうんだけど……」

「あんた──まだそんなこといってんの!?」

　その時だった。

　九条は、かつてないほど、苛いら立だちをあらわにしてオレにいってきた。

「へ？」

「ったく……異世界になったし。ちょっとは変わるのかと思ったら。ぜんぜん変わらないじゃない！」

　そして、何か、必死に、

「ったく！　あのさ、この際だからハッキリいっとくけど。私も、それにたぶん、ユーキも、塔子も。あんたに、〝先輩みたいなバイトリーダー〟になることなんか。これっっっぽっちも期待してないからね!?」

「えぇっ!?」

　まさかの発言にオレは驚きよう愕がくした。

「そ、そうなん!?　なんで!?」

「当たり前でしょ、阿あ呆ほ！　あんたと先輩、スペック、どんだけ違ちがうと思ってんのよ!?　向こうは、たとえるならＦ１カー。あんたなんてママチャリみたいなもんじゃん！　どうやって勝つつもりだったの!?」

「ママチャリ……！」

　その単語にオレは多分にショックを受けた。

　オレ、Ｆ１カーじゃなく、ママチャリだったのか……！

「だから、私達や、たぶん先輩だって。あんたのＦ１カーぶりじゃなく。〝先輩〟や私にない、あんたのママチャリぶりを活いかした、あんたなりのバイトリーダー像、ずっと待ってんの！　それなのにあんたと来たら──」

「…………え？」

　九条はなおも続けようとしていたが。今、この異世界に来て史上、一番聞き逃のがせない発言があったので、オレは聞き返した。

「オレなりのバイトリーダー像、ずっと待ってる？　何それどういうこと？　お前が？

　オレのこといっつも〝クソ〟呼ばわりしてるお前が？

　オレ、ちゃんとしたバイトリーダーになるの、待っててくれてたの？」

「はぅっ!?　そ……そ……そんなわけないでしょ!?　バカ！」

　するとその瞬間。九条は、女子があげたとは思えない声なき声をあげ、

　ガッ！

　オレに向かって思いっきり紅茶の入ったペットボトルを放ほうり投げてきた。

「な……うおお!?」

　オレは間かん一いつ髪ぱつよけたが、

「な……なんてヤツだ！　当たったらどうする!?」

「あ、あんたがわけわかんないこと言い出すからでしょ!?」

「はぁ!?」

「わ、私が、あ、あんたがちゃんとしたバイトリーダーになるの待ってるとか！」

「い……いったのお前だろ!?」

「いってない！」

「いってないの!?」

　いってないっけ!?

　なんかよくわからんくなってきた！

「いうわけないでしょ、この私が！　いっとくけどそんなブラフ他のみんなに流布したら、何があっても絶対コロスからね！」

「えぇぇぇ……!?」

　何なのこの仕打ち……!?

　ここまで必死にいってくるってことは、オレの聞き間違えだったのかな、うぅ……!?

「と、とにかく──私がいいたいことは、〝先輩〟みたいになろうなんてしても無む駄だ！　あんたは所しよ詮せんママチャリなんだから！　それ頭に叩たたき込んで……せいぜいさっさと明日の問題解決しなさいよっ！　バカ！　バカ反馬！」

　九条は散々いいたい放題いった後、恐おそろしい速度で事務所から去っていってしまった……。

「な、何なんだ……!?　何だったんだアイツは!?」

　わからない！

　やっぱり、女子、特に九条って、何考えてるのかさっぱりわからない！

「……けど……」

　それでも。

　どさくさの中、九条が、オレに重要なヒントを与あたえてくれた。

　オレなりのバイトリーダー像……か……！
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　残された事務所で──オレの頭は、ずっと九条の言葉を考える。

〝先輩〟になくて、オレにある資質。

　Ｆ１カーになくて、ママチャリにある資質。

　ここで、当然の疑念がわいてくる。

「いや……そんなもん、あるか？」

　わからない。

　カゴ？　それくらいなら、思いつくけど。それ、比ひ喩ゆだし。だいたい、収納力だって、本気だしたらママチャリよりＦ１カーのほうが上だもんなぁ。

　仕事能力。事務能力。対人能力。

　バイトに置き換かえ戻もどしても、オレは、全スペックで、先輩に劣おとっている自信がある。

　けど。（オレの幻げん聴ちようかもしれないらしいけど）、九条はこういったんだ。




「だから、私達や、たぶん先輩だって。あんたのＦ１カーぶりじゃなく。〝先輩〟や私にない、あんたのママチャリぶりを活かした、あんたなりのバイトリーダー像、ずっと待ってんの。ったく、それなのにあんたと来たら──」




　オレなりのバイトリーダー像……！

　確かに、バイトリーダー就任以来。オレは、なんとか、〝先輩〟みたいな……完かん璧ぺきでスマートなバイトリーダーになろうとして。問題起こったらそういうスタンスで問題解決しようとして。でも、決して、できなくって……苦しんできた。

　今思えば、オレの、そんなやり方に、九条達も戸と惑まどって、それが店の悪あく循じゆん環かんのきっかけになってた気もする。

　自分を変える為に。

　店を変える為に。

　自信がないけど、オレは、〝先輩〟の影かげを追うのをやめて。

　オレなりのバイトリーダー像……追わないといけないのかもしれない。

「よし。決めた」

　オレは、決めた。

　オレなりの覚かく悟ごを。

　オレは立ち上がり。

　数時間後に訪おとずれる決戦に向けて、準備を始めた。







　そして──話は冒ぼう頭とうに繫つながる。

「お、おい、本気で行くのか!?」

　顔面蒼そう白はくでいってくる、店長代理。

「行きます。オレ──もう、覚悟決めました。

　弁当の問題……！　アイデアとかじゃなく。普ふ通つうに、身体からだ張って、解決します！」

　オレは店長代理にいう。

「勝手に決めんじゃねーよそんな大事なモンを!?」

「だって。〝先輩〟になくて、オレにある資質……これくらいしか思い当たらないんです。

　オレ、漫まん画がとかよく読んでるし。よくこういうファンタジー世界に来たこと妄もう想そうとかしてたから……こういう、モンスターとか冒ぼう険けん者同士の戦い見ても。案外、〝いけるんじゃね？〟と思える、やわらかな思考能力……！

　それくらいしか、〝先せん輩ぱい〟に無くて、オレにある資質、思いつかない……」

「あ、頭おかしいんじゃねーのお前!?　絶対違う！　それ絶対お前がバイトリーダーに推おされた資質と違う！」

「別にいいんです。違ってても」

　オレはいう。

「オレなりのバイトリーダー像……そんなもん、そう簡単には見つからないと思いますし。色々試ためしていきたいんです。今日は、その記念すべき第一弾だんです」

「無理だって！　第一弾とかいったって！　突つっ込こんでも、浜はま辺べに打ち上げられたアザラシみたいに棚たなの上に吹ふっ飛とばされて第一弾で終わるだけだって！」

「じゃ、店長、やめときますか？」

　オレは店長に、にやり、と聞いた。

　いちおう、勝算はある。

　あの後、昨日の防犯カメラの映像を見て、ひたすら、『戦せん闘とう地域』を抜ぬけるイメージトレーニングを繰くり返したんだ。

　ついでに、よくわかってない店長代理も叩き起こし、ちょっと一いつ緒しよに練習してみたし。

　可能性はゼロじゃない。

「狂くるってる……お前、実は、一番この店で狂ってるわぁぁ……！」

　店長代理は頭をガシガシとかき、

「やめとく？　……最年長の俺が、んなことできるわけねぇだろ!?　ったく……まじめんどくせぇ店入っちまったぜ」

　店長代理は何かを諦あきらめるように嘆たん息そくまじりにいった。

「じゃ、決まりですね」

「チクショー……でも、こんな狂ったバイトいるんだったら、この仕事受けんのやめときゃよかったぜ」

「今さらいっても始まりませんよ……行きますよ！」

　店頭に向かって走り出す、オレ達。




　大手コンビニチェーン、デモン・イレブン。

　その一いつ軒けん。

　異世界に転移したオレ達の店は、こうしてその日の営業を開始した。

　異世界コンビニ、デモン・イレブン。

　伝説はここから始まる。
















　　　シフトⅡ　立ち読み勇者の襲しゆう撃げき







（ちょ、店長代理……なんとか注意してくださいよ、アイツら）

（ば、バッカ、そういうのはバイトの役目だろ!?　俺声優だっていってんだろ!?）

　火か竜りゆうのクレーム騒そう動どうから数日後──

　午後四時三○分。

　朝のピークを過ぎ、昼のピークも超こえ、夜のピークにはまだ早いこの時間。

　けど、日本時代なら、学校帰りの高校生達がチョコチョコ現れたりして、忙いそがしくはないが、それなりに厄やつ介かいな時間帯。

　ウチの店に、異変が起きた。

　オレと店長代理の視線の先。雑誌コーナー。

　そこに、コンビニ店員からしたら一番腹立つ客──まったく、この行こう為いって、自分がやる分には全然気にならないが、自分が店員の立場になった途と端たん、なんでこんなに腹が立つんだろう──が現れ、迷めい惑わく行為を働き出したのだ。

　そこに居るのは、こんな三人。

　黒くろ髪かみを逆立て、額に、赤い宝石のはまった金の鉢はち金がねを巻いている男。

　緑のローブに同じ色のとんがり帽ぼう子しをかぶった、腰こしの曲がった老人。

　そして神官帽と聖衣を纏まとった、青い髪かみの女性。

　その三人は、こんな行為を続けているのである。

「チッ……さすがに一時間半も立ち読みしてると足が棒のようだぜ……！」

「わ、ワシもじゃ……！　しかし、祖国を救う為ためにも、こんなところで朽くち果てるわけには……！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　みんな、私に任せて！」

　その時、聖衣を纏った真ま面じ目めそうな少女が叫さけぶ。

「『全員絶対回復呪文ホーリーライト』!!」

　少女が杖つえをコンビニの天てん井じように向かって掲かかげると、隣となりに居た、髪を逆立てた男、腰の曲がった老人、そして少女自身の姿が白い光に包まれ、その途端、全員の表情が一気にシャキッとした！

「おぉっしＨＰ全快！　これで木曜日発売の、チャンピオンとモーニングとヤンジャン読めるわ！」

「ワシもじゃ！『バキ』を読むぞよ！」

「わたしもー」

　そして和わ気き藹あい々あいしながら再び雑誌を読み始める三人。

　その光景に、オレと店長代理は地団太を踏ふんだ！

（!?　店長代理！　また『全員絶対回復呪文ホーリーライト』で体力全快しましたよ!?）

（知らねーよ!?　何『全員絶対回復呪文ホーリーライト』って!?　化ばけ物ものかアイツら!?）

（どぉするんですかぁぁぁあ!?　〝マナーの悪い客が立ち読み等で店内に長時間居座っている〟……なんとかしないと、絶対本部評価マイナスになりますよ!?）

　歯は嚙がみするオレ＆店長代理。

　視線の先には三人の集団。

【勇者】デイン。

【魔ま道どう士し】ルシファー。

【僧そう侶りよ】ルミナリエ。

　後に知ることになるのだが、『国民の槍やり』と呼ばれる伝説的勇者パーティと、オレ達『デモン・イレブン』の、これが最初の対決だった──！



















（い、いいか？）

（り、了りよう解かい！）

　というわけで。

　店長代理の合図に頷うなずく、オレ。

　オレと店長代理は今、相変わらず立ち読みを続ける勇者達のすぐ背後まで近づいていた。

　相手が勇者で、いかに国民の期待を背負って、世界の命運をめぐり日夜戦い続けようが、いかに日々、身体中に傷をつくり、血ち反へ吐どを吐はいて運命に抗あらがっていようが、オレ達には関係ない。

　長時間の立ち読みは、他のお客さんにも迷めい惑わく！

　そして何より、本部の査定に大いに響ひびいてしまう。

　オレと店長代理は、協力して、〝三人〟を排はい除じよすることに決めていた。

（け、けど、どーする？）

　不安そうにいったのは店長代理。

（そ、そうですね。ひとまず、牽けん制せいしてみますか？）

　オレは提案した。

（ん？　牽制？）

（はい。こーいう時、日本のコンビニだと、ちょっとプレッシャーをかけるだけで、まぁだいたい六割くらいの客は撃げき退たいできると思うんです）

　口元に、自分の拳こぶしを当てる仕草をしながらいう、オレ。

　国民としての格差はともかく、このコンビニでは一いち日じつの長ちようがオレにはある。というわけで、オレはバイトリーダーとして、店長代理に秘策（？）を授さずけた。

（なるほど……！　さすがバイトリーダー。よし……なら、ここは、店長代理たる俺に任せろや。こういうのなら、俺は得意なんだ）

　一歩前に踏み出す店長代理。

（行くぜ！）

　自分を鼓こ舞ぶするように叫ぶと、

　店長代理は、さらに勇者達に一歩歩み寄り、口元に握にぎり拳を当て。

「んん！」

　声優の本領発揮──

　特大の牽制、つまり咳せき払ばらいをお見み舞まいした。

「……」

「…………」

「…………………………」

　が──効果はなかった。

　三人は、無言で、読書を続けている。

　ち、ちぃっ……さすが、普ふ段だんから命をかけて切った張ったをやってるだけあって。この程度の圧力じゃ、蚊かに刺さされた程度も動じないのか!?

「くっ……まだだ！」

　しかし店長代理はめげない！

「んんんんんんんんん！」

　めいっぱい息を吸い込み、人間の限界をこえるような勢いで咳払いを再開。

　が──

「……」

「…………」

「…………………………」

　やはり、効果はないらしい。

　勇者達は、まったく平然と立ち読みを続けている。

（く、くそう……）

（て、店長代理……む、無理ですよ！　オレの作戦が間ま違ちがってました、やめましょう！）

　オレは目で訴うつたえるが、

（馬ば鹿か野や郎ろう。諦あきらめたらそこで試合終しゆう了りようだ──）

　謎なぞのモチベーション。店長代理は、ゼェゼェいいながら、

「んんんんんんんんぁぁぁんんんあああ！」

　限界を超えた限界の、さらにそれを超えた咳払いを発動させた！　何でそこまで!?

　もう咳払いって感じじゃなくなってますけど!?

　が。

　やはりそれは、無む謀ぼうだったのだ。

「んんんん！　!?　ガッ!?　ゲホッ、ガッ、ガホッガホッ!?」

　勢い込んで咳払いしすぎたのだろう。気管に何か入ったのか。店長代理がその場でむせながらのたうち回り始めた。

「て、店長代理!?」

「ガッ、ガホッガホッ!?　透とおる、たす、たすけ、ガホッガホッ」

　救いを求めるようにいってくる店長代理。……なんてドン臭くさい年上なんだ……！　あんた喉のど使うプロじゃないのか!?　水持ってこないと！

「全く。なんじゃ、今、せっかく良いシーンだったのに……」

　が、その時だった。

　店長代理の咳払いの演技（まぁもはや演技ではなくなってるのだが）にようやく気づいたのか、三人のうちの一人、魔道士服を着た老人がこっちに振ふり返った。

　そして、

「《状態異常絶対霧散呪文オールキヤンセル》」

　人差し指と中指だけをピッと立て、なんでもないようにいうと。

　キラリンッ。

　店長代理の身体からだが緑色に輝かがやき、

「ガホッ、ガホッ……がほ……おおおお!?　な、治った!?」

　店長代理がめちゃめちゃ血色の良い顔で立ち上がった。

　お、おお!?　治った!?

「つか、なんだ、この調子のよさ！　長年苦しんでた肩かたこりも消えてるし……昨日夜ポテチ食いすぎた胃のもたれもぜんぶなくなってるぜ!?」

「《状態異常絶対霧散呪文オールキヤンセル》。毒、麻ま痺ひ、凍とう結けつなどはもとより、むせ、胃のもたれ、肩こりなどの〝状態異常〟にも効く高位呪文じゃ。お代はタダにしておいてやる。問題なければ下がっておれ。今、『弱ペダ』が良いところなんじゃ」

「ハッ……仰おおせのままに」

　完全に心しん酔すいした表情でその場に跪ひざまずく店長代理。

　いやいやいや！

　何簡単に懐かい柔じゆうされてんすか!?

　ま、まずい。

　この店長代理、案外影えい響きようされやすい!?　力ある者を見つけ、従う、それがこの人が芸能界で会え得とくした生き残りの極ごく意いなのか!?

「何やってんの……!?」

　その時だった。

　騒さわぎ？　を聞きつけたのだろうか。

　休きゆう憩けい時間中のはずの九く条じよう麻ま衣いが、店頭に現れた。




「く、九条……」

「まったく。何やってんのよ」

　腕うで組ぐみしつつ、嫌けん悪お感かん丸出しで嘆たん息そくしてくる九条。

「しばらく監かん視しカメラで見てたけど。ほんと、あんた達、全然ダメじゃない！

　さっきお客さんに聞いたんだけど、相手は『国民の槍』と呼ばれる伝説的勇者パーティ、【勇者】デインと【魔道士】ルシファー、そして【僧侶】ルミナリエの一味らしいわよ。あんた達レベルのコンビニ店員じゃ、危なっかしくて見てらんないわ」

　不満げにいいつつ、オレと勇者達の間に陣じん取どるように立つ、九条。だが……。

「え？　何？　監視カメラって。お前、休憩中なのに、監視カメラ見て、オレ達見守ってくれてたの？」

　オレは、困こん惑わく。

　店長代理もコクコク頷く。

「しかも、しばらく見てたって。それ、完全に、ぎりぎりまで俺達に任せようって信しん頼らい見え隠かくれするじゃねーか……」

「は、はぅ!?」

　その瞬しゆん間かん。

　九条は、痛いところをつかれたように固まった。

　そして──

「そ、そんなわけないでしょ!?　私は、ただ、あんた達が本部評価サゲるような愚ぐ行こう犯おかさないか監視してただけよ！　変な誤解やめてよ!?」

　バララララッ！　店内にあったペットボトルを流星群のように次々投げつけてくる九条！

　オィィ、店の商品！　あとペットボトル一個一個のコントロールが何気にすげぇ！　よく怒いかり任せに投げてこの精度出せるな！

「見せてあげようか!?　いまからあんたら全員のシフト表、勝手に改かい竄ざんして週七勤務にして！　いかに私が恐おそろしい女か見せてあげようか!?」

　そして九条はテンパった表情ですごんでくるが、

「い、いや、いいです……」

　オレ達は丁てい重ちようにお断りした。鬼おに成分演出するのにその手段、地味すぎるし。確かにやられた方、地味にいやだけど。

「と、とにかく。ザコは下がってて。私がなんとかするから」

　そして、九条は、吐き捨てるようにいう。

「は、はぁ？　おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　オレは若じやつ干かん不安になって聞くが、

「その質問がザコだっての。みせてあげる。本当に優ゆう秀しゆうなコンビニ店員の闘たたかい方ってものを……！」

　そして凄すごみのある口調でいうと。

「ィヤァァァァァ！」

　ダッ！　九条は、激げつ昂こうして勇者パーティのほうへ走っていってしまった。

（何!?　何だあの勢い！）

　まさか、あのまま武力にでも訴えるつもりか!?

　オレは焦あせったが、焦った矢先。

　九条が予想外の行動を採とり始めた。

「いらっしゃいませー！　ただいまの時間、『から揚あげ貴族』、揚げたてでーす！　ただいまキャンペーン中で二〇Ｇオフでーす！」

「!?」

　その声に、オレと店長代理は目を見開く。

　突つっ込こんだ九条が始めたのは──

　いつのまに持ってきていたのか、うちのホットスナック、『から揚げ貴族』の、実物を持って、雑誌コーナーの前を練り歩く、というもの。

（何だそりゃ!?）

　武力行使じゃなくホッとしたが、しかし、オレは拍ひよう子し抜ぬけした。

　立ち読み客の前を、『から揚げ貴族』を持ってうろつく？　そんなことしてもまったく意味が……

　と思ったのだが。

「チィッ……」

「くっ……」

「そ、そんな……！」

　驚きよう愕がくの光景。

　その九条の意味不明な行動が、意外な効果をあげ始めた。

　ガクッ。

　クラッ。

　ヨロッ。

　九条が、雑誌コーナー近辺を歩き始めた瞬間。

　件の、勇者、魔ま道どう士し、僧そう侶りよの三人が、まるで、魔王の波動にさらされでもしているように、その場で膝ひざをつき出した。

　え……えぇ!?

　き、効いてる!?

「フン……よくやったぜ、九条。どうだ、狼ろう藉ぜき者どもが……！　我が店の牙きば、思い知ったか」

　そんな三人を勝ち誇ほこったように見下ろしているのは、店長代理。

　いや、ついさっきまであんた〝仰せのままに〟とかいってたよな!?

　ちょっと弱ったらもう見放した!?

「何をした？　九条」

「フフン、知れたこと」

　そんな店長代理の問いかけに、妙みようにノリノリで応こたえたのは九条だ。

　いや……なんでお前もそんな感じ？

「思った通りだったわ。この世界。〝冒ぼう険けん者〟って奴やつらは、なんか基本貧びん乏ぼうで、だいたいお腹なかすかしてる」

　お客様に対し、めちゃくちゃ失礼な分ぶん析せきを投げかける九条。

「異世界人だろうが日本人だろうが、おなかがすけばただの動物。それは勿もち論ろん勇者だろうと魔王だろうと例外はない。こうなれば立ち読みどころじゃないでしょ？

　さぁ、レジへ来なさい、お腹をすかせた亡もう者じやたち。

　什じゆう器きの中で、アツアツの『から揚げ貴族』（チリペッパー味）が、あんた達を待ってるんだから！」

　魔王直属の女将軍みたいな勝ち誇った笑えみと共にいう九条麻衣。いや、たとえ勇者撃げき退たいできたとしても、接客面でマイナスにならないか、これ!?

「くぅ……！」

　しかし──まじで効果的だったらしく。その誘惑にますます苦しそうに顔を歪ゆがめているのが勇者パーティだ。そこまで？

「まずい……身体が動かん。手が……手が勝手に、雑誌を、棚たなに置こうとしおる……」

「そんな……悔くやしい。私達の……私達の立ち読みに対する想おもいは、この程度だったっていうの……!?」

　悔し涙なみだすら浮うかべながら唇くちびるをかみ締しめる、魔道士と僧侶。

　いや……何な故ぜそこまで立ち読みに拘こう泥でいする……!?　あんたら、冒険者ですよね？　別に立ち読みすることが最終目標じゃないですよね……!?

「くっ……そ」

「ここ……まで、な……の」

　そんなオレの突っ込みを無視して、ますますシリアスに、ますます悔しそうに雑誌を棚に置こうとする魔道士と僧侶。

　まぁ、でも。オレはその光景を見て、やっと一安心する。

　よかった。なんか、こんなノリですべてまるっと収まる感じは納なつ得とく行かないけど。とにもかくにも、ようやくコイツらは立ち読みを終えるらしい。

（さ、じゃ、さっさとレジ行って。コイツらに『から揚げ貴族』売りつけて、お引き取りねがうかね）

　オレは一安心しつつ、踵きびすを返しレジへ向かおうとする。

　が──

　その瞬間だった。

「バカヤロウ……諦あきらめるんじゃねぇ！　俺達は誰だれだ？『国民の槍やり』──勇者デイン一行だろう!?　俺達の冒険は──ここから、始まるんだ！」

　コンビニ中に響ひびき渡わたる勇者の咆ほう哮こう！

　ゴウッ！

　次の瞬間、勇者パーティを中心に、とてつもない爆ばく風ふうが巻き起こった──！




　ゴゴゴゴゴゴ……！

　吹ふき荒あれる、闘気！

　ようやくその闘気の渦うずが、一段落した瞬間、姿を現したのは──

「バカヤロウが……本気にさせやがって」

　額に変な模様を浮かび上がらせ、さっきまで黒かった髪かみを赤く逆立て。全身から、とてつもない量の赤いオーラを立ち上らせている、勇者デイン。

　な、なんだ!?　空気が一変した!?

「デイン！　覚かく醒せいしたのか!?」

　その瞬間、隣となりにいた魔道士が驚愕に目を見開きそう叫さけんでいた。

「覚醒!?」

　コンビニで、何いってんだあのジジイ!?

「ええ、覚醒──別名〝竜の怒りドラゴン・エクスプロージヨン〟」

　オレの言葉に答えてくれたのは僧侶の少女。あ、聞いたら教えてくれるんだ？

「デインには、半分、古代天てん竜りゆう族の血が流れている。仲間が危機に瀕ひんした時。もしくは、その怒りが頂点に達した時。彼はその怒りを糧かてに力を覚醒させるッッ……！」

　死ぬほど真しん剣けんな顔でいってのける僧侶さん。

　仲間が危機に瀕した時。

　もしくは、その怒りが頂点に達した時。

　いや……確かにさっき、その二大条件兼かね備えてたくさいけど。

　ここ、コンビニで、あんたらが守ろうとしてんの立ち読みって行こう為いですよね!?

　その程度で覚醒するって、覚醒の条件若じやつ干かんユルくないですか!?

「ああなったら奴は手がつけられんぞ」

　畏おそれのまじった声でいう魔道士。

「ええ。恐らくここは地じ獄ごくと化す。この店にある雑誌という雑誌、コミックというコミック、すべて彼に読みつくされるでしょう……」

　目め頭がしらを押さえるようにしながらいう僧侶。あ……地獄ってそういうこと？

「そんな……なんてパワー。これが……〝竜の怒りドラゴン・エクスプロージヨン〟」

　怖おそれと悔しさの入り交じった複雑そうな表情で後ずさる九条。

　いや、お前〝竜の怒りドラゴン・エクスプロージヨン〟なんか知らないだろ!?　さっき知った情報だろ！

　だいたい、パワーなんかお前にわかんの？　お前ただの女子高生だろ？

「透」

　その時、店長代理がオレに声をかけてきた。

「な、何すか」
















　ちょっと不安になりながら、オレ。

「もう何もかも手て遅おくれだ。俺達が間ま違ちがってた。この世には、絶対怒おこらせちゃいけない相手がいる……それが、勇者デイン一行だったんだ」

「いや、空気に吞のまれないで下さい！」

　ほんと、崇すう拝はい対象ころころ変えていくな、この人!?

「確かに相手勇者ですけど、やってること……ただの立ち読みですよ!?　正当性絶対こっちのほうがあるでしょ!?」

「け、けど、頼たのみの綱つなの九条もあれなんだ。ここにいるのはＢ級戦せん闘とう員の俺とお前。事態を解決できるとは──」

「誰がＢ級戦闘員です？　誰が。つか、戦闘員って何ですか!?　オレ達コンビニ店員ですよ!?」

　なんなんだ!?　いつのまにか、異世界のノリに侵しん食しよくされ、コンビニ店員側のノリまでおかしくなってきてる！

　まずい、このままでは、店が崩ほう壊かいする！

「さて──」

　そして、終局が訪おとずれた。

「では、本気になっちまったところで。読ませてもらおうか。次は、毎週月曜に出る、この漫まん画が雑誌だ。好きなものは最後にとっておく派の俺は、最後にとっておいたんだ。なんせこの雑誌には、今、冒険者業界でも話題沸ふつ騰とうのハンター漫画が掲けい載さいされているからな」

　笑顔で、毎週月曜発売の雑誌を手に取る勇者。

「あ…………」

　しかし。その時。

　本当に。

　本当に、無意識のうちに。オレは、こんな言葉を漏もらしてしまった。

「その漫画、今週、休きゆう載さいです……」

　狙ねらいも、悪意も、何もなかった。オレは、本当に、つい事実を告げてしまっただけだ。

　だからこそ、である。

　……誰が、こんな惨さん劇げきを予測できただろうか。

「きゅう……さい？」

　黄よ泉みの国から聞こえてきたようなか細い声。

　次の瞬しゆん間かん。

　ブシャーッ！

〝覚醒〟状態の勇者デインの額から、ありえない量の血が放出された。

「え…………えぇぇぇぇ!?　お客様!?」

「バ、バカな……〝怒り殺しドラゴン・ジエノサイド〟ですって!?」

　驚きよう愕がくの声を僧そう侶りよがあげた。〝怒り殺しドラゴン・ジエノサイド〟!?　また何か変な単語出てきたー！

「〝竜の怒りドラゴン・エクスプロージヨン〟状態の勇者に、二五五以上の精神ダメージを与あたえた場合にのみ起こせる、奇き跡せきの現象。これを起こせば、三年は鎮しずまらないといわれている〝覚醒〟状態を無理やり解くことが出来るッッ……！」

　苦々しそうな顔でいってくるのは魔道士。

　って、三年!?　これ起こらなかったら、じゃあ、三年もあの勇者、ここで覚醒状態で立ち読みしてたのか!?

「しかし、ありえん……〝覚醒〟者は物理・魔法・精神、すべての防ぼう御ぎよ力が数十倍にハネあがる。それこそ、古いにしえの強きよう者しや、古代竜デイクシオンのように。その者に一いち撃げきを与えられるのは、千年に一度、太陽と月の狭はざ間まより生まれる、狩人かりゆうどの剣けんを持つ〝運命の子〟だけのハズじゃが……！」

　困こん惑わくしたようにいう魔道士。

　なんか凄すごいスケールの話になってきた！　一撃とか与えるつもりなかったし！　全部偶ぐう然ぜんなのに!?

「透……まさか、お前、お前こそが、ヨハネの福音書にのってる伝説の……！」

　そんな中、空気に吞まれまくってる店長代理がもうピヨリすぎてわけのわからないことをいってきてるが、いや、大だい丈じよう夫ぶかこの人!?　仮にも年上なんだよな!?

「ていうか！　ご自じ慢まんの回復呪じゆ文もんかけなくていいんですか!?」

　オレは勇者パーティの魔道士と僧侶に掛かけ合う。

「いかに勇者といえど致ち死し量、額から出血してるっぽいですけど!?」

「それは……無理じゃ……」

「ええ。私達は、この二時間、回復呪文を使いすぎた……もうＭＰがたったの〝一〟もないの」

　涙を浮かべながらいう、魔道士と僧侶。あぁもうどこまでＭＰの使いどころ間違えてるんだこのパーティの魔法担当！

「じゃ、じゃあ、とにかく、事務所に運びましょう」

　オレはいう。

「ちょうど、そろそろ、うちで唯ゆい一いつ医い療りようの心得がある女のシフトが──」

　とオレがこぼした、その瞬間だった。

　ガァッ。店の自動扉とびらが開き、その女性が入ってきた。

「白しら雪ゆき！」

　オレは歓かん声せいをあげる。入ってきたのは、白い髪の小こ柄がらな少女──うちの店の最年少キャラ、白雪塔とう子こ。

「な、なんですかぁ？」

　いきなり大歓かん迎げいされて、若干、後ずさる白雪。

「出番だ！　家が大病院だってアドバンテージ、今こそ見せてやれ！」

「は、はいぃ!?」

　白雪の、困惑しきった声が店内に響き渡った。




　　　　※




「もう……これっきりですからね!?」

　そして一○分後──

　ぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませながら、救急箱を閉じ、事務所から立ち去りつつ白雪がいった。

「塔子、家が大病院だからって。医療系の心得は、幾いくつか資格持ってて、あと、二、三回、命を救う為ため、野外でやむをえず執しつ刀とう行ったくらいで、基本的には無む免めん許きよなんですから！」

　バサッ、とコンビニの制服を肩かたにかけながら去っていく白雪は、なんか、ブラックジャックを髣ほう髴ふつとさせる格好良さだった。うん……てか、執刀、二、三回、やったことあるんだ……まじ何者なんだ、アイツは。

　ほんと、なんでコンビニでバイトしてるんだ……アイツ。

「う、うぅぅん……」

　そして、そんな、白雪が立ち去った直後。

　額に包帯を巻き、床ゆかに横よこ倒だおしになっていた勇者が、苦しげに目を覚ました。

「お客様！」

「おっ、ここは……!?」

　まだ意識がはっきりしない様子だが、身体からだを起こしながらいう勇者。

「う、うちの店の事務所です。あ、まだ、無理しないほうが。なんかすんごい出血されてたみたいですし……」

「ん？　あぁ、それなら、大丈夫だ。あと三秒もすりゃ……

　ほれっ」

　いいながら、いきなり包帯をとる勇者。

　すると。スッ──たった今まで、剣でも刺ささったようにつぶれた菱ひし型がた状に空いていたはずの出血痕あとが、まるで手品のようにそこから綺き麗れいさっぱりなくなっていた。

「消えた!?」

「ああ、勇者は自己治ち癒ゆ力高たけぇから。死なない限り、たいていの怪け我がは七分くれぇで完治するんだ。勿もち論ろん、前より強化された状態でな」

「どんだけ悪魔的強さなんですか……」

　なんだその少年漫画の主人公的特性。こんなヤツとリアルに戦わなくちゃいけないこの世界の魔王に同情するわ……！

「デイン！」

　その時だった。事務所の外で待っていた、魔道士ルシファーと、僧侶ルミナリエが中に入り、勇者に駆かけ寄った。

「おう、待たせたな」

「もう……心配させないでよ、ばか！」

「やれやれ。まったく。お前さんといると退たい屈くつせんわい」

　なんか大団円な感じで抱だき合う勇者、魔道士、僧侶──うぅ、残念だ……ここが……ここがコンビニの事務所じゃなけりゃ、もうちょい感動できただろうに……。

「しかし完敗だな……」

「ええ」

「まったくじゃ」

　三人は苦く笑しようしている。

「まさか、こうまでコテンパンにのされるとは……」

「ええ。貴方あなたは瀕ひん死し状態。私達はＭＰがゼロ」

「しかも敵は狩人の剣を持つ『運命の子』。これほどの敗北、一体、いつ以来じゃったか……」

　ん？

　え？

　なんだこの流れ、と思っていると、

「もう一度……やり直しだな。ここ……デモン・イレブンで」

　勇者デインは、まさかの結論を出した。ハァ!?

「ええ。これほどの激げき闘とうを体験できるなんて、ここは修練にぴったり」

「そうじゃのう。最低でも、二○……いや、三○時間は連続で立ち読みできるようにならんと。魔王になど勝てるはずがないわい」

　照れくさそうにいいあっている勇者パーティ。

　いや！

　いやいや！

　ここ、コンビニで、レベル上げスポットじゃないから！

「よろしくな、『運命の子』」

　ウインクしながら片手を差し出してくる勇者。

　オレは全力で叫さけんだ。

「だから運命の子じゃないですから！　オレただのコンビニ店員なんですって！」

　異世界コンビニ、デモン・イレブン。

　こんな個性豊かな異世界人が今後もいっぱい来るんなら。

　Ｓランクへの道はまだまだ遠そうである……！
















　　　シフトⅢ　嘆たん息そく魔ま王おうの到とう来らい







「くっ…………！」

「ぐぅ……！」

　勇者の立ち読み騒そう動どうが解決したその数日後。

　Ｓランクに向かって（前に進んでるかどうかはともかく）ひた走らなければならないデモン・イレブンは、また新たな騒動に巻き込まれた。

　夜一一時過ぎ。

　この世界は、どちらかというと昼型の人間が多い為、割と閑かん散さんとした店内。

　オレと店長代理は、店内に吹ふき荒あれる正しよう真しん正しよう銘めいの〝負のオーラ〟で、レジに立っていることすら困難な状態になっていた。

「透とおる……どうなってんだこれぇぇぇ！」

　ゴォォォォ！

　台風をやり過ごそうとするレポーターのように、レジカウンターの中にしゃがみこんでいる店長代理が、横で同じく丸まってる俺に必死に叫んできた。

「し、知りませんよ！　さっきから、突とつ然ぜん、店内に暴風雨が──

　ん!?」

　暴風雨の中、オレは、ふと気づく。

　閑散としていて、客がいないと思っていた店内に──

　一人、客が立っている？

「店長代理！　誰だれかいます！」

「何ぃ!?」

　およそコンビニ店内でかわされてるとは思えない会話をかわすオレ達。

「どこだよ!?」

「あ、あそこです！　ほら……米飯とか惣そう菜ざいコーナーのところ！　くっ、何か……風の中心みたいな場所に、赤い髪かみの女の人が……！」

　手で風を遮さえぎりながら、目をこらすオレ。

　すると──今度は、さっきよりよく見えた。

　風ではためく背中に羽織ってるマントには、赤い文字で〝魔王ベアトリーチェココニ有リ〟とかなんとか書いてある……！

「魔王です！　店長代理、魔王さんがご来店されているらしいです！」

「何ぃぃ!?　勇者の次は魔王かよ!?　てことは、このわけわからん暴風雨は魔王のせいか!?」

「わ、わかりません……ちょっと見てきます！」

　これもコンビニバイトの勤めだ。

　オレはカウンターを乗り越こえ、反対側に居る魔王に向かっていく。

「透！　気をつけろ！」

「わかってます！」

　風に向かって突つき進むオレ。

　すると。近づくにつれ。風のむこうから、なにやら、ブツブツ呟つぶやいている声が、聞こえた。

「いやー……今日の私の誕生日パーティ。まさか四天王全員欠席とは思わなかったなー」

　その女は、なにやら、そんなことをいっていた。

　何だ!?　何いってんだ!?

「まぁ……仕方ないよな。ベリアルはお母さん上京してくるらしいし。ギルガインもお母さん上京。レッセはお母さん上京。ロイズもお母さん上京……？　あれ？　なんか断りの理由、お母さん上京ばっかりだな。そんな偶ぐう然ぜんもあるもんなんだなー」

　ハァ。嘆たん息そくする魔王。

　するとその瞬しゆん間かん。ゴッ！　魔王を中心に、店内にひときわ強い黒く重い風が吹き荒れた。

　この風……魔王の溜ため息いきだったのか！

「店長代理！」

　オレは一回とって返し、店長代理に報告する。

「な、なんだ？　どうだ？」

「犯人あの人です。なんか、部下の四天王に自分の誕生日パーティ、バックレられて（しかも断りの理由、たぶん全員噓うそ）。その陰いん気きな溜息が、店内に充じゆう満まんしてるらしいです！」

　オレは、ちらりともう一度視線を魔王に向ける。

　すると、

「ん？　なんだ、ご飯があるのか。いいぞいいぞ。これで他のおかずが全すべて立ち上がってくる」

　今度は、向こうから、暗い笑え顔がおでブツブツいいながら棚たなを物色している声が聞こえた。

「ほう……うずらの卵か。シブいな。

　そうそう、これですよ！　コンビーフ！　となると何かデザートもほしいな。ふふ……ちょっとした夜中の定食コースだぞ」

「店長代理」

「なんだよ」

「お客様が。自分主しゆ催さいの誕生日パーティ、四天王全員に断られた結果。

　今度は、深夜のコンビニで、孤こ独どく……なグルメ、みたいなことしてなんとか気を紛まぎらわせようとしてます！」

「寂さびしすぎるだろう、魔王!?」

　店長代理が天を仰あおいだ。

「透！　なんとかしてこい！」

「オ、オレですか!?」

「当たり前だろ！　こんな暴風雨吹き荒れる店、客来ると思うか!?　変な噂うわさ流れて今後売り上げ下がりまくったらどうする!?」

「いや、そうじゃなくて、店長代理がいけば……」

「だから俺コンビニ店員じゃねぇっつってんだろ!?」

「まだそこ抵てい抗こうしますか！」

　ま、まぁ、本人がそういうなら仕方ない。人気声優のプライドがそうさせるのだろう。

　とりあえず。この問題はオレが解決してみよう。

　というわけで、オレの孤独な戦いが始まった。




（え～～と）

　作戦を練る。

　この風。原因は、魔王が落ち込んでることが原因なんだよな？

　じゃあ、あの人が、嬉うれしくなるようなことをすればいいってことだ……コンビニ店員に出来る範はん囲いで……！

（ん！）

　と、その時。ある一点で、オレの視線が定まった。

　視線の先、そこにあったのは、風にも健気けなげに耐たえている、から揚あげ貴族や、さといもコロッケなんかが入っている、ホットスナックの什じゆう器き──

（こ、これだ！）

　オレは気づき、そこに手を突つっ込こむと。

　そこから、から揚げ貴族（たこやき味）と、さといもコロッケを取り出し、そのまま風の中心──魔王に駆かけ寄った。

「お、お客様！」

　そして、オレは、風を抜ぬけ、落ち込んでいた魔王にお声掛がけする。

「ハァ…………。ん？　なんだお前は？　私は今、なんだかとても冴さえない気分なんだ」

　魔王が気づき、こっちを向いた。

「だから、お前が話す内容如何いかんによっては、この辺一帯ごと吹き飛ばしてしまうかもしれないけれど。

　それでも私に話しかけるか？」

　それに対し、魔王は、嘆息しながらいってくるのだった。

　ぐぅっ……!?　なんて会話ハードルの高いお客さんだ……！

　け、けど、この程度でビビってたら、コンビニ店員なんて勤つとまらない！

「は、はい……話しかけます！」

　後ろで、店長代理がさかんに話しかけるな！　と手でバッテンをつくってるのが見えたが、無視して俺は話しかけた。

「はぁ。あっそ。で……？　私に何の用だ」

　ゴォォォ。風を強めながらいう魔王。

「こ、これです」

　オレは、魔王に、さっき持ってきたホットスナックを差し出した。

「？　なんだこれは……？」

　ゴミを見るようにいってくる、魔王。うぅ……。やば、なんか、だんだんオレも中止したくなってきた。

「こ、これは……。賞味期限切れの商品です。ホットスナック、夜は、ある一定の時間過ぎたら、什器に入ってる商品全部廃はい棄きして、そのまま朝まで電源落としちゃうんです」

「だから何だよ……」

「だから……サービスです。

　お客さん、疲つかれてるみたいだし。よかったら、家で食べてくれませんか？」

　コンビニ店員として、基本的にはＮＧとされる行こう為いだけど、日本に居た時は、〝先せん輩ぱい〟なんかはけっこうやってたって聞いたことがある。

　なので、オレも、ドキドキしつつだが、魔王に対して行ってみる。

　が。

「……ヤダ」

　魔王からの返事は。なんか可愛かわいいといえないこともない、どこか、子供がすねたような返事だった。

　え、えぇ!?

「な、なんでです……？」

「だって…………」

　魔王は暗い表情になり。

「お前。

　どうせ。私が魔王だから。私に取り入りたくてそんなことしてるんだろ？」

　ゴウッ!!

　さっきまで以上の暴風溜息をつきながら、絶望したような表情で魔王はいう。

　え、えぇ!?　なんだその思考!?

　どんだけネガティブなんだ!?

　くっ……!?

「で？　どこが欲ほしい？　嘆なげきの山か？　血だまりの洞どう窟くつか？　それとも魔王の座？　まぁなんでもいいさ……。なんだったら魔王の座だってお前にくれてやったって……」

　そしてさらに魔王がネガティブなことをいうので、

「ち……違ちがいます！」

　さすがに腹がたって。オレはさっきのホットスナックを無理やり魔王に握にぎらせて、力のままに叫さけんだ。

「え…………」

　そこで、びっくりしたように固まる、魔王。

「違います！　オレ……ただ。お客さん元気になって欲しいんです！　領地も地位も何もいりません！　オレ、ただ、お客さんに笑って欲しかったんです！」

　お客さんにこんな叫ぶとかまず確実にマイナス行為なのはわかってるんだけど。

　オレは気づいたら、我が慢まんできずそんな気持ちをぶつけていた。

「そんなネガティブ思考でもいいことありませんよ……。ネガティブが、またネガティブな結果呼んで、その結果またネガティブになって、どんどん落ち込んでいくだけですって」

　なんか、どこまでもネガティブな魔王みて、ちょっとムキになってオレはいう。

　昔。九く条じようや勇ゆう気きとコンビニに行ってた時代。オレも、似たようなとこあったからかな……？

「だから……何もいりませんから……これ受け取ってください！　いらなかったら、捨ててもらってかまいませんから。取り入る気は本当にありません。魔王軍なんかオレに勤まるわけないですもん」

　感情任せに、猛もう然ぜんというオレ。

「………………」

　魔王は───そんなオレの言葉を、ホットスナックを握らされたまま、黙だまって聞いていたが、

「は……離はなせよ」

　そこで。ふと。なんか、ボソボソした声で、オレに向かっていってきた。

（あ……！）

　そこで、オレは我に返る。

　やべ……。魔王にホットスナック握らせる為ため。なんか若じやつ干かん手握ってる変態店員みたいになってる、オレ……！

「も、申し訳ございません……！」

　ホットスナックを魔王の手の中に残し、慌あわてて後ずさるオレ。

　しまった……！　問題解決しようとして。さらに問題大きくしてしまったか……!?　なんでオレってこうなんだ、バイトリーダーなのに、オレは、いつも……！

　と、頭を抱かかえるオレだったが、

「お、お前……いいヤツ、だな」

　すると……そんな、戦せん々せん恐きよう々きようとした時間の中でだった。

　事態が、ここから、さらにややこしくなる……！




　　　　※




「……え？」

　一いつ瞬しゆん、聞き取れなかった、オレ。

「い、今、なんと？」

「お前…………いいヤツだな。そういったんだ」

　俯うつむいたまま、表情は見えないが、なんか照れてるのが分かる気配でいってくる、魔王。

　あ……れ……？

　オレはなんか妙みような違い和わ感を覚える。

　そこで、オレは、ふと気づく。

（風が……止やんでる……!?）

「あ、あ、いやぁ……。そ、そうでもないですよ？」

　とりあえずオレは否定しとくが、

「お前……名は？」

　魔王は、おかまいなしに、聞いてきた。

「え？　あ、あぁ……も、申し遅おくれましたお客様。オレは……反はん馬ま透といいます」

「そ、そうか。トール・ハンマーか……高い攻こう撃げき力を感じさせる良い名だ……」

　ポッ。頰ほおを赤らめながらいってくる魔王。

　ト、トール・ハンマー！……!?　た、確かに、小学生くらいの時は、何回かそんな風に呼ばれた気もするけど。さすがに高校生になってからは初めてそんな風に呼ばれた！

「トールは……既き婚こん者か？」

　そして、魔王は、わけのわからないことを聞いてくる。うっ……!?

　なんだ、この流れ……？

「え？　い、いやぁ……残念ながら独身です。それが、何か？」

　必死で営業スマイル浮うかべつつ、聞くオレ。

「い、いや、別に。ただ、まぁ…………じゃあ、結婚したら。

　私は、ベアトリーチェ・ハンマーになるんだな」

　さらに頰を赤らめながらいう、魔王。

「いや…………お客様、おっしゃってる意味が……！」

　呆ぼう然ぜんと、オレ。

「意味？　もう、ばか……最後までいわせるなよ。キャッ」
















　魔王はグリグリ人差し指でオレの肩かたを押し、

「い、いや、キャッ、でなくて！」

「結婚しよう。トールハンマー」

　そして。

　何か照れながら、オレに、求婚してくるのだった。

　な…………

　何ぃぃぃぃぃ!?

「お、お客様！　店内でのご冗じよう談だんはおやめ下さい!?」

　オレは全力全開で叫んだ！

「冗談？　これが冗談をいっている顔に見えるか？　惚ほれた。完全に惚れたんだ、トール、お前に」

　魔ま王おうは、熱に浮かされたような顔でいい、

「お前みたいな奴やつは初めてだ……。土地も、名めい誉よも不要。魔王たる私に堂々と説教し、あまつさえ、このような素す晴ばらしいものを私に手て渡わたすとは……

　お前ほどのいい男、因果地平どこまでいっても決して見つかりはしまい！」

　カッ！　店外に雷かみなりをほとばしらせながらいう魔王。

「い、いえ、います。オレ、むしろ日本で最大公約数占しめるくらい存在する、一番ありきたりな高校生男子です！　ラノベの主人公かってくらい。

　だいたい……会ってまだ……一分くらいですよ!?」

　オレは全力抗こう議ぎするが、

「恋こいに時間は関係ない。お前はそれだけのことをしてしまった……フッ」

　照れながら、魔王。

「は、廃棄商品お渡わたししただけです！」

「ハハ。我ら魔族は、腐くさりかけを一番好むから、廃棄寸前を渡してくれたんだろ？　そんな優やさしいトールが私は昔から好きだ」

「昔から!?　完全に買い被かぶってるし、なんか設定が改かい竄ざんされ始めてる……!?」

　オレは絶句した。この魔王。死ぬほどネガティブだけど、思い込んだら一直線なタイプ!?　たぶん、一番、指揮官とか向いてないタイプ！

「安心しろ、トール。披ひ露ろう宴えんは魔王軍全魔族を投入し、盛せい大だいなものにするから」

　そして魔王は照れつつも、うっとりした顔でどんどん話を勝手に進めていく。

　そ、そんな馬ば鹿かな……！

　オレは、余りにもな急展開にめまいを起こす。

　やばい。深夜のコンビニって、確かに中々エキセントリックな人くるけど。

　この人はその中でも過去最高レベルにエキセントリックだ……！

「て、店長代理……！」

　とりあえず、オレは振ふり返って助けを求める。が。

「ワリ……透。俺、事務所的に、女性問題だけは口出すなっていわれてんだよ」

　店長代理はどこまでも非情だった。

「冷たすぎるでしょ!?」

「いや、だってよなんかまかり間違った形で週刊誌とかにリークされたらやべぇだろ？　まぁ、ちょっと待て。なんとか、事務所に連れん絡らくとって、口出ししていいかどうか確かく認にんしてみてやるから」

「間に合いませんよ！」

　オレは失意のうちに叫んだ。

　何だこれ……

　段々実感が沸わいてくる。

　オレ、結婚するのか……!?

　この世に生を享うけて一五年。彼女いない歴一五年。

　いきなり異世界で、コンビニ内にて魔王から逆プロポーズされ、結婚……！

　いやそりゃ勿もち論ろん……オレなんか、結婚したいっていってくれる人が居るだけ、ありがたがらなきゃいけない立場なのはわかってるんだけど。

　でももうちょっと、まともな恋れん愛あいしてみたかった……！

　告白するかどうか悩なやんだり。何回もラブレター書き直したり。それでようやく告白して恋成じよう就じゆさせたり……！

　けど、オレのそんなささやかな願いは、ここで潰ついえるらしい。くそう、こんなことなら、もっと早くちゃんと恋愛しとけばよかった……。

　が──その時だった。

「ハァ、ハァ、ハァ……！　や、やれやれ！　何やってんのよ、このクソ男子どもわ!?」

　店内奥から、ぜぇぜぇいいながらな、女の声。

「にゃはは！　なんか面おも白しろいことになってんなー透」

　そして、死ぬほど楽しそうな、そんな声。

「もしやと思ってきてみたら。まったく手がかかるわね！」

　現れたのは、既すでに勤務を終えているので、私服。黒いＴシャツにスパッツという、カジュアルな衣服に身を包んでいる女子、九条麻ま衣い。

　そして、その従い姉と妹こ。

　野の宮みや勇気だった。




　　　　※




「く、九条……それに……勇気もっ……!?　なんで？」

　まさかの登場人物達の登場に、思わずきょとんとなる、オレ。

「お前ら、今の時間はもう、〝部屋〟に居るはずじゃ……」

　部屋というのは、店の中に存在する、オレ達の居住空間。

　そういえば、今までいってなかったが。勤務時間以外。

　オレ達は、このコンビニに存在する、ちょっと不思議な、マンションの一室のような場所に住んでいる。

　だいたいの人は、想像つくと思うんだけど……

　コンビニには、店内奥に、事務所があったり簡単な更こう衣いスペースがあったり飲料等のストック場所がある。

　うちの場合。さらにその奥に、日本時代、ゴミ捨て場がある屋外へ繫つながってた扉とびらと、裏口に繫がっていた扉があったんだけど。

　異世界転移以降、どこでどう空間が捩ねじれたのか。何な故ぜか、その扉が、それぞれ見知らぬマンションの一室に繫がる扉になっていたのだ。

　で。最初こそ、ちょっと気味悪くて抵てい抗こうあったけど、背に腹代えられないし。

　オレ達はもう、そこに普ふ通つうに住んでいる。

　せっかく異世界来たのに、職場＝コンビニ、住まい＝マンションって、かつて、これほど異世界ファンタジーの醍だい醐ご味み味わってない異世界召しよう喚かんものあっただろうか……？

「いやー、さっき二人でちょっと飲み物買いにきたんだけどよ。そしたら二人のやり取り聞こえてさ。麻衣が大おお慌あわてで割って入ろうっていうんだよ」

　嬉うれしそうにいってきたのは、勇気だ。

「はぁぁぁ!?」

　その瞬しゆん間かん。

　いつも通り九条が鬼おにのような形相でそれを否定する。

「何いってんの!?　わ、私は店の評価の心配してただけよ！　店員とお客さんの不純異性交遊は確実に査定ダウンでしょ!?　勘かん違ちがいしないで！　私に慈じ悲ひの心はないっていってるでしょ!?」

　苛いら々いらした口調でいってくる九条。

　ま、まぁよくわかんないけど。

　それでも出てきてくれたことはありがたかった。

　オレはこのままじゃ絶体絶命だったし……。

「そうかなぁ？　あたしには、しっかり慌あわててるように見受けられたけどなぁ」

　のんきな口調で勇気はいっている。

「う、うっさい！　ばかユーキ！　あんたは昔から一言余計なのよ!?」

「な、なんだお前達は……!?」

　そんな、突とつ然ぜん出てきた女子二人に、魔王は、何か警けい戒かいするように聞いた。

「あのねぇ、私達は……」

「まぁまぁ」

　前に出ようとした九条を止めたのは、勇気。

「アタシに任せとけって。アタシ、昔から、こういう状じよう況きようには慣れてっからさ。透も見とけ？」

　そしてそういうと。

　勇気は、いつも通り、太陽のような笑え顔がおのまま、

「どうもっ」

　カルく魔王に挨あい拶さつ。

　そして。

「あんた、透のこと好きなの？」

　気楽な笑顔で、超ちよう単刀直入に魔王にそう聞いた。

　お、おおお、おい!?

「す、好きというか……ヨメだ」

　ポッと頰ほおを赤らめながらいってくる、魔王。

　いや、あの、オレまだそれ認めたつもりないんですけど!?

「そーかそーか。うんうん、まぁ、気持ちわかるぜ？　透は優しいしな。アタシも昔は、透のこと好きな時期もあったし」

　笑顔でさらりといってくる勇気。

「……………。

　え？」

　軽く放たれたまさかの発言に、オレ、九条は硬こう直ちよくする。

「けど、諦あきらめた。透には、心に秘ひめた相手がいたしな！」

　にっこり笑っていう、勇気。

　ん？

　へ？

　なんだこの流れ？

「それが、こいつ。幼少の頃ころより透と同一じつ団屋地根の下で暮らし、今なおその暮らしを継けい続ぞくしてる──九条麻衣だ」

　笑顔でいう勇気。

「「はあ!?」」

　オレ達は同時に叫さけんだ。

（ど、どど、どういうつもりよ、ユーキ！）

（そ、そうだよ。オレらにそんなバックストーリーあったっけ!?）

　二人して詰つめ寄るが、

（まぁまぁ）

　勇気は、そんなオレ達を軽くあしらい、

「つーわけで。魔ま王おうサン。残念ながら、今さらアンタの出る幕はなしなんだ。二人はもう、許婚いいなずけ同士みたいなもんなんだからサ！」

　笑顔でいってのける野宮。

（（あ、あぁ～～……））

　そこまで聞いて。オレと九条は、ようやく、事情を飲み込んだ。

　これ、あれか。

　要するに。ラブコメまんがとかによくある。

　実際はそんなことないけど、オレと九条が恋愛関係？　的なものにあるという設定にして、この場から魔王を退散させようってヤツか？

（な、なんだ、そういうこと……？　じゃあ、ユーキ、あんたが昔透のこと好きだったっていうのも……）

　どことなくホッとしたようにいう、九条。

（にゃはは！　そんなんウソにきまってんじゃねーか！　アタシが好きなのは透のツッコミのセンスだけさ！）

　会心の笑みと共にいってくる、野宮。いや、わかってたけど……！　そうはっきりウソって断言されると、それはそれでなんか悲しい！　しかもオレ、ツッコミのセンスなんかないんですけど……。

（で？　どーなんだよ？　その設定でいけそーか？）

　目で聞いてくる勇気。

（フ、フ、フザけんじゃないわよ……！　何で私が反馬なんかと!?）

　が、九条は即そく座ざにそう吐はき捨てる。

　ま、まぁ、やっぱそうだよな。

（にゃは。じゃあ……魔王と透は結けつ婚こんしていいってことだなー？）

　が。勇気が気楽にいうと、

（はぁ!?　も、もう……今回だけなんだからね!?）

　次の瞬間。

　九条は意外にあっさり協力を申し出てくれた。

　あれー!?　やってくれんの!?　女ってほんとよくわからない！

（し……仕方ないわね。このままただでさえ少ない店員が減るのも困るし。

　あぁ、もう、ほんと世話やけるわ……。このクソバイトリーダーは！）

　フン、と九条。

　よ、よくわからん……よくわからんけどありがたい……！

　というわけで、最終ミッション。

　オレと九条は、魔王に〝偽いつわり〟の恋愛関係を説明した……！







「そ…………そうか…………」

　話を聞いた魔王は、ガックリ肩かたを落とす。

「残念だ。さっき、マイが、いきなり私の前でペットボトルをトールに投げつけた時は、何事かと思ったが……そうか。透は、こういう女子がよかったのか……」

　ハァァ。溜ため息いきをつきながらいう、魔王。

　ちなみに、その〝ペットボトルを投げつける〟というくだりは。

　いざ、魔王に話そうとなって、オレが、九条と〝付き合ってる〟といった時、突然九条からペットボトルが飛んできて、顔面に突つき刺ささった、そういう話である。

　こいつ……協力するといっておきながら、全然協力的じゃないじゃないか!?

　ペットボトルが突き刺さった額をさすりながら、オレ。

　まぁでも。おかげで、一応、なんとか、魔王に結婚を思いとどまらせることはできたようだった。

「まぁ、それはそうだろうな……。私なんか、将来、未み来らい永えい劫ごう、彼氏なんて出来るわけがないよな……」

　そして。事態は終息したものの。

　ハァァ。重い溜息をつく魔王。

　またネガティブなこといってる……。

「…………。そんなことないと思うけどね？」

　が、九条が、その魔王を見ながら、いった。

「にゃは。そうだな」

　さらに、勇気も頷うなずいた。

「そのガッツと、一いち途ずさと、生き真ま面じ目めさがあれば、きっと将来、すんごい大物がかかると思うぜー？　それに。恋れん愛あいだけじゃなく。部下にも案外、慕したわれたりするんじゃねーのー？」

　笑顔でいう、勇気。なんだ？　女子陣じん、この魔王の変なベクトルでのパワフルさ、意外に評価してるのか……？

「まさか」

　しかし、魔王は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「いわなかったか？　今日、私は誕生日だったんだぞ？　なのに部下にパーティをスッポカされて。そんな私のどこに、慕われてる要素が……」

　床ゆかを見つめながら、半笑いでいおうとする、魔王。

　しかし──そんな時だった。

　ピンポーン。

　入店音と共に。

「いやー、しかし、今日は魔王様に悪いことしちゃったなー」

　そんなことを爽さわやかに談だん笑しようする、四人の異世界人達が店内に入ってきた──。




「あ……？」

「い、いらっしゃいませー？」

　慌てて反応するオレ達。

　あれ？

　しかし、オレ達は、そこで気づく。

　今、この人達。〝魔王〟とかいってなかったか？

「お……お前たち……!?」

　その時。

　魔王が、予想外の声をあげた。ん？　何だ何だ？

「ベリアル？　ギルガイン？　レッセに……ロイズも!?　お前達、今日はお母さんが上京してきたんじゃないのか!?」

　入り口の方を見ながら、困こん惑わく気味に叫ぶ魔王。

（は、はぁっ!?）

　オレ達は声なき声で叫んだ。

　ベリアル、ギルガイン、レッセ、ロイズ!?

　ってことは……こいつらが……例の四天王!?

　コイツら……パーティ拒きよ否ひしたクセに、こんなとこで何やってんだ!?

「あ!?　ま、魔王様!?」

　そして、この遭そう遇ぐうは、その連中にとっても予想外だったらしい。四人の中で先頭に立っていた、やわらかい金きん髪ぱつの、天使のような愛らしい外見の少年が、魔王の姿を見てちょっと困惑したように叫んだ。

　そして、いう。

「あちゃー、バレちゃったか……」

「だからいったのだ。正々堂々事情をちゃんとお話しすべきだと」

　そこで、顔はサーベルタイガーのようで、身体からだは頑がん健けんな鎧よろいに覆おおわれた大男が、嘆たん息そくまじりにいった。

「そうはいってもさー、ベリアルだって強くは反対しなかったじゃーん」

「むっ……それはまぁ、レッセ、お主がそのほうが魔王様の喜ぶ顔が見られるなどというから……」

　ベリアルと呼ばれた、武人のようなたたずまいの男は口ごもるように言い負かされている。

「ど、どういうことだ？」

　困惑気味にいってるのは、魔王。

「私が喜ぶ顔？　お前達、一体何をしているのだ？　お母様たちは……？」

「魔王様」

　そこで折り目正しく説明を始めたのは、片目にモノクルを装着し、銀ぎん髪ぱつをオールバックにしたいかにも礼れい儀ぎ正しそうな男性だった。

「私めのほうから説明を」

「ギルガイン……」

「まずは本日のお食事会。急きゆう遽きよ欠席してしまい申し訳ございません。落ち度は完全に我々にあります。腹を切れというなら全員喜んで切る所存であります」

「……い、いや、まぁそれは良い。それより続きを……」

「ありがたき幸せ。実は、本日欠席させて頂いたのは、ひとかたならぬ理由がありまして……」

「全部勇者達のせいなんだよ!?」

　憤ふん慨がいしつつ口を挟はさんだのは、レッセと呼ばれていた美少年だ。

「レッセ……どういうことだ？」

「デイン。ルシファー。ルミナリエ。あの憎にくき国民の槍やりども……！　アイツらが最近ますます調子上げて、うちの砦とりでを次々制圧してるらしいから。それの対処に最近追われてたんだ。忌いま々いましい化ばけ物ものどもめ……どこにいて、どんな奴やつらか知らないけど。今度見つけたら今度こそ絶対やっつけてやる！」

　憤慨しつついうレッセ。

「「「「…………………」」」」

　その一言に、オレ達はなんとなく全員沈ちん黙もくした。

　その三人って。たぶん、あの立ち読みしてた三人のことだよな……!?

　実は昨日も立ち読みしに店来てたんだけど。そのことはたぶん、告げないほうがいいんだろうなぁ……。

「おかげで、昨日、魔ま王おう様の誕生日プレゼント取りにいけなくてさぁ」

　つまらなそうに口をとがらせつついう、レッセ。

「え……？　私の……誕生日プレゼント？」

　驚おどろいたように、魔王。

「それで、まぁ、今日業務終しゆう了りよう後、お食事会を中止して取りにいかなければならなくなりまして……。申し訳ございません。勿もち論ろん、この後、すぐ魔王様のお部屋に行って、お渡わたしするつもりだったのですが。そこで使うパーティグッズやジュース・菓か子し類などを調達に、ここへよったところ、魔王様にお会いしてしまいまして……」

「そ……そうだったのか!?」

（な、なんだそりゃ……）

　オレ達は、顔を見合わせた。

　魔王ベアトリーチェ。

　オレ達がでしゃばるまでもなく。案外、ちゃんと、部下に認められてるじゃん……？

「お、お前達、そうだったのか……」

　まさかの展開に、魔王は、もはや、泣きそうである。

「とはいえ──。魔王様のお誘さそいを蹴けったとなると、それはもうほとんど軍規違い反はんも同然。魔王様は宜よろしいとおっしゃられましたが、我々は、どんなお[image: しか]しかりも、どんな懲ちよう罰ばつも受ける覚かく悟ごでございます。どうぞ処分を」

　いうなり、その場に跪ひざまずき、首を差し出すように首を少し伸のばすギルガイン。

　スッ──

　そして次の瞬しゆん間かん、見み惚とれるようなスムーズさで、残りの三人、レッセ、ベリアル、そしてたぶん、こいつがロイズなんだろう、何かクールそうな風ふう貌ぼうの女魔族も、その場に跪いた。

「「「「どうぞ処分を！」」」」

　そして声を揃そろえてそう嘆たん願がんする。

「フ……フフ……いいだろう」

　そんな四天王に、魔王は、泣き笑いのような表情でいう。

「お前達は馬ば鹿かだ。大馬鹿野や郎ろう達だ。そんな大馬鹿野郎達に処分を……下す。

　一生──私の四天王で居てくれ」

「「「「ま……魔王様ァァァァァ！」」」」

　号ごう泣きゆうしながら魔王に抱だきつく四天王。

「……………………」

　その光景に、オレ達は、なんか脱だつ力りよくした。

　なんだ……ただの、ちょっとした行き違ちがいだったんかい！

「にゃはっ。ま、よかったんじゃねーの？　全員ハッピーエンドってことで」

　笑え顔がおでいう、勇気。

　ま、まぁ、そうだな。

　たまにはこういう感じもいい……のか？

　と、いうわけで。

　今回の事件は、異世界に来てから初めて、なんとなくほっこりした空気で幕を閉じたのであった……。




　……と、思ったのだが。




　　　　※




「くっ…………！」

「ぐぅ……！」

　夜一一時過ぎ。

　店内に吹ふきあれる、前回とは比べ物にならないくらいの〝負のオーラの風〟に歯を食いしばるオレと店長代理。

「透……何でこうなってる!?」

「し、知りません！」

「昨日と展開一いつ緒しよじゃねーか！」

「そ、そうですね」

「聞いて来い」

「またですか!?」

　次々客が逃にげていく店内。オレは、渋しぶ々しぶ、風の発信源……〝魔王〟に向かって台風レポーターの歩みそのものの姿勢で必死に近づいていく。

「お、お客様……！」

　オレは、魔王に声をかける。

「ん？　あぁ……なんだ、トールか」

　そんなオレに、沈しずんだ声で魔王。

「ど、どうしたんですか!?　昨日はあんなにゴキゲンだったのに！」

「いや、それがな……」

　ボソリと、魔王。

「昨日、あいつらから貰もらったプレゼント。このネックレスだったんだけど」

　魔王は、じゃら、と、小さい髑どく髏ろがいっぱいついたネックレスみたいなのを見せてくる。

「私、これ、もう持ってるんだよ……。一昨日おととい、自分への誕生日プレゼントとして、自分で買ったんだ。アイツらのプレゼント……ダブッちゃったなぁ。あぁ不幸だ」

「い、いや……知りませんよ！　別にいいじゃないですか！　贈おくり物なんですから、素す直なおに喜んどきましょう！」

　オレはプレゼントを貰う側としてのモラルを説くが、

「あぁ……不幸だ」

　ゴッ！　店内に暴風雨巻き起こす魔王。

　おいおい！　この程度のショックでこんな状態になっちゃうの、この魔王!?　ただのわがままじゃないか！

　ていうか、何で二日連続で店に来てクダまいてるんだ、この人……!?

　まさか今後、不幸だと思うことあった時、いちいちうちの店来てクダまく気なんじゃないだろうな!?

「お客様、そろそろ夜も遅おそいですよ？　城にお戻もどりになったほうが……」

「いや……悪いが……しばらく、ここにいさせてくれ。ここで溜ため息いきつくのが一番気持ちが落ち着くんだ」

　嘆たん息そく混じりに魔王。

「か、勘かん弁べんしてください！　それ海とか温泉とかでやってくださいよ!?」

「それはそうとトール……廃はい棄き商品はまだか？」

「もう出ません！　完全に味しめてますよねアナタ!?」

　虚むなしく響ひびくオレの抗こう議ぎ。

　嘆息魔王ベアトリーチェ。

　こうして、また、うちの店に、厄やつ介かいな常連客が誕生する……！
















　　　シフトⅣ　異世界面接の四人







「あれ？」

　オレがそれに気づいたのは、午前一○時。

　朝のピークも無事乗り越こえ、一息入れようかとか思ってた瞬間だった。

「え？　え？　え？」

　目をこする。二度も三度も。

　しかし──今、目の前にある光景は何も変わらない。

　オレの視線の先。そこには──

　とっくにピークも過ぎてるのに。長く長く。遥はるか地平線の先まで続いてんじゃないかってくらい、店の前に行列つくって並ぶ──

　人間、魔族、亜人に精せい霊れい──異世界人達の姿があった。

「え？　え？　なんだコレ!?」

　なんだこの状じよう況きよう!?　こんなハンパな時間に、客!?　けど、それにしてはおかしい。

　客なら、店はとっくに開いてるんだからさっさと店に入ってくればいいのに……店の前の客は、律りち儀ぎに突つっ立たったまま。何かを待っているように、その場で並んでいるのだ。

「これは一体……!?」

　嫌いやな予感でいっぱいになっていると、

「あれ？　透とおる、お前んなとこで何やってんだ？」

　横から、不思議そうに声をかけられた。

　声をかけてきたのは店長代理。

「あ、店長代理……実は、」

「や、悪わりィ。話後にしてくれ。そろそろ準備しねぇといけねぇし。てかお前も急げよ!?」

　慌あわただしく店長代理。

　その言葉に、オレはますます不安になる。

「準備？　準備って……何スか!?」

　必死に詰つめ寄って聞くと、

「は？　あれ!?　もしかして俺、いってなかったっけ!?」

　店長代理はビックリしたようにいった。

「なんすか!?　何をいってなかったんですか!?」

　嫌な予感はとっくに確信レベルまで高まっている。

「面接」

　そして店長代理はいうのだった。

「今度、バイト増やすから。そこで入れるバイト選ぶ為ために、今から、面接やるんだよ。

　いつまでも人手不足でコキ使われたくはねぇからな……！」

　店長代理はいい、

「で。お前も、店側の代表の一人として、面接官の一人だから。準備しとけ」

「は、はい!?」

　かつてない腹の底からのはい!?　を叫さけぶ。

　面接官!?　アルバイトで、一五歳で、社会人経験無しで、一応現役高校生のオレが……!?

「む、無理です！」

「だーいじょうぶだいじょうぶ。オレ、事務所の社長が所属志望の声優の面接やってんの見たことあるけど。他人の人生左右するだけのけっこう簡単なお仕事だったぜ？」

「それぜんぜん簡単じゃないでしょう!?」

　むしろめちゃめちゃ重いって！　責任！

「まぁでも、もう募ぼ集しゆうの張り紙に、第一期デモン・イレブン面接大賞（前期）審しん査さ員、オレ、九く条じよう麻ま衣い、反はん馬ま透、and more……って名前書いちまったからなぁ」

　困ったように頭をかきながら店長代理。

　何してくれてるんだこの店長代理!?

　何、富ふ士じ見みファンタジア大賞とかの審査員みたいにオレの名前バイト募集のチラシに書いてるんだよ!?

「つーわけで、とっとと準備しとけよ。あと、透、お前ちっとはマシな服着て来いよ？　バイトとはいえ、今日は一応、面接官として同席すんだから」

　あー忙いそがし忙し、とかいいながら、事務所のほうへ消えていく店長代理。背後では、クックック……とか、何故か不敵な笑みを浮うかべながら面接を待つ異世界人達が大挙して並んでいる。

（マジかよ……！）

　というわけで。

　もはやコンビニバイトの領域軽く超こえてる……

　オレの人生初、コンビニバイトの面接官挑ちよう戦せん、という謎なぞの戦いが始まった……！




　　　　※




（マジかよ……!?）

　驚おどろきはどこまでも続く。

　いよいよ規定の時刻を迎むかえ、面接室に入ったオレだったが。

　いきなり、ありえない光景が広がっていたのだ。

「透……」

「反馬……」

「透先せん輩ぱい……」

　呆あきれたようにいってるのは、隣となりに座る店長代理、九条、白しら雪ゆき。

　その三人の格好を見て、オレは叫ばずにはいられなかった。

「〝ちっとはマシ〟な服ってそういうこと!?」

　叫ぶオレの視線の先。そこにいたのは、黒くゴツゴツした肩かた当あてがつき、胸むな元もとにライオンの顔の意い匠しようが施ほどこされている分厚い鎧よろいを纏まとった店長代理。

　白い鎧と白いローブがあわさったような、どっかで見たことあるような気もする服を纏った九条。

　三角帽ぼう子しをかぶり、赤いつけ鼻をつけ、顔中に白いドーランを塗ぬりたくったピエロのような格好をしている白雪。

「おーまーえーなー……」

　しかし、驚くオレに、店長代理が心底疲つかれ果てたように眉み間けんを押おさえながらいうのだった。

「何ジャケットとか着てんだよ！

　ここ日本じゃねーんだぞ？　ファンタジー世界だぞ!?

　常識で考えろや。

　こっちの世界のマシな格好っつったら、普ふ通つうこうだろ!?」

「普通、そうですかね!?」

　オレは全力で抗あらがう。

　何コレ!?

　オレが間ま違ちがってんの!?

「あーもう最悪、反馬……こっちが恥はずかしいわ。ＴＰＯわきまえてよ!?」

　九条は吐はき捨てるが、

「いや、オレのジャッケットのＴＰＯ力、白雪に劣おとってんの!?」

「あーあ。塔とう子こ、透先輩の、そういう空気読めないとこ大キライ。これくらい、ケンブリッジじゃ当たり前ですよ？」

　蔑さげすむようにいっているのは、天才少女、白雪。and moreの正体ってこいつだったんかい……。

「い、いや、ケンブリッジの卒業パーティとかならありえるかもだけど、ピエロの格好はどこででもフォーマルじゃないだろ……!?」

（なんなんだコレ……!?）

　オレは絶望した。

　これ、今から面接やるんだよな……!?

　何でこんな格好で自信満々に座れるんだ、この三人……。

（しかも、もっとありえないのは……！）

　この三人が想定外のことをするのはまぁある意味想定内。

　想定のさらに上をいってしまっているのは……

「不幸だ……私は、不幸だ……」

　長机を挟はさんだ向こう側、四つ並んだパイプ椅い子すに座り、

　ゴッ！　面接室に嘆息暴風を及およぼしている、魔王。

「バカヤロウが……本気にさせやがって。〝竜の怒りドラゴン・エクスプロージヨン〟！」

　髪かみを逆立てながら、何な故ぜか悲しそうな目つきでこっちを見み据すえる勇者。

「やれやれ……齢よわい八○にして挑戦者か。心躍おどるの」

　ニヤリ、と獰どう猛もうな笑えみを浮かべている、片目が刀傷で閉じたままになっている、タンクトップ一枚の明らかにただものではなさそうな老人。誰だれ!?

「国内で謀む反ほん!?　民たみが重税で苦しんでおる!?　捨て置け！　それどころではないじゃろう！　わしは今、バイトの面接中なんじゃ!?」

　後ろに居る兵らしき人物に叫んでいるのは、見事なガウンに煌きらびやかな王おう冠かんを身に纏った、どっかの由ゆい緒しよ正しいバックボーンを持つであろうどっかの王。

「なんなんだこのメンツは……!?」

　オレは、四人に、必死に訴うつたえかける。

「ダメでしょ!?　勇者や魔王や王様が（特に王様）、本業ほっぽりだしてコンビニバイトの面接来ちゃ、絶対ダメでしょ!?」

　オレのファンタジーへの無む垢くな憧あこがれを壊こわさないでくれ！

「それはどうかな？」

　そんなオレの叫びに答えたのは、〝勇者デイン〟だった。えぇ……!?

「オレ達の、コンビニバイトへの想おもいが、生半可じゃないってこと。ここに居る資格が十分あるってこと。今からお前にみせてやんよ」

　ニヤリ、笑っていう勇者。

　フッフッフ……

　クックック……

　他の三人も不敵に笑う。

　それに呼応するように闘とう志しを高めていく店長代理、九条、白雪。

「上等だ」

「ほんと。あんた達みたいなヤツら、心のどっかで待ってた」

「ちょうど退たい屈くつしてたトコです。手ごたえ無かったら承知しませんよ？」

　ニヤリと三人は笑う。

　……なんなんだよお前らのその武ぶ闘とう派はのノリも!?

　面接だよな!?　これから始まるの面接なんだよな!?

「ではこれより、第一期デモン・イレブン面接大賞（前期）、第一グループの面接を始める！」

　なんかの格かく闘とう大会の審しん判ぱんみたいな声で告げる店長代理。

「「「「応ッ！」」」」

　応じる面接者達。

　えぇぇぇ……？

　というわけで、不安でいっぱいの異世界人達のコンビニ面接が始まった、らしい。




「では、まず、名前と職業を教えてくださいです。そちらの方から」

　面接が始まる。

　仕切りだしたのは、予想外中の予想外の人物、白雪だった……いやお前が仕切るんかい。最年少で、かなり特とく殊しゆな性格してるし、絶対適性ないと思うんだけど。

「は、はい」

　そして始まる、面接。

　指名され立ち上がったのは、正面で一番右に座っていた、赤い髪に黒いドレスの女……魔王だった。

「し、失礼します。死の大地から来ました、ま、まお、ま、ま……」

　アガリ過ぎてるのか、あたふた自己紹しよう介かいを嚙かみまくる魔王。

「落ち着けって。誰だか知らねぇけど。怖こわいのはみんな一いつ緒しよだ。合格目指して、一緒にがんばろうや」

　その魔王を、隣に居た勇者が励はげましているが、いや、なんだこの図……!?　勇者がコンビニ面接中に魔ま王おう励はげましてるって、もう、何重の意味でおかしいんだよコレ……

「え!?　そ、そうか？　あ、ありがと。

　お前、名は？」

　ポッ。顔を赤らめながら、勇者に聞く、魔王。

「名？　デインだ。勇者デイン」

「ユーシャ・デイン……ステキな名だ。トールより、ステキな名だ……」

　ぼそぼそ小さく呟つぶやく、魔王。

　……惚ほれた？

　気を取り直して、

「ま、魔王です。魔王ベアトリーチェ。年ねん齢れいは五四二。バイト経験は……すいません。ありません」

　歯は嚙がみしながら、魔王。

　……うん、そらそーだろうね。魔王なのにバイト経験あったらそれはそれで問題あるもんね。魔王は続けた。

「あまりにも不幸な自分の境きよう遇ぐうを変えたくて、応おう募ぼしました。私の居場所はきっとあそこにはない……！」

　そしてそんなことをいいだす魔王。またか……。

　その不幸って思ってる原因、たいしたことない理由なんだろうな……？

「正直……こんな大変な仕事できるか、不安でいっぱいです。今までは……六六六万の部下、一いつ匹ぴき一匹の体調管理したり、全員ちゃんと食べてけるように経営の舵かじ取とりしたり。あと、できるだけ働きやすい職場にしたくて、福利厚生充じゆう実じつさせたり、出産で一度退職した雌めす種族もできるだけ復帰しやすい制度導入したり……それくらいの、小規模な仕事しか出来ていなかったので……」

　自分を責めるような口調で魔王はいうが……ハッキリいうけど、それ、コンビニバイトやるより何百倍も大きな規模の仕事だよね!?　むしろオレ、そんな魔王軍ならそっちで働きたいわ……！

「たいしたもんだな、マオ・ベアトリーチェさんとやら。仕事内容はよくわかんねぇけど……あんたはマジリスペクトに値あたいするぜ」

　隣で、勇者も鼻の下をこすりながら、へへっ、とか笑いながら褒ほめている。いや……誰だよ、マオ・ベアトリーチェって！　気づけよ！　あんたが褒めてるの、一応、宿敵のはずの魔王なんだよ！

「だから、雇やとってくれなんていえません。自分で自分が至らないことは自覚しているので。

　でも……だからこそ。だからこそ、変わりたいんです！　私は、もっと、大きな世界をのぞいてみたい!!」

　目を輝かがやかせながら魔王！

「こんな私でよければ……どんな条件でも良いです。私に新しい世界を教えてください。どうか……よろしくお願いします！」

　魔王は思いっきり頭を下げてフィニッシュする。

「ありがとうございました」

　その自己ＰＲに、納なつ得とくしたようにいったのは、白雪。

　そして次の瞬しゆん間かん、白雪は、店長代理、九条、オレに顔を近づけ、

（どうですか？）

　なんか淡たん々たんと、意見を求めてくる。

（……いいんじゃねぇか？　なんか真ま面じ目めそうだし）

（そうね。まぁ、無断欠勤とかしそうにはないタイプかもね）

　と、店長代理、九条。

（オ、オレは反対かな……）

　オレはやんわり拒きよ絶ぜつする。

　頭が固いっていわれるかもしれないけど。やっぱ魔王は、コンビニ店員じゃなく魔王専業で生きていくべきでしょう!?　ていうか、生きてて欲しい。

「ん……じゃあ、ま、今回はこういう感じです？」

　そういうと白雪は、手元にあった紙に、なにやら書き込んでいく。

　そこにはこう書かれていた。




　魔王【ベアトリーチェ】評価。

　疾しつ風ぷうの白雪………【８】

　紅茶女じよ帝てい九条……【６】

　店長代理…………【７】

　ちょっと反馬……【４】


計【２５】






「あ……こ、こういう、クロスレビュー的な感じで面接していくんだ……!?」

　知らなかった！　バイトの面接って、こういう、ゲーム雑誌的な方式で合否決めてるんだ!?　わざわざ一人一人にもそれっぽい渾名あだなつけて！

「え？　ハーバードではこれデフォルトでしたけど？」

　しれっといってくる白雪。お前、ハーバードにも行ってたの!?　よくわかんないんだけど、どんだけのスピードで生きればそんなこと可能なの……!?

「ま、ちょっと及きゆう第だい点てん以下ってトコですかね……ま、今後次し第だいですけど。

　それでは、次の方」

　そして白雪は、謎なぞの面接仕切り力を発揮して、面接をサクサク進めていった。

「負けねぇ……オレは絶対負けねぇ！」

　次に立ったのは、魔王の隣となりに居た、髪を逆立てた男。

（いや……正直、勇者もあんましコンビニで働いて欲しくないんだけど……）

　オレの願いも虚むなしく、

「デイン。勇者。二四歳。今までの勤務経験は……武道家、戦士、魔法使い、踊おどり子、あと盗とう賊ぞくも一時期やってたぜ？」

　自信満々に、自分の職歴を披ひ露ろうしてくる勇者。

　うん、職歴は職歴でも、それ、コンビニの面接の時にいう職歴じゃないよね!?　どっちかっていうと職業ジヨブって呼んだほうがしっくりくる系の職歴じゃ……。

「一時期──？」

　その時だった。

　面接席から鋭するどい声が飛んだ。

　いったのは、白雪。

「え？」

「一時期っていうのはどれくらいですかぁ？」

　氷より冷たい目で問う白雪。

「一年。一ヶ月。半年。一〇日。どれも一時期と呼んでも差し支つかえない期間だと思いますが？」

「め、面めん目ぼくねぇ……半年……いや、正確には、五ヶ月と二○日ぐらい……」

「二〇日。五ヶ月と二〇日、ですね？　五ヶ月と二一日、などではないですね？」

「う、あ、ああ。ま、間ま違ちがいねぇ」

「わかりましたぁ」

　そういうと、手元のメモに素す早ばやく何か書き記す白雪。

「いや……あのさ……」

　オレは、なんとなく、隣の九条に聞いた。

「そこ……そんな重要か!?」

　何、今のくだり!?

　盗賊やってた期間が、一年だろうと半年だろうと、ましてや、五ヶ月と二〇日だろうと二一日だろうと、コンビニ面接でそんな関係なくないか!?

「まぁ面接っていうのは、ありとあらゆるところから、その人の人となり見み出いださなきゃいけないしね。塔子なりのアプローチなんじゃん？　あいつ天才だし、その辺、細かいとこも気になるんでしょ？」

　ツンとした態度で、そっけなく九条はいうが、う、うぅむ、そういうもんなのか!?

「では志望の動機を」

「お、おう……」

　勇者は姿勢を正し、

「実はな。この前、ちょっとした戦いがあって。仲間の一人のジーサンが死んじまってな」

　辛しん気き臭くさい顔でいう、勇者……

　って……

　ええええええ!?

　死んだ!?

　あまりの衝しよう撃げき的な告白に、オレ達はどよめく。

　しかも、仲間の一人のジーサンって。

　あの店長代理に《状態異常絶対霧散呪文オールキヤンセル》かけてくれた、あの人だよな!?

「くだらん話さ」

　勇者は自じ嘲ちよう気味の笑みを浮うかべる。

「この店で立ち読みしてる最中、ＭＰ使い尽つくして。外に一歩出たらＭＰ０。ＨＰも一ケタ。おかげで普ふ段だんなら秒殺の雑ざ魚こ敵に、あっさり、殺されちまうんだからな……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで勇者は語るが……

　いやいやいや。

　また、力使い果たすくらいこの店で立ち読みしてたの、この人達!?　全然学習してない！　まじでくだらん話だな、おい!?

「ま、いちおう、蘇そ生せい魔ま法ほうで蘇よみがえったんだが。なんだか、自分が、ひどく情けなくてな。

　ま、その辺含ふくめてな。今、自分に何が足りないのか、明確にわかったんだ。オレに必要なのは冒ぼう険けんや修しゆ行ぎようじゃねぇ。オレに今必要なのは……仲間を死においやった、この店。【デモン・イレブン】でバイトして、このコンビニに慣れることなんだってな」

　決然と、勇者。

　………いや、この人に必要なの、やっぱり、冒険や修行だと思うんだけど。ウチの店に慣れてどうすんの？　まさか、この先も立ち読みする前提で、それ見み越こしたバイト志望なんじゃないだろうな……。

「ま、そんなわけだ。煮にるなり焼くなり……あんたの好きにしてくれや」

　ガッ、と頭を下げる勇者。

「ありがとうございましたー」

　淡々と、白雪。

　そして再び白雪はオレ達に聞いてくる。

（……どうですか？）

（んー、正直、魔王よりは響ひびかなかったなー）

（私も。志望動機としちゃ、弱いよね）

（い、いや、そりゃそうだけど。さっきの魔王も似たようなもんじゃなかったか!?）

　うってかわってあまりに低評価な勇者に、若じやつ干かん同情しながらオレ。

「ん……じゃあ、ま、この人はこういう感じですかねぇ」

　そういうと白雪は、手元にあった紙に、書き込んでいく。

　そこにはこう書かれていた。







　勇者【デイン】評価。

　疾風の白雪………【１】

　紅茶女帝九条……【２】

　店長代理…………【１】

　ちょっと反馬……【７】


計【１１】






「低っ!?」

　オレは愕がく然ぜんとなった。ちょ、待ってくれ！　これ、ゲームだったら、歴史に残るくらいの低評価だぞ!?　あと、オレのセンス圧あつ倒とう的てきに疑われる！

（ここまで魔王と違うか!?）

　同情しつつオレはいつの間にか面接官リーダーみたいになってる白雪に聞いた。

（評価の分かれ目は一つ。盗賊をやっていた期間ですねぇ）

　白雪はいう。

（自分が盗賊をやっていた期間を正確に答えられなかった。それくらい、一日単位で記き憶おくしてないとコンビニ業務には向いていないじゃないですかぁ）

（普ふ通つう……覚えてないと思うけど……）

　たとえば、ゲームやってて、あの日からあの日まで、主人公のジョブ盗賊だった……とか、覚えてられるかなぁ……。

　まぁ、でも、良いや……オレ、どっちかっていうと、勇者には冒険者に専念してて欲しいし。

「っしゃ！　受かったら一いつ緒しよにがんばろうぜ!?　ハハ！」

　とかいいながら、魔王に声かけてる勇者の姿はあまりに痛ましいけれど。

「ありがとうございました。では、次の方」

「ふむ……」

　そして立ち上がったのは──なにやら獰どう猛もうな顔つきになってる、タンクトップ一枚の隻せき眼がんの老人。この人もなんかタダモノじゃなさそうなんだよな……!?

「アルヴェルトと名乗っておる。職業は、そうじゃな……まぁ、先生のようなものじゃな。

　のうデイン」

「お、お師さん……！　勘かん弁べんしてくれよ」

　ちょっとビビッたような声でいう勇者。

　ん？

　お師さん？

「お師さんって？」

　九条が聞くと、

「ま、まぁ。つまり。オレの先生ってわけだよ」

　なんかバツ悪そうに勇者はいうが……

　えぇぇぇぇ!?

「「「「勇者の師し匠しよう!?」」」」

　オレ達全員目を見開いた。

　やっぱり、この人も普通じゃなかった！

「まぁ、とはいえ、昔少し指導した程度で。実力ではとっくに追い抜ぬかれておる。わしがしたことは、かつて、七回世界を救ったことくらいじゃ」

　ホッホ、と笑う師匠。

　くらいじゃ、って、それ、完全に誰だれにでも出来ることじゃねぇ！

「気ぃつけろよ。怒おこったらオレでも止められるかわからねえくらいの力の持ち主だからな」

　忠告してくる勇者。

　いや、そんな人相手にどう面接しろと……!?

「じゃ、じゃあ、あの……動機などを」

　白雪が、若干ビビリながら、促うながす。

「なぁに、簡単な話じゃ。世界を救い、武を極きわめ、人生でやりたいことはほぼやり終えた。そんな中、彗すい星せいのようにめぐり合ったんじゃ。

　未いまだかって挑ちよう戦せんしたことのなかった武芸──〝コンビニてんいん〟という奴やつにな」

　ニヤリと笑いながらいう師匠。

　うん……挑戦したことなかったの当たり前だよね、この店こっち来てまだ一ヶ月も経たってないし……！　あと、すいません、一応コンビニ店員は武芸じゃないんですけど……？

「どれだけ自分を追い込めるか。どれだけ極められるか。基本的には、指の筋肉を鍛きたえ、一ひと月つき後には客がレジに商品を置いた次の瞬しゆん間かんには、レジが打ち終わっている程度には、レジ打ちを極めるつもりじゃ。品出しも任せろ。商品巡めぐって争ってる不届き者は、悉ことごとく、屠ほふる」

　自信満々にいう師匠。

「屠っちゃダメです！」

　オレは慌あわててストップをかける。

　気持ちわかるしオレもそうしたい時あるけど！　コンビニ店員は、お客さん屠っちゃダメ！

「あとは、まぁ、少し、人を探しておってな。それも動機じゃな」

　さらに師匠は、朗ほがらかな笑え顔がおで続ける。

「ひ、人、ですか？」

「ああ。〝黒い剣けん〟を使う男を見たら、すぐ教えてくれぃ。あやつとは古い因いん縁ねんがあってな。

　ま、そういう意味でも……ここは人が集まるし、働きたいんじゃよ」

　ニィ……。傷になっている左目を押おさえながら、獰猛に笑う老師。

　……ダメだ。確実にこれ、店に客としてその人きたら、左目の借り返そうとしてる復ふく讐しゆう者だ。コンビニ店員向いてない。

（ダメだろこの人だけは……）

　勇者、魔王以上に採用すべきじゃない。

　あまりの危険物件に、オレは呆ぼう然ぜんとしていたが、

（なかなかいいですね）

　聞こえたのは。

　白雪の、感心したような声だった。

　……え？

（どうです？）

（いや、これはな）

（うん。ま、もう、これで決まりって感じね）

　そしてそれに頷うなずいている九条と店長代理。

（いや……大だい丈じよう夫ぶ、お前ら!?　なんか、めちゃめちゃ食い付いてるけど。まさか評価高くなってないだろうな!?）

「……じゃあ、ま、この人はこういう感じで」

　オレの忠告をよそに、白雪は、手元にあった紙に、書き込んでいく。

　そこにはこう書かれていた。




　師匠【アルヴェルト】評価。

　疾しつ風ぷうの白雪………【９】

　紅茶女じよ帝てい九条……【１０】

　店長代理…………【１０】

　ちょっと反馬……【１０】


計【３９】（プラチナバイトに認にん定てい！）






「嫌いやな予感的中！」

　オレは頭を抱かかえた。

　高い……！　高すぎる！　勇者の軽く三倍以上！　しかも何の特典があるのか、プラチナバイトとやらに認定されてやがる！　あと、オレ10点満点つけてるってどういうこと!?　オレの意見、これ、ほんとに反映されてるんだよね!?

（だって、邪じや魔まな客ホフッてくれんだぜ？　透。お前、一回でもそういうことしたことあるか？）

（あるわけないですけど!?　したらクビですよね店長代理!?）

（マサチューセッツでもこんな人みたことないです）

（そらそーだろうね！　いないでしょうね、こんな人！）

（復讐者、か……。キャラ的にも、今、うちの店にいないタイプだしね）

　九条もいう。

（そらおらんだろーよ！　八○歳超こえた、勇者の師匠でかつ復讐者！　日本のコンビニにはおらんわな！）

「明日からよろしくお願いしますね、アルヴェルトさん」

　とかいってる間にも、ニコリと笑ってお師さんにいう、白雪。

　って、おい！　明日からって！　完全合格が既定路線になってる人にいうヤツじゃないか！

（マジかよオイ……!?）

　オレは、頭を抱える。

　いや、これ、まだ大勢並んでる中の、三人目だけど。もう、ほとんど、このジイさんで合格決まりじゃないか!?

（よりによってジイさんかよ……）

　軽い絶望を覚える。

　いや、うん。

　別に何かを期待してたわけじゃないんだけど。

　せめて、可愛かわいい女の子とかさ！　格好良いエルフとかさ！　そういう人に入ってもらいたかったかもしれない。って、つまり、オレ、何かを期待してたのか？

（まぁ、でも、仕方ないか……）

　オレは無理やり自分を納なつ得とくさせる。

　39点（プラチナバイト認定）なんて超ちよう高得点、残りのグループ全員やっても、もう出ないだろうし。奇き跡せきなんか信じても仕方ない。

　受け入れるんだ、現実を……

　このご老体が、明日から、オレ達の同どう僚りようだってことを……。

　とか、全然未練たらしいことをブツブツ一人呟つぶやいていた時だった。

「お父様ッッ！」

　突とつ如じよ、そんな叫さけび声が響ひびいたかと思うと、

　バンッ！

　唐とう突とつに、事務所の扉とびらが開かれた。




　　　　※




（な、なんだ……!?）

　事態が飲み込めない中、事務所に、どこか清すが々すがしい花の香かおりが漂ただよう。

「今すぐ……今すぐ国へお戻もどり下さい！」

　その香りと共に入ってきたのは、一部が帷子かたびら状になっている軽騎き士し用の鎧よろいを身に纏まとった、そこらの男よりよっぽど短く金細工のように美しい金きん髪ぱつを刈かっている──驚おどろくほどの美び貌ぼうを持つ少女だった。

　お、おお!?

「ジュリエッタ!?」

　それを見て、慌てて立ち上がったのは、この部屋にいながらにして、未だ面接を受けていない唯ゆい一いつの人間──どこぞの、王。

「何事だ!?　いかに我が最愛の娘むすめにして、女だてらに我が蒼そう天てん騎士団の騎士団長を務めるお前といえど、ここには来るなと念押ししておいたはずだが!?」

　キツイ表情で、責めるように王。あ、あの人、娘さんなのね……。

「お父様……いえ、騎士団長として、我が親愛なる王にお伝え申し上げます！　どうぞ……どうぞ今すぐ国へお戻り下さい！」

　バッ！　跪ひざまずきながら、切実に訴うつたえかける、少女、ジュリエッタさん。

　そういや、さっきも、なんかそんなこといってたっけ？

　それなりに興味をもって見守っていると、

「今、世界最大の大国である我が国は、最近突とつ如じよ結けつ託たくしたウェストニアとインダストリアの攻こう撃げきにさらされ、さらに、内部分ぶん裂れつ、民たみの反乱、魔ま族ぞくの大量発生、食料の不足……建国以来最大の危機を迎むかえています！

　こんな時に。

　一分で国内三つのお家いえ騒そう動どうを鎮しずめ。

　二分で魔物六○○匹を屠り。

　三分で国内の騎士の士気を一○○○倍に高めたという伝説を持つ〝英えい雄ゆう王〟、リチャード・ウルフェイン三世は何をやっておられるのですか!?」

　全力で訴えかける少女。って、えぇ……!?　世界最大の大国の英雄王!?　なんか他の三人に比べてモブキャラっぽさ全開だったけど……そんな偉い人じんだったのか、この人!?

「あなたさえいれば、一いつ騎き当とう千せん。いや、武力・知力・人脈力、すべて兼かね備える一騎当三千のあなたさえ戻れば、いまからでもすぐ国は盛り返せます！　ですので何なに卒とぞ！　何卒我が国にお戻り下さい！」

　必死に叫ぶジュリエッタ。

「笑しよう止し……！」

　が。それを、王は、歪ゆがんだ笑顔で退けた。えぇ……!?

「なんだそんな用か……。

　国？　民？　くだらん。

　ワシは知ってしまったのだよ！　本当の力とは何かを！　本当の神とは何かを。

　一日中開いているという狂きよう気きじみた明るさの店内。

　人間を堕だ落らくさせる悪魔の誘さそい水としか思えん、馬ば鹿かげた品しな揃ぞろえのよさ。

　頭が馬鹿になるのがわかっていても読むのが止められんキラ星の如ごとく面おも白しろい雑誌の数々。

　コンビニこそが、全てを超ちよう越えつする力！

　だからワシはこの店へ入り込み、必ずやこの店のノウハウを手にして、この世界……そう、国などという小さな枠わくではなく、世界そのものを手中に収めてみせる！」

　禍まが々まがしく叫ぶ、王様。

　うん。この人をモブキャラ扱あつかいしてたオレに見る目なかったね。こんなファンキーな王だったんか、この人……。

「どうだジュリエッタ？　お前も我が野望に手をかさんか？　働き次第では、世界の半分をくれてやらんこともないぞ？」

「そんな……お父様……お父様は変わってしまった……」

　ガクリッ。涙なみだにくれ、その場に膝ひざを折ってしまうジュリエッタ。そんなジュリエッタを見て、王は獣けもののように笑う。

「しょせん下げ賤せんの子は下賤……マリアンヌの連れ子と思い今日まで大事に育ててきたが、私の崇すう高こうなる思想にはついてこれんか。リオンといい、どいつもこいつも……。まぁ良い。所しよ詮せんはお前はここまでが限界の女。私が世界を支配さえすれば、お前の考えも変わろう」

　そして、邪じや神しんそのものの笑みを浮うかべながら、王は、振ふり返る。

　白雪、店長代理、九条、オレの方へ。

「さぁ面接官どもよ！　私に告げよ！　大いなる福音を！　〝英雄王〟リチャード・ウルフェイン三世を……このコンビニで働かせると！　ウワハハハハハハ！」

　世界を手中にしたかのように爆ばく笑しようする英雄王。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　その視線を受け、白雪、店長代理、九条、オレは顔を見合わせた。

「……これ、あれですねぇ」

「うん」

「だよなぁ」

「普ふ通つうにそーだろ」

　なんとなく、かつてないほど速く意見をまとめたオレ達、白雪は、いつも通りサラサラとメモにペンを走らせ。

　そしてなんとなくそれを受け取ったオレが、王にメモを手て渡わたす。

「ウワハハハハハハ！　なんだこれは!?」

「今回の面接における貴方あなたのポイントです。普通はお見せしないんですけど今回特別にお渡わたしします」

「おお！　どれ、私直じき々じきに閲えつ覧らんしてやろう！」

　歪んだ笑みを浮かべたまま、そのメモに目を落とす王。

　そこには……こう書かれていた。




　英雄王【リチャード】評価。

　疾しつ風ぷうの白雪………【０】

　紅茶女帝九条……【０】

　店長代理…………【０】

　ちょっと反馬……【０】


計【０】






「不合格です」

「えぇっ!?」

　王は泣きそうな顔で叫んだ。

「えっ!?　不合……えっ!?　何で!?」

「い、いや。だって、普通にコミュニケーション能力、めちゃ低そうじゃないですか」

　理由を説明するオレ。

　あの流れで、あんだけ〝合格を告げよ！〟とか豪ごう語ごした結果、面接落選とか自殺モンの恥はずかしさだろうし気の毒だけど……うーんでも仕方ないよなぁ。

　だって普通に考えて、こんな人と一いつ緒しよに仕事したくないだろ、どう考えても。

「うん。つかさ。面接官にタメ口、どころか命令形とか。あんた世の中ナメてんの？」

　九条が容よう赦しやなく普通にタメ口で一刀両断した。

「あとさ……面接来るんだから。ヒゲくらい剃そってこいや？　何そのピンと伸のばしたヒゲ。うち、基本、ヒゲとピアス禁止だぜ？」

　親身な口調で、世界最大の大国の王にいってあげる店長代理。

「というわけで今回は落選です。お引き取りください」

　冷れい徹てつに突つき放す白雪。

「そ、そんな……」

　愕がく然ぜんと崩くずれ落ちる王。

「お、お父様、気を取り直してください！　まだ国が……私達、民がいるではありませんか！」

　そんな王に、優しく寄り添そうジュリエッタ。

「う、うむ……し、しかしワシはこのコンビニでどうしても……」

　それでも尚なお、王は未練らしきものを口にしていたが、

「しゃあねーなー」

　その時だった。

　思わぬ人物が声をあげる。

「だったらよぅ。一回、国戻って。国平定して。あんた自身も心入れ替かえて。その後もっかい面接やったらいいじゃねぇか」

　いったのは、勇者デイン。

「も、もう一度……面接？」
















　困こん惑わくしたような、でも、何か、救いを見み出いだしたような、そんな表情で、王。

「ああ。あんたも簡単には諦あきらめらんねぇだろ？　かといって、確かに、あんたそんな状じよう況きようでここで働くってのも無理な話さ。

　だったらさ、用事終わらせて、綺き麗れいになったカラダでもっかい来る……それ以外、落とし所ねぇだろ」

　そんな勇者の発言に、魔王も、そして師し匠しようもこくこく頷うなずいていた。

「し、しかしワシは、今どうしてもこのコンビニで……」

「わかってる。だから、手伝ってやるっつってんだ。今日、ここに居る、面接に来た全員。全員でお前の国の建て直しに協力してやる。そうすりゃ早く終わるだろうし、抜ぬけ駆がけもでねぇ。その条件なら、お前も我が慢まんできんだろ？」

　肩かたをすくめ、淡たん々たんという勇者デイン。

「ば、馬鹿な……」

　その申し出に王は目を丸くした。

「なんだそれは。そんなことをして。お前らに何の得が……」

「馬鹿野や郎ろう。納得いかねぇんだよ、こんな形でお前に勝っても」

　デインは吐はき捨て、

「お前は確かに間ま違ちがってる。人としては。だが、そのコンビニに向ける情熱……その一点だけは、たいしたもんだ。正直、俺、お前ほどの決意でコンビニバイトに応おう募ぼしてなかったかもしれん」

「ふむ。一理あるのう」

「わ、私もそうかも……」

　納得した表情でいう師匠と、魔王。

「だからよぅ。リターンマッチといこうや」

　勇者は笑顔でいった。

「何年後か。何十年後かわかんねぇ。もう一生できないかもしれねぇ。けど、その時までにゃ、オレもちゃんと気持ち入れなおしとくからよ。その時。改めて。勝負といこうや。

　今日面接に来た数百人の中で……いいや、この世界の住人で、誰だれが、一番、このコンビニで働きたいと思っているのか。

　改めて──第一期デモン・イレブン面接大賞（後期）、開かい催さいといこうや」

　手を差し出し、申し出る勇者。

「い、いいのか？　お前達も……本当に、それで良いのか？」

　王は、周囲を見み渡わたす。すると、師匠や、魔王、そして、後に並んでいた五○○人くらいの異世界の住人達もうんうんとうなずいているのが見えた。

「やれやれ……齢よわい八○にして挑ちよう戦せん者か。心躍おどるの」

「力を貸そう。魔王軍。その、圧あつ倒とう的な魔の力をな」

「有あり難がとう……有難う、そなたたち！」

　ガッ！　力強く勇者の手を握にぎり返す、王。

「よぅし、行くか……ものども、出しゆつ撃げきだぁ！」

「おおおお！」

　ドドドドド！　轟ごう音おんと共に事務所から走り出すバイト面接者達。

　それを見ながら……オレ達は、いい加減我に返っていた。

「えーと……え？　何？　これ。結局、あの王様の国平定されるまで。オレ達バイト募ぼ集しゆうしちゃダメってこと!?」

　変な奴やつ入ってくんのも困るけど。

　人増やせないの、それはそれで困るだろ!?

「て、ていうか、あの勇者、何勝手に仕切ってくれてんのよ!?　面接の有う無む決めんのはあんたじゃないでしょ!?」

「な、何でこんなことに……塔子のデータに狂くるいはなかったはずなのに！　うわーん！」

　そしてあっさりテンパりながら白雪がいっている。

「ていうか……あれ？」

　オレは、そこで、ふと気づく。

「店長代理は？」

「あ！」

　そこで、九条が啞あ然ぜんと叫さけぶ。

「あれ！」

　青ざめた顔で指差す九条。

　そこには──

「ちょ、待てこら！　オレはコンビニ店員でもねぇし、ましてやお前らパーティの一員でも……声優！　スター声優の真ま壁かべ──」

　力強く出しゆつ陣じんしていく英えい雄ゆう軍の中から抜け出せず、押し流されるようにコンビニから去っていってしまう店長代理の姿。

「店長代理ぃぃぃぃ!?」

　オレ達が叫ぶのも空むなしく、店長代理が事務所の向こうへ消えていく。

「え？　何これ？」

「面接した結果……従業員、一人減った？」

　啞然と立ち尽つくす三人。




　異世界に唯ゆい一いつあるコンビニ〝デモン・イレブン〟。

　そこでは今日も異世界ならではの、不可思議な事件が起こっている。

　店長代理が長旅を終えて戻もどって来たのは、それから二週間後だったという……。
















　　　シフトⅤ　新商品開発の二人







「あぐぐ……」

　午前七時五三分。

　朝のピーク直前。

　さぁ今日も出勤だ、と店に来たオレは驚おどろいた。

　今日、オレと同じ八時～出勤のはずの女子、九く条じようが、何な故ぜか既すでに事務所に姿を現しており──

　しかも、なにやら、机で頭を抱かかえてウンウン唸うなっているのだ。

「お、お前……何やってんの？」

　少ない荷物が入っただけの、通学用だったドラムバッグを机に置きながら、オレは九条に聞く。

「あ。反はん馬ま」

　痛てて、と知ち恵え熱ねつでも出てるのか、額を押おさえながら九条。

「これよこれ」

　いいながら九条は、一枚のプリントされた用紙をオレに見せてきた。

　そこには──

【商品開発部より】

　という文字、そして、その下に、細かい字で色々何か書かれている。

「昨日の夜ＡＭから連れん絡らくあってさ。商品部の新商品コンペに出す用に、異世界ならではの新商品考えろっていわれてるんだけど」

「はぁっ!?」

　オレは思わず声をあげた。

「異世界ならではの新商品!?」

「う、うるさいわね。大声でリピートしないでよ、疲つかれてんだから!?」

　嫌けん悪お感かん全開でいってくる九条。

「あ、ご、ごめん。けど、どういうこと!?　オレ達、ただ異世界に飛ばされた高校生コンビニバイトだぞ？　新商品なんか思いつけるセンスと技術あるか？」

「そーなのよ。とりあえず、〝異世界ならでは〟ってことで、色んな常連から、色々異世界の食材取り寄せてはみたんだけど、全然うまくいかなくてさ」

　チラッ。

　そこで、九条が、こっちに視線を向けてきた。

「え？　な、何？」

「あんた、確か、ゲームとか好きだったわよね？　いせかいファンタジーとか。そういう、いせかいならでは、なこと」

「え？　あぁ、まぁ……確かに、今いるメンバーの中じゃ、一番、異世界ロープレとかやってる方だけど……」

　そこまでオレが答えると、九条は、ガッ！

　オレの腕うでを強ごう引いんに引っ張り、オレをパイプ椅い子すに無理やり座らせた。

「えぇ!?」

「手伝え！　これ、私、ＡＭに、明日あしたの朝までに送るって確約しちゃったのよ！　今日、勤務終了後、もっかいメニュー考えるから。あんたもソレ手伝って！」

「は!?」

「それ出来たら、店の評価もけっこう上がるっていうし！　だったらやるしかないでしょ!?」

「マジで……!?」

　一いつ瞬しゆん、疑うオレ。

　あのＡＭが、そう簡単にそんなことで店の評価あげてくれるかな……!?　なんか適当なこといって、オレ達騙だまそうってんじゃ……！

　と思ったが、

「さぁ、やるわよね!?」

　オレが手伝うことを信じてやまない九条の眼まな差ざしを見てると、どうも断れそうにはなかった。

　うぅ……仕方ない。

「わ、わかった。やりましょう」

「オッケ。そうこなくっちゃ。見せてやるのよ！　うちの店が、いかに本部にとっても有益かってことを……！　じゃ、シフト終わった後、ここにまた集合ね！」

　こうしてオレの長い夜が……いやこういう場合、短い夜か。

　短すぎる夜が、始まった……。




　　　　※




「で？　その、こっち世界の人が用意してくれた〝異世界ならでは〟なご当地食材って、どんなのがあるんだよ？」

　時刻は二三時半。シフトはとっくに終わってたんだけど、バタバタしてたらもうこんな時間になってしまった……。

　まあでもやるしかない。さしあたり、その辺からオレは聞く。

「ま、たとえば、こういうのね」

　いいながら九条は、自分の脇わきにあったダンボールから、ゴソ……金ののべ棒のようなものを取り出した。

「？　何コレ」

「オリハルコン、だって」

「あー、オリハルコンね、オリハルコ……」

　オレは絶句した。

「オリハルコン!?　これぇ!?」

「え？　う、うん。これを渡わたした人からのメモだと、そういう風な名前みたいだけど……何よ、有名なの？」

「有名だろ!?　ていうか食材じゃないだろ!?」

　いや、知らないよ！

　オレのファンタジー知識とか、所しよ詮せんゲームで得たものばっかだし。

　この異世界でのオリハルコンは、日本でいう……うぅんなんだろ、パルミジャーノ・レッジャーノみたいな立ち位置、＆、希少価値くらいしかない可能性もあるけど……

「メモには……

〝金五トンと一〇〇年の歳月と引き換かえに僅わずか五キロしか作られない世界最希少の金属。別名、神の金属とも呼ばれ、主に伝説の武器の作製などに使われる〟

　って書いてあるわね」

「やっぱ食材じゃないし超ちよう希少品だった！」

　オレは腰こしを抜ぬかす。

　オリハルコンだった！　このオリハルコン、オレの知ってるオリハルコンとほぼ同じオリハルコンだった。

「で、使い方よくわかんないから……とりあえず、おろしがね使って、粉チーズみたいに粉状にして、カルボナーラに振ふりかけてみたわ」

　ゴトッ。

　いいながら、唐とう突とつに、湯気立つ、なんかキラキラしたものがかかってるカルボナーラを見せてくる九条。

「え……えぇぇぇ」

　オレは悲鳴を上げた。

「えぇ!?　カルボナーラにかけたのか!?　オリハルコン!?」

　なんてことしやがる！　この女！　ファンタジー冒ぼう瀆とくしてるにもほどがある……！

「何よ。問題ある？　ま、形としちゃ、一番チーズに近いし。ちょうど、オリハルコン製？　のおろしがねも入ってたし。妥だ当とうでしょうが」

「妥当じゃないでしょうが……!?」

　オレはいきなり気を失いかけている。

　とはいえ、せっかく作ってくれたんだ。

　とりあえず、オレは試食してみる。

　ズルル……と一いつ気き呵か成せいに口の中にオリハルコン・カルボを啜すするオレ。

　そこに広がった味は……

「カ、カルボナーラだ……」

　オリハルコンをかける前とかける後。風味、味、何一つ一いつ切さい変化のない……食べなれたカルボナーラの味がそこにあった。

「そーなのよ。味も匂においもまったく変わらない。無む味み無む臭しゆう。だから、まぁ、かける意味ないのよ」

「だったらこんな無む駄だ使づかいするなよ!?」

　オレは断固抗こう議ぎした。

　ちょっとでも異世界に明るい人間ならみな思うだろう。オリハルコンは、もっと大切に！

「ぼ、没。このメニュー、没な。ていうかオリハルコン全ぜん般ぱん、やめよう」

　いろんな意味でダメな部分多すぎる。オレは没を宣言した。ていうか、冷静に考えたら、これコストハンパじゃないカルボナーラになるよな……一つ何Ｇするんだ？

「ほ、ほか、他ないの？」

　オリハルコンから目線を逸そらすためにも。オレは聞く。

「他？　そうね。まぁ、この食材も、試ためしてはみたんだけど」

　いいながら、ジャララ、と九条が机にバラまいたのは……無数の、なんだろ。ピスタチオとかに似た、皮のついた豆。いろんな色や、形がある。

「こ、これは……？」

「さぁ？　正式名めい称しようないんだって。ただ、

〝一ひと粒つぶ食べれば、力や、すばやさや、運のよさが向上する種〟なんだって」

「お、おお！　これ、いわゆる……ドーピング系アイテムか……！」

　ゲームなんかにはよくある、そのアイテムを使うと、主人公達のパラメーターが上がって、しかもそのパラメーターは、一時的ではなく、そのまま永続的に上がったままになる……まぁまぁの貴重品。

「まぁ、貴重品は貴重品だろうけど、さっきよりはマシだな……ゲーム的な感覚では」

　オレはいう。コスト面では、オリハルコンよりは、こっちのほうがまだ安くあがりそうだ。

「あ、そうなの？　じゃあ、これ、一応アリってこと？」

　いいながら、再びオレに料理を差し出してくる九条。そこにあったのは、豆をすりつぶしてつくったらしい、豆の冷製ポタージュスープだった。

「え、えぇ!?　そういう〝種〟で豆のスープ作ったん!?」

　いちいち、驚おどろく。

　こいつ、ほんと、普ふ通つうのゲームとかやってる奴やつには想像もつかないようなメニュー考案するな……！

「まあ、でも、では、失礼して」

　せっかく作ってくれたんだ。やはり食べざるをえまい。

　オレは、一口飲んでみる。そこに広がっていたのは、

「お、おお……!?」

　カッ！

　オレは目を見開いた。

　冷えた豆特有の甘みに、少し多めに入った塩のしょっぱさ。ちょっとオリエンタルで濃のう厚こうな味がするんだけど、それを乳製品のマイルドさがうまく中和していて、その、なんだ……

　このポタージュ、普通に美う味まい！

「う、美味いじゃん……！」

「当たり前でしょバカ。私がつくったんだから。味はいいに決まってる。ただ、このスープ、ちょっと問題もあるのよ」

　嘆たん息そくまじりに、悔くやしそうにいう九条。

「問題？」

「うん、このスープ、実は、さっき店長代理にも試食させてみたのよ。けど、食べてしばらくしたら、苦しみだして、こんななっちゃったんだよね」

　いいながら、スマホを取り出し、ある一枚の写真をオレに見せてくれる九条。そこに写っていたのは──

　緑色の筋肉ムキムキで、服を破って突つっ立たっている、アメコミ映画のキャラクターみたいな体格の男……。顔に僅かに店長代理の面おも影かげがある……！

「おぃぃ!!」

　オレは絶句した。

「店長代理、ガンマ線喰くらったヒーローみたいになってるじゃないか！　え、何!?　オレもこうなんの!?」

「なんないわよ、落ち着きなさいバカ。全部飲んだらこうなるみたいで、少量なら大だい丈じよう夫ぶみたい。私も味見で飲んでるし。

　まぁ、このポタージュ、相当の数の豆使うし。一人前、一○○粒くらいかな？　一気に摂せつ取しゆしたら、あんまよくないってことね」

「ひゃ……」

　オレは絶句する。

　確かに、一気に摂取したら、絶対やばいことになりそうだな……！

　ていうか、店長代理、悲ひ惨さんすぎる……。

「一応、この豆、加工したら、効果が永久に続くんじゃなく、一時的なものになるみたいだから。店長代理ももとには戻もどったけど。これ、新商品に使うのは、あんまりみたいね」

「うん！　わかってるなら出さないでくれ!?」

　オレは全力抗議！

　これ売ってるコンビニが日本にあったら。薬物法とか倫りん理り的な問題とかで、即そく書類送検とかされそう……。

「バカ、一応広く意見聞きたいでしょ。で？　どう？」

「これ、没！　このメニューとこの食材、没で！」

「うーん、異世界っぽい新商品メニュー。難しいわねぇ」

　悔しそうにいう、九条。

　なるほど、確かに。こりゃ、思った以上に難航しそうだわ……。




　　　　※




「あ、あとは？」

　こんなグダグダしているうちに、時計の針が午前二時を回っていた。

「あとは……、一応、スイーツもいいかなって思って。草もちとか作ってみたけど」

　いいながら、ドサッ。オレの目の前に、今度は葉にくるまれた緑色の餅もち……草もちを出す九条。

「き、急に純和風……」

　てか、こいつ、何気に料理何でもつくれるな。

「で、では、いただきます」

　オレは、試食してみる。

　なんかだんだん毒見してるみたいな気分になってきたな。

　食べてみると……うん！　うまい！

　かなりクオリティの高い草もちだった。

　中のあんこや皮のやわらかさもさることながら、この、巻かれていた葉っぱによる香かおりがとてつもなく、良い。なんか、嗅かいでるだけで元気になりそうな……。

「これ、なんの葉っぱ使って作った餅なの？」

　なんかだいたい予想つく気もするけど、もん、もん、ともちをかみ締しめながら聞く、オレ。

「えーと。世界樹の葉っぱだって」

「ほらな……！」

　もう驚かなかった。こいつのファンタジー世界の貴重品に対する冒瀆にはもう慣れた。

「メモによると、

〝死者に食べさせれば、魂たましいを繫つなぎとめることが出来る葉。

　但ただし、生者が食べても何の意味もない食べ物。

　世界樹の頂上に、年五枚しか生えない〟だって」

「やっぱもったいなさ過ぎる!?」

　クールに流そうかと思ったがムリだった。

　てか、そもそも、年五個しか作れない草もち、どうやってコンビニで新商品化するんだ!?

　今試食したり、九条も味見したりして、もう既すでに今年の分二枚は使っちゃってるんだぞ……!?

「あ、あのさぁ……」

　オレは、みかねて、提案した。

「〝異世界ならでは〟の方向性、ちょっと変えるってのはどう？」

「方向性かえる？」

　不ふ審しんに聞き返してくる九条。

「う、うん。つまりさ──こういうこと」

　いいながら、オレは、手元にあったルーズリーフに、ちょっと弁当の設計図的なものを書いた。

　そこに書かれた設計図は……我ながらよく描かけている。

「つまりさ」

　オレは、その設計図を見せながら、九条にいった。

「〝異世界ならでは〟って。別に異世界食材使わなくても。

　異世界を喚かん起きさせられる商品だったら、なんでも良いんじゃない？　たとえばこれみたいな……」

　オレは、弁当箱の中に三重丸を書き、一番外周の円が、森をイメージした、ブロッコリー等でつくられたゾーン、その中の円を、土の地面をイメージしたケチャップライス、そして最も中心の円に、聖せい剣けんエクスカリバーをイメージした骨付きチキンが突き立っている弁当の図を九条に見せる。

「『これを抜ぬけば君も勇者？　聖剣エクスカリバー弁当』。

　こういうのなら、普ふ段だんどこにでもある食材で、異世界ならではの弁当考えた、ともいえるじゃん」

「む、むぅ……!?」

　イメージイラストをみた九条は、ちょっとビビッたように後ずさりながら、いう。

「あとは……これとか」

　オレは、もう一つ、ルーズリーフに書いたものを見せた。

　そこにあったのは──まるまると太った皮付きの肉、その中心を犬が嚙んで遊ぶような骨が貫かん通つうしている、いわば〝まんが肉〟。

「むむむむ……！」

　九条が、目を見開く。

「『冒ぼう険けん者が、森の中でキャンプしながら、食べそうな肉』。これなら、チキンでも焼けば、日本でもぎりぎり再現できそうじゃん？

　あとは……」

　オレはルーズリーフに、もう一つ、思いついたものを書いてみた。

　ランチプレートの上に、小ぶりのビアジョッキ、固くてまずそうなパンに、切きれ端はしばっかりの野菜を煮にただけのスープのようなものがのったセットを書く。

「冒険者たるもの、常に金に困りながら、酒場でこういうまずい飯を食ってマスターに文句いわないとな。名づけて『冒険者の酒場ランチ』。

　勿もち論ろん、実際の商品では、まずそうに見えるだけで、パンなんかはけっこう質の良いものを使う」

「や、やるじゃないバカ反馬……！」

　ルーズリーフを鷲わしづかみにし、もはや震ふるえる九条。

「け、けど……！」

　九条は、いいながら、チラッと横方向に目をやる。

　そこにあったのは……

　さっきから、異世界食材を取り出してきていた、ダンボール。

「ん？」

　オレは、そこで、ピンと来る。

「もしかして……まだ異世界食材、諦あきらめてないの？」

「……………………」

　九条は一いつ瞬しゆん黙だまった後、

「だ、だって。今までのはダメだったけどさ。もしかしたら。まだこの中にとてつもない大ホームラン食材があるかもしれないでしょ？」

「えぇ……!?」

　オレは、ちょっと理解できずに、いう。

「う、うん。いや、まぁ、そうかもしれないけど。若じやつ干かん、リスク大きくない？」

　オレは時計を見る。時間は、もう、三時を過ぎようとしている。

「締切、朝までなんだよな？　今いった奴やつの完成度上げて、コンペ用に整えていったほうが無難だと思うけど……」

「……………………。でもさ。コンビニってさ」

　九条は、ぽつり、という。

「コンビニってさ。まぁ、なんていうか……普ふ通つうの人、そんなこないじゃん！」

　九条は、なんか、必死にいう。

「普通の人は、スーパー行くじゃん。コンビニに来るのは、そういうスーパーとかいってる余よ裕ゆうない……忙いそがしかったり、元気がなかったり、めんどくさかったり、まぁ、そういう人じゃん」

　さらに、余裕のない表情で、続ける。

「う、うん」

　まだよくわからないけど。オレはうなずく。

「そういう人達にさ。そういう人達だからこそさ。時間なくて、疲つかれてて、だるがりながらコンビニに来たそういう人達だからこそさ……コンビニで買ったお弁当で。思いがけない美お味いしさとかを贈おくって、そこで、元気にしたいじゃん!?」

　そして九条はいうのだった。

「ま、うち、お父さんが普通のサラリーマンで、コンビニ弁当よく食べるから、そう思うだけなのかもしれないけど。んー、まぁ、だから。うまくいえないけど。こう……妥だ協きようしたくないのよ!?」

　必死にいう九条。

「……………………」

　オレは、本気でビックリしていた。

　前から、薄うす々うす思ってたけど。

「お、お前ってさ」

　オレは思わずいってしまう。

「ほんと、実は、めちゃくちゃ心優やさしいよな？」

「はぁ!?」

　その瞬間。九条は真っ赤になって反応した。

「ど、ど、どこが！」

　早くも、ペットボトルを握にぎりながらいってくる九条。

「い、いや、だってさ！　要するに、忙しくて疲れてる、お父さんに少しでも美味しいもの食べてもらう為ためにも。もっと時間ぎりぎりまで頑がん張ばろうって話だろ？　めちゃくちゃ家族想おもいでめちゃくちゃお父さん想いじゃん」
















「はぅ、ち、ちが……！」

　九条はは慌あわてふためき、そしていよいよ進しん退たい窮きわまった、という表情になったかと思うとペットボトルを捨て……

　ゴッ！

　いきなり、事務所の机に、ヘッドバットした。

　え、えぇっ!?

「見た！　これでもいえる!?　私のこと優しいって！　これでもいえる!?　いえないわよね!?　私優しくないわよね!?」

　額から流血しながらいう九条。

「あ、は、はい……優しくないです」

　オレは頷うなずく。

　わ、わからん。こいつの、この〝優しい〟っていわれることへの異常な拒きよ否ひ反応はいったい何なんだろう。

　よくわからないけど、過去に、何かあったんだろうか？

　そういう……なんか一種の、〝呪のろい〟みたいのにかかっちゃった、何かが……？

「とにかく。別にそんなんじゃないけど。もうちょっと、異世界食材も試ためしたいのよバカ反馬！　いいから、さっさと手伝いなさいよ！」

「…………」

　オレは、事務所にかけられていた時計に目をやる。三時一五分。残り二時間弱……。

「わ、わかった。じゃあ、もうちょっとだけだぞ……」

　保身。可能性。打算。安全策。いろいろ考えた末、オレは九条の提案に頷くことにした。

「よし。ま、当然だけど」

「あんまりよくないけど。まぁ、気持ち、わからんでもないし」

　せっかく異世界に来てるんだ。最悪の場合の保険策もあるんだし。確かに、何かめちゃくちゃ美う味まい新商品とかに繫つながるかもしれない食材があるなら。もうちょっとチャレンジしてみても良いか。

「けど、企き画かく書しよ清書する時間も考えると、使える時間、一時間半くらいだし。四時半まで頑張って、何にもたどり着けなかったら、オレのさっきの案でなんとか凌しのごうよ」

「思いつくに決まってるわ……。よし、そうと決まれば、さっさとやるわよ!?」

　目をギラリと輝かがやかせ、頷く九条。

　こうして、オレ達二人の深夜の新コンビニ弁当作りは、僅わずかな可能性に望みを託たくし最後まで色々足あ搔がくという、ラストスパートに入っていく──




　　　　※




　その後、オレが、ダンボールの中から、オタク知識を活いかして、まだ食べられそうなものを選せん択たく（というより、オリハルコンとか、絶対食べられなそうなものを除去）。

　九条が、その食材を調理して、オレに試食させる──

　その二人態勢で、オレ達は、次々異世界の食材に挑ちよう戦せん。

　・神の霊薬エリクサーをオリーブオイル代わりにして、パスタと唐とう辛がら子しを一いつ緒しよに炒いためてみたエリクサー・ぺペロンチーノ

　・異世界トカゲの黒焼き弁当

　・食虫植物の触しよく手しゆをお湯で湯がいてソーメンツユと一いつ緒しよに食べる、触手ソーメン

　・『天まで届く木が育つ豆』でつくったポークビーンズ

　・『デーモンリップの唇くちびる部分』を明めん太たい子こソースで和あえておにぎりに入れた、明太風唇入りオニギリ

　色々試すものの……中々……アタリは出ない。




「「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」」




　まったく光明すら見えない状じよう況きように、オレ達はさすがに疲ひ労ろう感を募つのらせる。

　時計を見る。もう四時半前か……！

「な、中々難しいじゃない、異世界ならではの、美味い食材……！」

　ガクリ、と若干の諦めムードを纏まといつついうのは九条。

「う、うん……まぁ、でも、ここまできたら、もうちょい頑張ろうぜ？　次は……これなんかどうだ？『竜りゆうの髭ひげ』」

　オレは、ダンボールの中から、しなしなになっている、ちょっとした指示棒くらいの大きさはある髭を取り出した。

「髭……。髭なんか料理したことないけど。しなしなだし。じゃ、昆こん布ぶみたいに、これで出だ汁しとって、豚とん汁じるでもつくってみましょうか」

「『竜の髭』の豚汁……!?」

　なんかもう結局なんなのかよくわからん料理だけど。

　いいながら、手早く料理をつくっていく九条。

　そして三○分後くらいには、その〝『竜の髭』の豚汁〟が完成する。

　そしてその完成した豚汁を一口食べて、

「ん？」

「え？」

　オレと九条は、その瞬間、顔を見合わせる。

「「こ、これは……!?」」




　　　　※









　【新商品開発ご提案企き画かくについて】




　平素よりお世話になっております、商品開発部の森と申します。

　さて、この度たびは、貴重なご意見ありがとうございました。

　今回ご提案いただいた『竜の髭の味み噌そ汁しる』、大変興味深く拝見させていただきました。




　元来、炙あぶって食べるか、粉末状にして薬やく膳ぜん用にするかくらいしか使い道がないとされていた異世界食材『竜の髭』を、日本らしい調理法、「直接食べるんじゃなく、水に、その旨うまみを抽ちゆう出しゆつして」使う──つまり出汁のような使い方をした結果、大変いいお味が出るということでしたが。







　検討の結果、【落選】という形にさせて頂きました。




　最終選考まで残させて頂きましたが、こちらの世界では、『竜の髭』の調達が容易ではないというのが理由です。

　とはいえ、アイデア自体は非情に興味深いものでしたので、今後とも、次回企き画かくの際、また、お力をお貸し下さい。

　よろしくお願いします。


商品開発部　主任　森　　　













「あぁぁ……！」

　三日後──

　ＡＭづてに回ってきた、そのＦＡＸの内容に、オレと九条は全力で落らく胆たんした。

「ダ、ダメだったかぁぁ……！」

　まぁ薄々は気づいてたけど。やっぱり、ガチな異世界食材使用料理だと、コスト面とか、食材調達って面で、若じやつ干かん査定マイナスになるよな。

「あーあ……。まぁ、でも、一応、最終選考まで残ったってことで。さすがのＡＭも、若干、評価してくれるってさっきいってたらしいわよ。店長代理に」

　嘆たん息そく混じりながらいってくる九条。嘆息交じりだが、その口調は、いつもよりどこか優しい。

　しかし、あのＡＭが？

　あの人、うちの店のこと、いっそ恨うらんでるんじゃないかって感じだから、中々そんなことないんだけど……じゃあ、オレ達、よっぽどいい結果出したってことなんだな。

「次回があったら、リベンジするからね!?」

　そして、九条はさっそく息巻いている。

「うん。まぁ、次回があったら、次回もいちおう、手伝うわ、オレ……」

　散々試食させられて大変だったっていえば大変だったけど、なんだかんだやりがいもあったし。深夜二人で作業して、九条の意外な一面も知れたりして、有意義といえば有意義な一晩だったしな……。

「あ、そう？　そういえば、昨日、また異世界のお客さんが差し入れしてくれてさ」

　すると九条がいった。

「ちょっと違ちがう方向性ってことで。なんか、この前いったクエスト？　で潜もぐった古城で手に入れた、呪のろわれたフライパンと呪われた包丁くれたのよ」

　ゴトッ、と机の上に、なんか、青白い怨えん気きみたいなのが立ち上る包丁とフライパンをおきながら、九条。

「ちょっとやばそうだけど、これで調理したら、うまくいけば逆転ホームランでなんか美味になったりするかもしれないし。反馬、早速いくわよね!?」

「あ、い、いや……それはまた次回にしよう!?」

　少しずつ離はなれながら、オレ。

「新商品だけじゃなく。普ふ段だんのコンビニ業務も、もっと頑がん張ばらないといけないしな!?」

　必死に命いのち乞ごい……じゃなく説得を試みる、オレ。

「むぅ……？　ま、それもそうか……」

　渋しぶ々しぶだが納得してくれる九条。

　あ、あぶね。

　次回も手伝うっていったけど。

　出来れば、二回目、少しでも未来にやることになればいいな。

　内心、必死に願い始めるオレなのであった……！
















　　　シフトⅥ　冥めい界かい軍団の来店







　その日は、オレは朝番だった。

　それは午前九時頃ごろだったろうか。

　朝のピークも終え、オレは、白しら雪ゆきと勇ゆう気きと一緒に、商品スカスカ店内を必死に整せい頓とんしていた。

　その時だった。

　ガー……！

　店内の、自動ドアが開き、閑かん散さんとした店内に、誰だれかが入ってくる。

　一目見て、どうやら顔見知りじゃない客だということがわかった。

「っしゃいませー」

　オレは、ちょうど入り口前のスポーツ新聞を整頓してたところだったので、声だけ出して、客から目を離し、作業に戻もどる。

　しかし。

「おいおい。何他た人にん行ぎよう儀ぎな声出してんだ」

「取り込み中か？　忙いそがしいところすまないな、トール」

　次の瞬しゆん間かん。

　入り口から聞こえてくる、そんな声。

「え？」

　知り合いだったのか？

　驚おどろいて、改めて前の二人を見てみると──

　そこにいたのは──

　黒いくたびれたジャケットにネクタイを締しめる、黒髪を逆立てた男と。

　同じく、スカートではなくズボンを穿はき、黒くシックなジャケットを着こなす赤い髪の女。

（あれ？　どっかで見たことあるような……）

「おーい！　何ぼっとしてんだ！　バカヤロウ……また〝竜の怒りドラゴン・エクスプロージヨン〟でも見せなきゃ目ぇ覚めねぇのか!?」

「不幸だ……どうやら私は、初はつ恋こいの男、トールに忘れられたらしい……不幸だ……」

　声を荒あららげる男と、ヒュオオオオ……店内に風を巻き起こし始める女を見て、

「あ……あれ!?」

　ようやく目の前の二人が誰なのか頭が認にん識しきした。

「え？　勇者デインと……魔ま王おうベアトリーチェ!?」

　オレは驚く。

　そう、そこにいたのは、格好こそいつもと違いすぎるが、まぁもうさすがに顔なじみといっていい異世界人……勇者デインと魔王ベアトリーチェだった。

　あれ……!?

　でもこの二人。例のグダグダの面接の後。あの……リチャード三世とやらを手伝いに。リチャードさんの国に行ってたんじゃなかったっけ？

「何いまさら気づいてんだ。今、ちょっといいか？」

「デモン・イレブン。お前達に少し相談があるんだが」

　不思議に思っていると、二人は、オレに、そんなことをいってきた。

「相談？」

　困こん惑わくし、勇気と白雪のほうを振ふり返ると、二人もよくわからない、という風に肩かたをすくめている。

　こうして。

〝ある意味〟デモン・イレブン史上最大規模の事件が、静かに始まったのだ……！




　　　　※




「実はあの後。リチャードの国の内乱平定してたんだけどよ」

　コンビニ内、事務所。

　長机に着き、うちが出したお茶を飲みながら勇者デインがいう。

　二人は今回は、客として、ではなく、店に相談に来た他業種の方、みたいな扱あつかいだ。

　店は白雪と勇気に任せているので、ここには、既すでに休んでいた店長代理と九く条じようを叩たたき起こし、同席してもらってる。二人は文句いってたけど、ま、一応、店長代理とサブバイトリーダーだからな……。

「そこで……予想もつかない事態に巻き込まれてしまってな」

　魔王が嘆息しながらいった。

「まず内乱が、その国の宰さい相しようが黒幕だったっつー驚きよう天てん動どう地ちの展開だったんだ」

　と、勇者。

　あ、あぁ……。なんだろ。

　ファンタジー世界に慣れきってしまってる身としては、宰相黒幕って、ベタ過ぎて、あんま驚天動地と思えないけど……まぁここは流しておこう。勇者は続けた。

「その宰相が。最後、苦し紛まぎれに、なんか召しよう喚かん獣じゆう呼んで、徹てつ底てい抗こう戦せんしようとしたんだが……」

「どうやら相当未熟なやり方で召喚術行使したらしくてな。幻げん獣じゆう界とこっちを繫つなぐはずの〝門〟が……わけのわからない世界と繫がってしまったらしいんだ」

「え…………」

　オレ。

　そして九条と店長代理も驚いた。

「まさか……」

「私達の世界と繫がったんじゃ……」

　一瞬期待したが、

「その名も〝冥界〟」

　どうやら違ったらしい。魔王の一言であっさり可能性は潰ついえた。

　なんだよ……

　ていうか。

　異世界。ここだけじゃなく、他にもあるのかよ!?

「んで、困ったことに。〝門〟が変に安定しちまって。しかも向こうは、こっちから侵しん略りやくが始まったと勘かん違ちがいしちまってな」

「まぁ、そこで一戦交えざるを得なかったんだよ」

　嘆息混じりにいう、二人。

　お、おぉ……なんか凄すごい展開になってんな。

「まぁ、とはいえ。むこうもこっちも馬ば鹿かじゃねぇ。

　今、自分達に起こってんのが、不幸な行き違いだってことは互たがいに自覚はできてたんだ」

　と、勇者。

「無む駄だに戦争が多かったからな、この大陸は。むこうも似たような状じよう況きようだったらしい。というわけで、ほぼ同時のタイミングで。むこうも私達も、一時休戦、和平交こう渉しようを結ばないか？　その考えを提案しあったんだ」

　魔王もいう。

「おぉっ……!?」

　思わず身を乗りだす、オレ、そして今ので目が覚めたらしい、九条、店長代理。

　い、いや、だって。

　国と国の歴史が動こうとしてる瞬間の話、そりゃ、興味あるよな。

「そ、それで？」

「こちらは了りよう承しようした。が……むこうに一人。どーも頭の固いヤツがいたらしくてな」

　嘆たん息そく混じりにいったのは、魔王。

　ん？　頭の硬いヤツ？

「ああ。どうやら意地でも、こっちの世界との和平を結びたくないヤツがいるらしい。それで……向こうはまだ正式に返事を出せないでいるらしいんだ。

　そこで、オレらは考えた。

　そいつ説得する為ためにも。まず、オレらの世界の素す晴ばらしさを知ってもらえばいいんじゃねぇか？　ってな」

「つまり、和平交渉の前段階となる、〝おもてなし会〟みたいなのを冥界人に開いて。冥界人に、こっちの世界のことをもっとよく知ってもらおうということだな」

　と勇者と魔王。

「それで。話ってのは他でもねぇ。

　その〝おもてなし会〟を、お前らにやって欲しいんだよ」

「…………。

　ん？」

　急に話がわからなくなった。

「え？　なんです？」

「ん？　いや、だから。明日、その〝おもてなし会〟やるから。デモン・イレブンに担当して欲しいんだ」

「は…………」

　オレ達は一瞬固まり、

「はぁ!?」

　そして動き出した。

「な、何いってんです？　しかも、明日!?」

「ど、どういうことだよ!?」

「私達は話しあったんだ」

　魔王は、いう。

「私達の世界で〝おもてなし〟にふさわしい。一番素晴らしい、一番良い、この世界特有のものはなんなのか……とな」

　その言葉に、勇者も頷うなずき、

「八時間の激論の結果……オレ達は結論を出した。

　オレ達の世界で。一番素晴らしい、一番良いもの。それは他でもない。

　ここ、デモン・イレブン。

　ここに置いてある商品とサービス、そして店員だとな」

「「い……いやいやいやいや！」」

　オレと店長代理は同時に立ち上がって全力否定した。

「ちょっと待ってください！　冷静になってください！　この世界特有のものじゃないし！　ここ、むしろ、この世界から最も縁えん遠どおい施し設せつですよ!?」

「ダメだろ絶対に！　異世界代表がコンビニエンスストアって！　絶対ダメだろ！」

　オレ達は必死にいうが、

「いや、間違いねぇ……。新参だろうが関係ねぇ。やり方なんか選ばねぇ。その時一番強い武器を選ぶのがオレ流だ。

　向こうのハートを一番打つのは、ここ……この世界の魂たましい、デモン・イレブンなんだよ。絶対間違いねぇ！」

「私も同じ感想を抱いだいた。いざという時の私の勘かんは当たるんだ。それに本心からの気持ちだ。ここなら……絶対、冥めい界かい人じん達の気持ちをも溶とかすことが出来る！」

「だから頼たのむ……明日来る冥界人を、全力でおもてなししてくれ！」

「いつも通りの営業でいいんだ。いつも通り、このコンビニの素晴らしさが伝わる営業をしてくれれば、冥界人の心も、きっと変わる！」

　思いっきり頭を下げてくる勇者＆魔王。

（えぇぇ……!?）

　オレ達は二大異世界スターの真しん剣けんさに圧あつ倒とうされ。

「わ……わかりました……！」

　何がわかったのか。

　絶対受けちゃいけないこの依い頼らいを、オレ達は、受けてしまう！




　　　　※




「マジかよ……！」

　引き受けてしまった以上、全力でやるしかない。

　その日、その夜、オレ達は、その〝頭の固い奴やつ一名を含ふくむ冥界人達〟に、こんな素晴らしい施設があるなら是ぜ非ひこの世界と和平を結びたい……と思わせることの出来そうな、コンビニならではのおもてなしを考えた。

　勇者と魔ま王おうは普ふ段だんどおりといったが、異世界人達にコンビニを浸しん透とうさせた時も、最初は色々策を弄ろうさなくちゃダメだったし……今回も色々作戦考える必要はあるだろう。

「冥界人なんだし、やっぱちょっとジャンクなもの好きだったりするんかな……？　フライドチキンとか多めに揚あげとく？」

「何いってんのよバカ！　冥界人が、ジャンクなもの好きって何よ、その偏へん見けん。昨今の冥界人は案外オーガニックかもしれないでしょ!?」

「まぁ、フードメニューは俺に任せとけや。ちっとした秘策があっからよ……」

「にゃはっ。アタシも一個アイデアあるからやらせてくれー！」

「店長代理と勇気に秘策あり……と。じゃ、あと、フードメニュー以外はどうする？　日本のテクノロジーの結けつ晶しよう、チケット端たん末まつ機きでもオススメするか……？」

「い、いや、ここで日本のライブのチケットとか取っても仕方なくないですか？　日本の新しん木き場ばとかが会場ですよね、それ？　それより塔とう子こはこっちのほうがいいと思うなー」

「ほう……！」

　とかなんとかいってるうちに、あっという間に夜が来て、朝が来て、昼が来て。

　異世界と冥界。

　二つの世界の命運を握にぎる運命の会談の時間がやってきた。
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　それは壮そう観かんな光景だった。

　デモン・イレブンのレジ前。

　二つ存在するレジのうち、一つは通常営業で開けているが、今日のみ、オレ達は一つを少しの間だけ、冥界人用に確保していた。

　そのレジの前。

　その片側に、勇者・魔王。

　その反対側には、その二人が連れてきた、冥めい界かい陣じん営えいが立っていた。

　冥界人……確かに、異世界人とも魔族とも毛色が違う。

　どことなく、地球でいうと、完全に独自の生態系を突つき進んでいる、深海生物を思わせる気配があった。

　冥界って海の中にでもあんのか？

　ちなみに、今、そのメンバーが並ぶレジの前には、立会人ということで、オレと九条だけが立っていて、残りのメンバーは普ふ通つうに他のお客さんに対応したり、今からやる接客の準備をしたりしてる。

「お招きどうも。異世界の諸君」

　いったのは……冥界軍団の中でも一ひと際きわ目立つ。威い圧あつ感のある髭ひげをたくわえ、筋骨隆々の裸ら体たいに首から海うみ蛇へびを巻きつけている、蒼あおい肌はだの巨きよ漢かんの漢オツサン……！

「いえいえ。こちらこそ、わざわざこんなむさくるしいところに来ていただいて、冥王様」

「感謝しています」

　代表して頭を下げる、勇者と魔王。

（め、冥王……！）

　オレと九条はゴクリと唾つばを飲みこむ。

　この人、冥界の王、つまり冥王だったのか……！

　確かに威圧感あるわ。

　この冥王、普通に考えて、その実力は勇者・魔王に勝まさるとも劣おとらないハズだよな……オレ達も丁てい重ちように扱あつかわないと。

（ちょっと）

　そんな中。九条がオレの肘ひじをつつきながら聞いてきた。

（ところでさ。〝頭の固いヤツ〟って、冥王のことでいいんでしょうね!?）

（へ？　そりゃそうなんじゃないの？）

　よく考えたら、その一番大事なターゲットが誰だれか、まだ聞いてないぞ、オレ達。

　どんだけバタバタした状態でおもてなし会開かせる気なんだよ、勇者、魔王……！

（〝頭の固そうなヤツ〟……か）

　オレは一応、冥界人の陣営を見回してみる。

　冥界人は、冥王含めて、全部で三人そこに立っている（店の外にはもうちょい居る）。

　今ここにいるのは、冥王以外だと、鯨くじらのような見た目の巨体の戦士、そして……

（おっ？）

　と──そこで、オレは、少し目を止める。

　冥王以外にも、もう一人、〝人型〟の冥界人が居た。

　とはいえ、こいつはこいつで、人目をひく風ふう貌ぼうだった。

　なんせ、まず、こんな国際会議めいた場所にいるには、幼すぎる。

　デモンの面々を含めても、恐おそらく最年少──勿もち論ろん、相手は冥界人なので、実際の歳としはわからないけど──見た目だけならまだ、一○歳前後に見える。

　性別は恐らく、男。鋼鉄のような血色の悪い顔色をしているけど、これで平常運転なのだろう。

　短くおかっぱのように切りそろえられた蒼あお髪かみ、両の耳には、銛もりをかたどったような大ぶりなイヤリングをつけていて、なんか、退たい屈くつそうに突っ立っていた。

　目つきは、中々、ナマイキそうで、悪い。

「……あれ？」

　と──オレは、その少年を見た瞬しゆん間かん。なんというか……ちょっとした、〝既き視し感〟を覚えてしまった。

　あれ？　なんか……アイツ？

「な、なぁ、九条……」

　オレは九条に相談してみようとする。

「あそこにいる、あの子さ。オレとか、お前とか、勇気みたいにさ……」

　聞こうとしたのだが、

「ではこれから、我が世界による冥界への〝おもてなし会〟を開きたいと思います」

　それより早く勇者が開会を宣言してしまった。

「？　何よ。何かいった？」

「あ……いや、いいや」

　まぁいいや。そんな重要なことじゃないだろうし。

　オレもこの問題はひとまずスルーしておくことにする。

「この〝おもてなし会〟での主な目的は、オレ達の世界の素す晴ばらしさを知ってもらうことです」

「そこで。私達が、最も信用する友であるこの〝デモン・イレブン〟の面々に。

　みなさまを歓かん迎げいする接客を〝三つ〟用意してもらいました」

　パチンッ。指を鳴らす魔王。

　あ……オレ達が出す接客〝三つ〟なんだ！

　それも、たった今まで知らなかった。

　良かった、念の為ため、色んなパターン考えておいて……。

　三つなら、まぁ、対応できるメニュー考えてあるわ。

「九条。フォーメーションＢだ」

「わかってるわよ！」

　オレ達がいうと、九条が、店内にいたあの人に合図する。

「一番手は──俺だ！」

　いいながら近づいてきたのは……

　手に大量のおでんカップを抱かかえた男。

　デモン・イレブン店長代理、自じ称しよう人気声優──

　真ま壁かべケイタだった。
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　一発目。

　オレ達がおもてなしに選んだのは、店長代理の強い推すい薦せんもあってまぁ満まん場じよう一いつ致ちで決定した商品──つまり『おでん★オールスターズ』だった。

　まぁ、でも、確かに。おでんは日本でも人気商品だし。

　異世界でも、この店を異世界の人たちに認にん知ちさせたって実績もある。

　オレ自身も好きだし。

　コンビニのよさを知ってもらう一番手として十分妥だ当とうだろう！

「はぁ？　………なんだよこの……真っ白いつるっとした食べ物は……？　たまご？」

「ふむ……〝ソーセージ巻き〟とな？」

　そして──店長代理によってレジに並べられたおでんを目の前にした冥めい界かい人じん達の反応は、以前、異世界人に初めておでんを出した時と酷こく似じしたものだった。

「それらは、〝おでん〟という食べ物です」

　そして店長代理によるおでん布教は始まった。

「おでんは、室むろ町まち時代の田でん楽がくを発はつ祥しようにした、日本という国で作られた食べもので、」

　そして発揮される驚きよう愕がくのおでん知識。

　どんだけおでん好きなんだよ、店長代理!?

　これ、演技とかじゃなく、もう、普通におでんオタクだよな、この人!?

　店長代理はしばらく喋しやべっている。

「すごい……塔子も知らなかったです……」

　店内のどっかから見てたらしい、白雪のそんな声も漏もれ聞こえた。少なくとも、おでんに関しては白雪以上の知識をもちあわせてるらしい、店長代理は。なんでだ？

「まあ、まあ、一度ご賞味あれ」

「ほう……」

「まぁ、そこまでいうのなら」

　そしておでんを食べ始める冥界陣営。

　その結果は──

「な、なんだ……この懐なつかしい味は……!?」

　まるで、異世界出店一日目の繰くり返しを見るような展開が、そこには待っていた。

「ありえん……なんだこの〝オデン〟の〝たまご〟の複雑かつ重層的な味わいは！　最初の白い部分は淡たん白ぱく──と思いきや。中の黄色い部分は驚おどろくほどに濃のう厚こうだと!?」

　まず叫さけんだのは、鯨。試食した結果、まるで童心を取り戻もどしたように純じゆん粋すいに驚きを顔に出している。

　おお……!?

（あ、でも）

（肝かん心じんの冥王はどうなんだ……!?）

　オレ達は、冥府の王たる存在、冥王に目を向ける。

　冥王は……

　その逞たくましい身体からだ全体で、ソーセージ巻きを食べていた。そして。

　キラ……

　その優やさしすぎる瞳ひとみから。

　あまりにも……あまりにも綺き麗れいな雫しずくを、一筋、こぼした。

（（泣いたぁぁぁぁぁぁぁ！））

　オレと九条は静かに叫んだ。

　泣いた！　また泣いたぁぁ！

　何？　異世界人がおでんを初めて食った時は、絶対涙なみだ流すのがデフォルトなの!?

「美う味まい……！」

　そして……

　冥王は、静かに頷うなずいて、そういうのだった。

「なんだ？　この……野や趣しゆ溢あふれる肉につ塊かいと、それをとりまく温かみのある茶色い壁かべは。これは掛かけ算ではない。ただの足し算。強い味と強い味を力ずくでただあわせたような……若さに任せた無む謀ぼうな味つけ。しかし何な故ぜだろう……この味が……いまの私にはたまらなく染しみる。

　美味い。美味いよ勇者君！　魔ま王おう君！　それに……君！　おでんの男よ！」

　そして感かん涙るいにむせびながら勇者と魔王と店長代理にそう宣言！

　おお！

　冥王に、ソーセージ巻き……おでんが認められた!?

「どうよっ」

　店長代理が、その獰どう猛もうな目つきで、ちょっと怖こわいドヤ顔をこちらに向けている。

「い、いや、普ふ通つうに凄すごいっす」

　オレは小さく親指をたてて返す。

「悔くやしいけど。あの男の、おでんの客ウケの〝打率〟は認めざるを得ないわね……！」

　九条もさすがに認めているようだった。

「どうです？」

　そして、この機に乗じる気なのだろう。

　勇者と魔王が動き出す。

「この〝おでん〟。これを魂たましいに刻んでいる世界。これが世界の〝核かく〟となっているのが、我々の世界なのです！」

「この地を攻せめるということはおでんを攻めるということ。貴方あなた達は。それでも構わないというのか!?」

　一いつ気き呵か成せいに勇者＆魔王。

　い、いや。おでんが核の世界じゃないだろ、ここ!?　そんな説得で大だい丈じよう夫ぶか!?

「むぅ……それは避さけたい……それだけは避けたい……！」

　──と思ったけど。まぁ、なんか、効果は絶大だったらしい。冥王は葛藤している。ま、まぁ、だったらいいけど。

　みんなおでん好きだなー。

（なんか。これ、一品目で、勝負ついちゃったカンジ？）

　その光景を見ながら、なんか楽観的にいったのは九条。

（確かに……なんか、思った以上に好調な出だしだな）

　ていうか、冥界人、けっこう話のわかりそうな人達だよな……？

　うん……あれ？

　オレは、そこで、ふと思い出す。

　あれ？　オレ、なんか一つ忘れてるような……。

「フン……！」

　その時だった。

「不ま味ずいよ。これ」

　まるで天からの声のように。

　何者かの声が、やけに明めい瞭りように、冷たく、店内に響ひびき渡わたった。
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　声をあげたのは……

　オレ達から見て、一番右みぎ端はし。

　コナマイキそうなガキ……一番、人間に近い姿をしている、あのガキだった。

「な、なにぃ……？」

　いきりたったのは、店長代理。

「お、おい待てお前。ガキだと思って、お前に出したのは一番のオススメ……おれが丹たん誠せいこめて仕込んだ〝ちくわ〟だぞ？

　お前ほとんど食ってねぇじゃねぇか!?」

　おでんのこととなると止まらないらしい店長代理が、子供を追つい及きゆう。

　確かに。その子供の前のカップを見ると。ちくわは、ほとんど減っていなかった。

「な、なにが気に入らなかったんだよ？　いやなら、じゃ、たまご食ってみろ、たまご。いや、ちょ、奇きをてらいすぎた俺が悪かったわ。子供には子供らしく、普通にたまごよそえばよかったな!?」

　そしてどんだけショックを受けてるのか、ブルブル震ふるえながらおでんの什じゆう器きへたまごを取りにいこうとするが、

「いや、いい。もう食べる気しない」

　少年は、一いつ蹴しゆう。

「い、いや、しかしグレン王子……これは中々の逸いつ品ぴんですぞ？」

　その少年──どうやらグレン王子というらしい──てか、王子なのか……──に、鯨くじら戦士が声をかけているが、

「うるさい。とにかく不味いんだ。ねぇ父ちゃん、父ちゃんもまずいと思うでしょ？」

　そのグレン王子は、父ちゃん──つまり冥王に、そんなことをいう。

「む？　むぅ……」

　すると──冥王は、一いつ瞬しゆん迷ったような声をあげたが、

「ま、まぁ？　確かに？　グレンがいうなら、まずかったような気もしてきたのぅ……」

　意外に弱よわ腰ごしなことをいいだした。

「え、えぇぇぇぇぇ……!?」

　ガクリ。店長代理が地面に這はい蹲つくばった。

（えぇぇぇぇ……!?）

　それを見ていたオレ達もショックを受ける。

「あ、あの、冥王様」

　そこで魔王が声をあげる。

「以前も思ったのですが。他の九九％が白といっても、そちらのおぼっちゃん……グレン王子が黒といえば、黒とする。和平も反対といえば反対になる。そのスタイルは少し問題がありませんでしょうか？」

（え……えぇぇぇ!?）

　その言葉に、オレは衝しよう撃げきを受けた。

　あ……そういうこと!?

　和平に反対してるの。冥王じゃなく。冥王の息子むすこ……グレン王子だったの!?

「し、しかしのう……それでグレンに嫌きらわれるのは絶対避けたいしぃ……」

　しかし、勇者の追及に対する冥王の答えはそんなもの。

　オィィ、見た目によらず、とんだ弱腰教育だな、冥王！

「フン……とにかく、これは認められないから」

　そして王子は冷れい徹てつにいうと、おでんのカップをレジに置いて、自分はもう食べないことを明確に示す。

「と、透とおる！」

　その時だった。

　勇者が、こっちに叫んだ。

「まだだ！　まだ終わらねぇよなぁ!?」

　額に汗あせし、豪ごう快かいにいってくる勇者。い、いや、そんなラスボス戦みたいなテンションで鼓こ舞ぶされても、オレ達コンビニ店員なんだけどなぁ!?

「わ、わかりました。次は……」
















「勇気！」

　と、九条。

「にゃはははは！　呼んだかー！」

　陽気に現れたのは、次じ鋒ほう、野の宮みや勇気──




　　　　※




「アタシが見せるのは……これだぜい！」

　いいながら、勇気はヒュン、ヒュン、ヒュン……

　三つの飲料を、鯨、冥王、グレンに投げて渡した。

「お、おお!?　熱っち!?」

　いいながら、慌あわてて受け取る冥めい界かい陣じん営えい。

　その冥界陣それぞれの手に渡ったのは……缶かんコーヒー、ペットボトルのミルクティ、そしてペットボトルの〝あったかい〟うぉーいお茶だった。

　即すなわち……ホットドリンク攻め！

「ぶ、無礼者！　我々が熱攻こう撃げきに弱いと知っての狼ろう藉ぜきか！　お下がりください、王、王子！　ここは私が……！」

　鯨が、すわ乱らん闘とうか、という勢いでくってかかろうとしたが、

「いや──待て。どうやらこの女に敵意はなさそうだ。見ろ、このあまりに毒気のない笑え顔がおを……こやつが我々に危害を加える気とは到とう底てい思えん」

　グレンが絡からまなければ、どれだけ優ゆう秀しゆうな王なのか、冥王が思し慮りよ深ぶかい声とともに部下を止める。いや、常時そのモードでいてくれよ……。

「にゃっはは！」

　さて、なんか馬ば鹿かにされてんのか褒ほめられてんのかわからない言い方をされた勇気本人は、その毒気のない笑顔を全開にし、

「そうだぜ。敵意なんか無い無い！　ま、とりあえず、一いつ杯ぱいやってみてくれりゃわかるって。

　そのリングに指ひっかけて引っ張ったり、上のキャップひねりゃ中なかの飲みモン飲めるからさ」

　異世界人に、あったかい飲み物の飲み方をレクチャーした。

「ふむ……」

　パキッ。キュッ。

　なんだかんだ、いわれたとおりにそれぞれの飲み物のフタを開ける冥界陣営。

　すると。

「「!?」」

　冥界陣営が、電撃でも浴びたようなリアクションを見せた。

「な、なんだこの缶コーヒーとやらから漂ただよう匂においは？　鼻の……鼻の奥に、リラックス……興奮……情熱……南の大陸にある豆畑の光景……様々な単語や景色が広がる……！」

　愕がく然ぜんという鯨。さっきから思ってたけど、この人、リアクションけっこういいなー。

「にゃはは。匂いもいいけど。味もいいんだぜ？　飲んでみ、飲んでみ？」

　勧すすめる勇気。鯨と冥王は顔を見合わせ……

　冥王が、覚かく悟ごを決めたように。手元の飲み物を飲む。冥王のはうぉ～いお茶だ。すると──

　ガクッ。冥王は床ゆかに片かた膝ひざをついた。

「馬鹿な……力が……力が抜ぬける……？」

　朦もう朧ろうという冥王。

「殺意。憎ぞう悪お。疑心。孤こ独どく。すべてが……すべてが一瞬にして氷解するような……？　あったかい『うぉ～いお茶』……？　なんという温かみに満ちた液体だ。神がつくった飲み物か？　少なくともこれを作った者は、只ただ者ものではない……」

　そしてわなわな震える冥王。

『うぉ～いお茶』すげぇ！　冥王を一撃で虜とりこにした！

「にゃはは！　な？　いいだろ、コンビニのホットドリンク。今のコンビニは、夏でも、一部除いてだいたいのラインナップ売ってるし。どんなヤなことあった時でもさ、そういう、あったかい飲みモン飲んで、たらふくメシ食って、好きな音楽でも聴きいて、あとは風ふ呂ろ入って寝ねちまえばいいのさ！　そしたら、だいたい、心も身体からだも元気になるってもんさ！」

　バンバン、鯨の肩かたなんか叩たたきながら、心底嬉うれしそうにいう勇気。

　鯨は恐きよう縮しゆくです、とかいいながらいつのまにか勇気にぺこぺこしてる。

　勇気は相変わらず男前だなー。

「…………」

　そんな勇気を見てて、隣となりの九条が、少し、口をつぐんだ。目も、ちょっと潤うるんでいるのがわかる。

　ま……これは、見て見ぬフリしておこう。こいつら、従い姉と妹こだし、やっぱ特別な絆きずな、あるんだろうしな。

「グレンーお前はどうだー？」

　そして。

　さすが勇気は、どんだけフランクなのか。

　次は、冥界の次期王たる存在グレンの頭に手をやり、ぐしゃぐしゃやりながらざっくばらんに聞く。

「ミルクティ、うまくねぇかー？」

　いつのまにか、なんだかんだキャップを開け、ミルクティを飲んでいたグレンに聞く勇気。

「うわ、よせ、やめろよ……！　まずいよ！　なんだよこれ、この茶葉の香かおりと乳成分がちょうどいい感じにブレンドされた甘くてちょっとホッとするような飲み物は……父ちゃん！　これもまずかったよな!?」

　なんか必死にいうグレン。いや、お前、もう褒めてない!?

「うむ──。息子よ。まったくひどい味だった」

　グシャッ。圧あつ倒とう的握あく力りよくでうぉーいお茶を握にぎりつぶす冥王。オイ冥王！

　まぁ、この人、うますぎたのか、とっくに中身飲み干してるから、ペットボトル潰つぶしても、エコに協力してもらえてありがたいだけなんだけど！

「ほらな。父ちゃんもまずかったって！　もうあきらめろよ!?」

　なんとか勇気のぐしゃぐしゃ攻撃から逃のがれながら、グレン。

　それに対し、勇気は、何な故ぜか満足そうに笑う。

「……そっか。ならいいや。けど、また、いつか飲みたくなったらアタシにいえやー。一回くらいなら、ごちそうしてやるからよ」

　バンバン、グレンの背中を叩きながらいう勇気。

「お、お前の世話になんかなるもんかっ！」

　それに耐たえながら必死にいうグレン王子。

「トール！」

　その時だった。店内に声が響ひびき渡わたる。今度は魔ま王おうである。

「おもてなしの秘策……まだあるハズだな!?」

　一○○に一つの可能性を信じるような、信しん頼らいしきった目でこちらを見てくる魔王。うっ……！

　そ、そうだよな。勇気はなんか満足顔だけど。今のも、結局、グレンにコンビニ……つまり、こっちの世界を素す晴ばらしい、っていわせるには全然至ってないわけだし。

　勇者・魔王的には、これじゃダメなわけで。

「お。お任せください」

　とりあえず頷うなずくオレ。

　一応、こんな時の為ために、まだ矢は用意してある……！







「やれやれだぜ。……ですね」

　そして。勇気と入れ違ちがいで登場するのは、最後に控ひかえていた女……白雪塔子だ。

「まったく。私は本来こんなところに来てる場合じゃないんですよ？　論文三つも抱かかえてるし、新興国のウェブビジネスについての本も監かん修しゆうしなくちゃいけないってのに……」

　いいながらも、さすが、しっかり準備してきたらしい。

　白雪は、色々、冥界人にコンビニをプレゼンする為の商品を持ってきていた。

「私がおすすめするコンビニの側面は、この辺りです。

〝急な出張や旅行にも対応！〟お泊とまりグッズ」

　いいながら、レジに商品を置いていく白雪。

　そうそう、白雪が提案したの、これだったんだよな。

「ほら、冥界のみなさん。塔子なんか、下手したら週、四、五回、海外とか地方にも行かなきゃならないから、ホテルなんかしょっちゅう泊とまってるじゃないですか？」

「いや……」

「し、知らんが……？」

　冥界陣営をたじろがせながら、しかし白雪は語り続け、

「そんな時。本当に頼たよりになるのは、地方だろうが海外だろうが確実にあって、色々不足してたり忘れてきたものを補ってくれる、〝日用品店〟としてのコンビニなんですよ」

　そういいながら白雪が置いていったのは、メイク落としやらストッキング、白無地のＴシャツに胃薬……確かに、旅行する時、もし自分の鞄かばんに入ってなかったら困りそうな色々なアイテムだった。

「たとえばみなさん、今日、どこ泊まるんです？」

　ふいに聞く白雪。

　その問いに、冥界トリオが顔を見合わせている。

「どこって……」

「どっかその辺の宿屋、か？」

「じゃあ、寝ね巻まきとか持ってきました？　あとスリッパとかも。こっちの世界の宿屋って、そういうのあんまり用意してくれないんでしょう？」

　と、白雪。

「なんてこったッッ……！」

　すると。

　鯨くじら戦士と冥めい王おうが、敵軍に関所を突とつ破ぱされた将軍のような表情で天を仰あおぐ。

　えぇっ!?

「忘れてた……！」

「このままでは、この鎧よろいを着たまま、窮きゆう屈くつに寝なければならない。ぜんぜんリラックスできんぞ……！　この世の終わりだ」

　深刻な表情で落ち込む冥界陣じん営えい。

　そこまで!?

　意外にリラックスとか大事にする人達なんだな、冥界人……！

「そこでコンビニの出番ですよ。今日、ＬサイズのＴシャツと、メンズの短パンと、スリッパ買ってってください。最近のは物もいいですから、冥界帰った後も十分使えますから。あと意外にコンビニってトランプとかちょっとしたパーティゲーム売ってるの知ってました？　今日、夜、みんなでやる用に一ついかがです？　ウノもありますよ」

　いいながら、勝手にどんどんレジのスキャナーを通していく白雪。

　おいおい！　お前そんな勝手に……！　と思ったが、

「六○五三Ｇです」

「そ、そうか……意外に安いな。助かるぞ小こ娘むすめ」

　冥王は、胸むな元もとから財さい布ふを出して意外に素す直なおにお支し払はらいしようとした。

　あ、買ってくれるんだ!?　しかも通貨一いつ緒しよなんかい！　元は同じ世界か何か？

「ちょうど寝巻きが欲ほしかったところだ。この蛇へび、重くてな。夜は脱ぬぎたいんだよ」

　照れくさそうにいう冥王。あ……その蛇、服だったんだ……。

「父ちゃん！」

　しかしその時。

　またあの声が響く。

「何普ふ通つうに買おうとしてるんだよ!?　だいたい、異世界でそんなラフな格好で寝ようなんて正気!?　寝込み襲おそわれたらどうすんの？　オレ、死んじゃうかもしれないよ？」

「むっ……罠わなか!?」

　瞬しゆん時じに財布をしまう冥王。意思……弱っ。

「これで分かったろ！　それは必要ない。ていうか、今日出された三つの接客、全部必要ないし、つまり、こんな店、全然凄すごくない。

　こんな店しかないこの世界と、和平なんて必要ないね！」

　冷たく言い放つグレン王子。

「そ、そんな……!?」

　その結果に、ガーンと素直にショックを受けているのは白雪。

「ちょ……ちょっと待ちなさいよ！」

　そこで声をあげたのは、九条。

「あんた！　さっきから何なのよ!?　なんか無理やりみたいにダメだダメだって……！

　あんた、ただワケもなく反対してるだけじゃないの!?」

「…………」

　グレン王子は口をつぐんでいる。

「ま、まあまあ」

　魔王が、それを慌あわてて止めた。

「少し行いき詰づまってる感あるし。一回、ここで休きゆう憩けいいれよう。な!?」

「……だな。感情的にぶつかってるだけじゃ、ただ全面戦争まっしぐらなだけだし……ここでしばし、トイレ休憩でもいれっか。

　トイレは自由に使っていいんだろ、デモン・イレブン？」

　勇者もいう。

「え、あぁ、はい。トイレもある種、自じ慢まんの一つですから。そこ行って、突つき当たりです」

　オレは出席者をご案内。

　こうして、膨ふくれ上がった風船のように、険悪さがギリギリまでたまりかけていたおもてなし会が、一いつ旦たんお開きになる。

　出席者がめいめい、外に出たり、店内うろついたり、休憩をとり始め……！

「うーん……あいつやっぱり……」

　そして。

　グレン王子が、俯うつむきながら、店の奥に行くのを、オレは、見ていた。




　　　　※




〝おもてなし会〟休憩中の、コンビニ店内。

　今日は、こういうイベントやってるせいもあるのか、店内はわりと静かである。

　時間は午後二時過ぎ。まぁ、もともと、わりとすいてる時間か……。

　その静かな店内に。

　グレン王子の姿があった。

　退たい屈くつそうに、店内を見回り、雑誌の棚たななんかをジッと見てる…………。

　実は、オレには、グレンに対して、一つ〝疑っている〟ことがあった。

　これがあってたら。

　オレ、もしかしたら、あいつの助けになれるような気がするんだけど……。けど出すぎた真ま似ねになるかもしれないし……。

「……………………。

　……………………」

　どう行動するかを、オレは一瞬悩なやんだが……

　気がつくと、身体からだが、勝手に動いていた。

「あ、あのさ」

　店内を一人、さまようグレンに声をかけるオレ。

　ビクッ。

　グレンは、ちょっとビックリしたように肩かたを震ふるわせる。

「……何？　仮にもまだ敵対してる国同士の存在だぜ？　公式な場以外で勝手に話しかけんなよ」

　グレンは、まっすぐ雑誌の棚を見たまま、目をあわさずに冷たくいった。

「あのさ。お前……。今日、夜、泊まってるとこ抜ぬけ出して。もう一度、この店にこれない？」

　けど、オレは気にせず聞く。

「は……はあ!?」

　グレンは、相当驚おどろいた表情でオレに聞き返してきた。

「な、なんで!?　なんだ、いきなり!?」

「うーーん。もしかしたら、なんだけど。

　オレ、お前の悩なやみ、ちょっとわかるかもしれないんだよな」

　オレは、いった。

　グレンは驚く。

「は……はぁ!?　わ、分かるわけないだろ!?　お、お前如ごときに、オレの気持ちが!?」

「いや、まぁ、そうなんだけど。でもお前……昔のオレ……っていうか〝昔のオレ達〟に、似てる気がするんだよな……」

　オレは正直にいった。

「む、〝昔のお前達〟……!?」

　グレンは全然意味がわからない、という表情。

「うん。だから、もし来てくれたら。オレ、お前の助けになるようなこと、ちょっとできる気がするんだ。似た者同士だし」

「……………………」

　グレンは、オレの言葉に、険しい表情だ。

「今、オレがいってること、全然引っかからないなら……来なくてもいい。

　けど。ちょっとでも、オレがいってることひっかかるなら……一回、騙だまされたと思ってきてくれよ。たぶん、役に立てるから」

「ま、待て。お前……自分の立場忘れてないだろうな？　もし、そんなことをいって、オレの機き嫌げんを損そこねるようなことをするなら……全面戦争なんだぞ？」

　脅おどすようにいう、グレン。

「うーん……その通りなんだろうけど。でも、オレ、コンビニ店員だしなぁ……。まず、目の前のお客さん喜ばすことから考えるわ」

「…………！」

　グレンは、なんて返せばいいのかわからないように、言葉を詰つまらせてしまった。

「……じゃあな。待ってるからな！」

　というわけで。

　こっちは、いうべきことは、もう、全部いっていたので。

　それだけオレは告げ、その場を去った。

「あ、お、おい待て!?　行かんぞ!?　オレは絶対行かんからな!?」

　グレンの声が店内に響ひびいたが──

　きっと、グレンは来てくれる。

　そう決めて、オレは、行動することにした。




　　　　※




　が──

「…………来ないなぁ……。や、やっぱ……親切の押し売りだったかなぁ……」

　二三時半過ぎ。閑かん散さんとした店内。

　ともに店頭に立っている、九条と、勇気にオレはこぼした。




　あの後──休憩を挟はさんで、おもてなし会は再開したが。

　一度絡からまった空気は、もう、ほどける気配がなく。

　何ひとつ進展しないまま、会は終しゆう了りようした。

「あぁぁ……なんてこった。まさかデモン・イレブンでもダメだとは……」

「これはもう打つ手なしだな……戦争するしかない」

　勇者と魔ま王おうは、絶望して店から帰っていった。

　いや、お言葉ですけど、勇者と魔王なら、コンビニに頼たよらず自分の力でなんとかしてくれよ……！

　とはいえ、オレはグレンとの約束がある。

　だから、本来ならオレの勤務時間は終わり、あがりでもいい時間帯なのに……店に立っているのだ。




「はあぁ？」

「にゃはは！」

　オレの吐と露ろに、九条は呆あきれ、勇気は笑っている。

「な、何いってんのよ!?　あんたがあのガキがお忍しのびで来るっていうから、私らこうやってスタンバってるんでしょ!?　バカ！」

「う、うーん……。けど、まぁ、ちょっと一方的に想おもいぶつけすぎたかも」

　オレは、ちょっと、反省する。

　あの時は、なんか、勝手にシンパシー感じて。何な故ぜか、なんとかしなきゃ、と動いちゃったけど。

　オレがしてもらって嬉うれしかったことが、そのまま、あいつにとっても嬉しいことだなんて、なんも保証ないんだもんな……。

「オイオーイ！　弱気になんなって！」

　バシッ！　そんなオレの背中を叩たたいて[image: しつ]しつ咤た激げき励れいすんのは勿もち論ろん勇気だ。

「アタシ分かるぜ。透のいってること！　うん、確かに、アイツは似てるぜー？　あの頃ころのアタシ達に。

　あの頃のアタシと、麻ま衣いと、透に、さ」

　笑え顔がおでいってきてくれる、勇気。

「そ……そうだろ!?」

「そうかなぁ……」

　オレと九条の反応は割れたが、

「にゃは！　うん。あと。なんだかんだいって、店長代理とシロにも似てっかなー」

　すると勇気は今度はオレにとっても意外なことをいいだした。

　ん？

「店長代理と、」

「塔子？　どういうことよ？　それ。

　それだと、今ここで働いてる面々。全員、似たもの同士ってことになっちゃうじゃない……」

　意味がわからず聞く、オレと九条。

　いや、オレ達三人が似てるってんならわかるけど、白雪と店長代理？

　あの二人と、オレ……または九条に、似てる部分なんかあったっけ？

　九条と店長代理なんか、全然似てるように思えないけど。

「ま、それはオイオイ分かるって！　さぁーて、そろそろ来くんじゃねーかなぁ」

　勇気は笑顔で質問をはぐらかすと、頭の後ろに手をやり入り口のほうを見つめた。

　つられて、オレも入り口のほうを見る。

　が…………

　自動ドア、全く動く気配、なし。

　時計の針は、どんどん進んで、もう二四時近い。

　あぁ…………

　やっぱり迷めい惑わくだったかなぁ……

　さすがに諦あきらめかけた、その時。

　ガーッ……

　入店チャイムとともに、自動ドアが、静かに開いた──！

　入ってきたのは──




　鋼鉄色をした肌はだに、おかっぱ頭のナマイキそうなクソガキ……グレン王子。




「お……おおおおお！」

　オレは思わず駆かけ寄りそうになった。

　が。

「にゃは！　透、相手はお客さんだぜー？　ちゃんと接客しなきゃ、ダメだろ？」

　勇気に、笑顔のまま、たしなめられる。

　お、おお……！

　そうだったそうだった。昼間とは違ちがうんだ。公私混同、よくない。

「いらっしゃいませ」

　オレは落ち着いて、グレンの前に立つ。

「フン……」

　グレンは、変装用に被かぶってきたらしい、キャスケット帽ぼうを目ま深ぶかに被りなおし、鼻を鳴らし、

「お前が散々いうから、来てやったんだ。いっとくけど……オレは何かに悩んだりしてないからな。

　何かを紛まぎらわせたいとも別に思ってない。ただ……お前が、全面戦争の口実をくれるというから。こうして来ただけだ！」

「そ、そうだなそうだな。ま、でも、来てくれただけで嬉しいし、遊んでいけよ。改めて、店内案内するから」

「しゃあないわね……。じゃあ教えてあげるわよ。私と反はん馬まと勇気が。昔、骨の髄ずいまでコンビニを利用し倒たおした時培つちかった、元ユーザー目線から……昼間のプレゼンの時とは違う……真のコンビニ利用法をさ」

「ま、他のお客さんに迷惑にならないように、こっそりやろーぜー　にゃはは！」

　九条と勇気も賛同。

　こうしてオレ達三人の裏コンビニ活用術レクチャーが始まった……！




　　　　※




「まずは。コンビニ行ってまずやるべきなのは、立ち読みだ」

　オレは雑誌の棚たなにグレンを連れて行き、教える。

「た……たちよみ……!?」

「うん。勇者とかには絶対いえないし、店員の立場からしたら、最高にムカつく存在だけど。自分がユーザーだった時代は、正直……完全に利用し倒してたわな。漫まん画が週刊誌完読は余よ裕ゆう、棚のコンビニコミックまで読んで、店内に読んでない漫画なかった時代すらあったくらいだ」

「コイツ、ほんと、立ち読みに関しちゃ驚きよう異い的な粘ねばり発揮するからね……」

　苦々しい顔でいってくる九条。

「いいか？　漫画週刊誌は、正直、初めて読む時は、全部話の途と中ちゆうからだから、中々入っていきづらいとこもある。けど、大だい丈じよう夫ぶだから！」

「だ、だいじょうぶ……？　何が？」

　困こん惑わく顔で、グレン。

「漫画週刊誌なんて。創刊号……全部第一話が揃そろってる……そんな幸運な状態から読み始められる奴やつ、まずいないんだ。

　最初はみんな、話の途中……物語の大おお海うな原ばらに突とつ然ぜん放ほうり出されるんだ」

「大海原……！」

　グレンは緊きん張ちようした顔。

「けど、不思議と、なんとかなる。漫画雑誌って、やっぱ、そうなってんだよ。それが漫画のいいとこだし。

　それでだんだん、漫画の中の東西南北がわかっていったら。たとえば、もっと昔に遡さかのぼりたかったら、コミックス買えばいい。うち、取り寄せ無料で漫画も取り寄せられるから、いってくれたらいつでも用意するぞ？」

「…………」

　レクチャーをうけたグレンは、とりあえず、という感じで棚にあった漫画雑誌をぱらぱらめくり始める。最初に手にとったのは、ちょうど、コンビニに多数用意してある四コマ漫画雑誌だった。

　うん、ビギナー用としてはいいかもしんない？

「飽あきないように。できるだけ活字雑誌も混ぜていけよ？　テレビ雑誌なんかけっこうオススメ。番組表以外のところも、意外に、インタビューとか、気軽に読める読み物ページいっぱいあるしな」

「お、おう」

「うるさいわねこいつは……好きにやらせてあげなさいよ！」

　熱心にレクチャーしてたら九条に[image: しか]しかられた。

　い、いや。オレの立ち読みスピリットをこいつに伝道しないと、と思って焦あせっちゃってさ……！




「にゃは！　長時間立ち読みしてると、そろそろ腹が減ってきた頃じゃねーかー？」

　そして。小一時間ほど、なんだかんだ立ち読みしていたグレンに、今度は、勇気が声をかけた。

「むっ。ま、まぁ……」

　じり、と後ずさりながら、グレン。

　あ、こいつ、昼間勇気に髪かみ型がたぐっしゃぐしゃにされたこと、まだ覚えてて警けい戒かいしてんのか……!?

「けど……持ち合わせはないぞ」

　胸を張るようにいう、グレン。

「うちは親父おやじが甘い分、お袋ふくろが厳しくて。月の小こ遣づかいはほとんどゼロに近い額なんだ」

「だいじょぶだいじょぶ。そんなのどこのガキも似たようなもんだから」

　いうと、勇気は、笑顔でグレンの背中を押して促うながし、

「そういうクソガキどものために。コンビニにはこのコーナーがあんのさ。

　それ以外存在理由が考えられない、コンビニ内で、絵本の入ってる回転什じゆう器きと並び、数少なく子供の為ために存在してるコーナー……

〝駄だ菓が子し〟コーナー」

　勇気が連れて行ったのは……駄菓子コーナー。

　うわ、そうだよなぁ。最近、前ほど立ち寄らなくなったけど。

　コンビニは、何故か、駄菓子屋としての側面もかかえてるという謎なぞの一面があるんだよな……確かに、昔は、死ぬほど行ったわ……。

「ちょ、オイ、ウソだろ……!?」

　グレンの顔色が変わった。

「なんだこの値段……一○Ｇ？　こんな値段で売ってるもん、この世にあっていいのか!?」

　その駄菓子の驚きよう愕がくの値段設定に目を剝むくグレン。あぁ……うん。確かに、駄菓子って、正直、これ冗じよう談だんか何かですか？　って疑いたくなるくらい安い値段で売ってるもんあるよな……。

「昼間もいったけどよ。だいたいの問題は、リラックスして、うまいもん食って、腹いっぱいになれば、八割くらいは減退するもんよ」

　ニッコリと笑っていう勇気。

　そしてその手は、電光石火でグレンの頭をぐしゃぐしゃとかき乱した。

「しまった！　やーめーろーよ!?」

　グレンは子供らしいパニックぶりでその場でジタバタしている。

「にゃはは！　で？　今、幾いくらもってんだ？」

「え？　うーん……たぶん、七○Ｇくらい……」

「…………。一番燃える価格設定じゃねぇか」

　ぴしり。その途と端たん、勇気の笑顔が、いつになくシリアスな空気を帯びた。

「七○Ｇの超ちよう簡かん易いカップ麵めんをとるか、それとも一○Ｇ台の英えい雄ゆう達を多数配置するよう布ふ陣じんするか……。いやけど二○Ｇ台の中価格帯を複数混ぜるのも手……となると……！」

　目を細め、笑顔のまま、ブツブツ唱える勇気。

「ばかユーキ、ここは大たい砲ほう巨きよ艦かん主義でいくべきよ！　七○Ｇの超簡易カップ麵！　これは絶対譲ゆずれない！」

　九条も何な故ぜか入ってきた。

　おま、さっきは自由に決めさせてやれってうるさかったのに……！

「つか、この菓か子しは絶対入れろよ？　納豆味とコーンポタージュ味の」

　といいつつ、オレも参戦するんだが……

「はあ!?」

　そこで会議はさらに紛ふん糾きゆう。

「ありえない！　それを入れるなら普ふ通つうにメンタイ味でしょ!?」

「ピザ味。これを忘れてる奴はどこのどいつだい？」

　謎の内紛勃ぼつ発ぱつ。

「え、えぇと。これ、オレ、決めていいんだよな!?」

　グレンの心の叫さけびを聞き、全員が口をつぐむまで、その不毛な争いは続いた……！




　結局、グレンは、七○Ｇの簡易カップ麵、それをディナーとすることにしたらしかった。

　クソガキらしく。

　コンビニの前に座り込んで食うことを特別に許可してやる。

　コンビニの前で買い食いすんのって、ちょっと楽しいよね。

「さて。次はあたしの番なんだけどさ。ちなみにあんた、幾つ？」

　そして店内に戻もどってきたグレンに、九条が聞いている。

「え？　一二万歳だけど……」

「じゅっ……」

　九条はその答えに面食らったようだったが、

「ま、まぁいいわ。年ねん齢れいなんかどうでもいいのよ」

　急に誤ご魔ま化かすように軌き道どう修正し、

「要は。見た目はガキじゃない。だったら、それらしく振ふる舞まえばいいのよ。コンビニ店員だって、基本は人の子。礼れい儀ぎ正しい可愛いガキがきたら、そう無む碍げには扱あつかわないわよ」

「なんだよそれ……どういう意味だよ」

「だから。

　寂さびしかったら、店に来て、アタシらと、ちょっと喋しやべってけばいいってことよ！」

　九条はあらぬ方向を向きながら、力強く、そんなことをいうのだった。

　あ……なんだ、九条も、オレと同じようなこと、思ってたのか。

　ま、でも、このコンビニで楽しんでるグレンの感じみたら、気づくよな……。

「なっ…………!?」

　その瞬しゆん間かんだった。

　グレンが、本当に動どう揺ようしたように声をあげた。

「な……何いってんだ。俺は別に、寂しくなんて……!?」

　グレンは瞳ひとみを揺ゆらしまくりながらいうが、

「あ、あのさぁ、グレン。間ま違ちがってたらゴメンな。

　お前さ。もしかして。

　けっこう……〝家で一人で過ごすこと多い子〟……だったりしない？」

　助け舟ぶねを出す意味もこめて。

　そこで、オレは、思い切って、グレンに聞いた。

「んなっ!?　な、なんで、お前らなんかに、それが!?」

　呆ぼう然ぜんといってきたのは、グレン。

「やっぱりか……！」

　オレはようやく納なつ得とくがいった。

　冥めい界かい人に限って、しかも、王族に限ってそんなことあんのか、と思ってたけど。オレの──あの時感じた〝既き視し感〟〝疑い〟、やっぱそうだったのか。

　こいつは。

　昔のオレや、九条、勇気と同じ。

　両親が共働きだったり、事情があったりで、家で一人でいる時間が長い子供だった……！

「オレ達もそうだったんだよ」

　あんまり人にはいわないけど。

　オレは、そう、白状した。

　ちなみに……オレの場合の〝一人〟は、親が二人とも大学の研究室で働いてて、かなり遅おそい時間に帰ってくるパターンの〝一人〟だった。

　九条も似たようなもの。お母さんは救命の看護師だし、この前話に出たお父さんも相当忙いそがしい。

　勇気は……昔から大好きだった親父さんが亡なくなって、今はお母さんが女手一つで育てているので、厳密には共働きではないけど、家に親がいない状じよう況きようは同じだった。

　ちなみに、親父さんが亡くなった当時……もう五、六年前になるか……は、勇気も随ずい分ぶん落ち込んでいて、オレも、九条も、かなり心配したもんだが。ご覧の通り、いまではすっかり明るくまっすぐな少女に育っている。

　九条がさっき涙なみだぐんでいたのも、たぶん、その辺のことを思い出してのものだったんだろう。

「にゃはは！　そうだなー。小学校の時。団地の前のしょっぼい公園でショボくれて。行くトコなくなって。みんなで、よく、仕方なくコンビニ通ってたよなー」

　笑え顔がおでいう、勇気。

「そ、そうなのか!?　同じ…………なのか。本当に……？」

　グレンは、それが、相当驚おどろきだったんだろう。

　信じられないようにいっている。

「そう。だから……あんたも、寂しい時、ここ来てもいいって、いってやってんの」

　九条は、キツイ口調でだが、そんなことをいう。

「勿もち論ろん……時と場合は選ぶし。買い物せず話にくるだけなのはちょっといかがなものかと思うけど。

　一個一○Ｇの駄菓子買うだけでも、そこで、ちょっと会話できるでしょ？　それでも随ずい分ぶん違うもんよ。現にあたしら。小学校の時、ヒマな時、そうやってコンビニ行っては、ちょっと〝先せん輩ぱい〟に話聞いてもらってたしね」

　と、九条。

　確かに。オレ達が小学校高学年の時、〝先輩〟はちょうど高校生としてデモンで働き出した頃ころだったから。からかいがてら、話聞いてもらいがてら、よく、駄菓子だけしか買わないけど、会いにいってたよなー……。

　三人全員で行く日もあったし、この二人が居ない時は、もちろん一人でも行った。

　九条のいうとおり。他に誰だれもいない日でも、〝先輩〟に、

「今日、学校どうだった？」

　とか聞かれて、それ適当に答えるだけでも。

　こっちを認識してくれる人間が居る……それがわかる……

　それだけで、案外、なんか……心のどっかが安心するような感覚があったんだよな。

「しゃ、喋る……そ、そんな事していいのか……!?」

　グレンは衝しよう撃げきを受けたように呟つぶやいている。

「そうよ。それも、コンビニの持ってる一つの良い面なんだから。だから。この店。あんたみたいな、アタシ達みたいな……そんな連中に、ピッタリでしょ？」

　九条が、勝ち誇ほこったように聞く。

「…………」

　それに対し、グレンは、何かいいたげに口を開いたが、

「いやいや──。ちょっと待てや！」

「本当のコンビニの楽しみ方は。他にもいろいろありますよ!?」

　その時だった。

　まさかの展開。

　店内奥から。

　もうとっくにシフト上がっていたはずの二人の声が聞こえてきた……！




　現れたのは──

　店長代理と、白雪。

「あ、あれ!?　何やってんの、あんたら？」

　目を白黒させて、九条。

「別に。ちょっとヒマだったから出てきただけだよ。なぁ、白雪」

「そうですねぇ。塔子は、ま、夜の勉強の為ための夜食でも、と思いまして」

　二人はそういうと、素す早ばやくグレンを連れ出し、

「さ、こっちだ。俺がコンビニの真の楽しさを教えてやろう」

「あ、ずるいです、店長代理！　私が先に教えてあげるんですよ!?」

「い、いや、オイ、なんなんだ……！」

　そして二人は、グレンを連れて行く。

　な、なんなんだあの二人は……!?　何？　あの二人も、グレン、アテンドしたかったの？

「あ、そういえば……？」

　そんな光景を見ながら、オレは、勇気に確かく認にんした。

「さっきのさ。オレ達三人と、あの二人も似てるって……どういう意味だったん？」

「にゃはっ。なーんだ、そんなの、簡単じゃねーか」

　勇気は、こともなげに笑っていうのだった。

「シロは、天才女子高生。店長代理は、いちおう、人気声優だろ？　シロは、周りとレベルあわなすぎて、学校行ってなかったらしいし。店長代理だって、ああ見えて、マジで人気声優だったらしく。遊ぶ時間もなく、毎日のスケジュール徹てつ底てい的に管理されてたらしいぜ？」

「え!?」

「そ……そうだったの！」

　オレと、そして九条も思わず叫んだ。

　一いつ緒しよくらい長い時間過ごしてるのに、オレ、ふたりのそんな事情、初めて知った。さすがは勇気……見えないところで、けっこう、人のいろんな話聞いてやってんだろーなー……それこそ。深夜番。誰も客がこない店内で、バイト二人、ボーっと立ってる時とか。

「要するに、全員、周りに誰もいない期間が、けっこうあったってことだな。

　それでも、それに負けず、こうやって……コンビニに助けてもらったりしながら、まぁなんとかかんとか生きてきて。

　で、今度は、逆に、そういう寂しい奴やつの役に立ちたい……。

　表に出してるか、密ひそかに思ってるかはともかく。

　心のどっかに、そういう気持ちもって、生きる……

　基本的に、うちは、そういう奴らの集まりだとおもうぜ？」

　なんか幸せそうな笑顔でいってくる、勇気。

　む……勇気がいうと、その言葉、重み違う……。

　確かに──。

　ま、あんま他の人にはいってないし、今後もいうつもりもないけど。

　オレがこのコンビニ入ったの、そういう……自分が助けられたから。だから、今度は、このコンビニで、オレが何かをちょっとでも返したい……

　そういう思い。なかったといえば、うそになるんだよな……。

　勿論、それが全部じゃなくて。バイト代欲ほしいとか、なんか出会いないかとか、そういう思いもけっこうあったけど。

　最初の動機としては、今、勇気がいったことで、ズバリ言い当てられている。

「あ、あたしは違うわよ!?　コンビニなんか、ただの人生の踏ふみ台よ、踏み台」

　九条は即そく座ざに否定しているが、いや、コイツのことだし。たぶんけっこう図星に近かった感じなんだろうな……。

　勇気は自分でも認めてるんだから、いうまでもなく、そうなんだろうし……、

　店長代理や白雪も、あんまりそうは見えないけど。そういう思いあって、ここに、来たのか……！

『心のどっかに、そういう気持ちもって、このコンビニに来た……

　基本的に、うちは、そういう奴らの集まりだとおもうぜ？』

　だとしたら、勇気のいうことは的を射てるのかもしれない。

　てんでバラバラな五人だと思ってたけど……

　オレ達、意外に、共通点あったのか……！

「それでな。いいか小こ僧ぞう。こういうちょっとえっちぃ記事の載のってる雑誌には、袋ふくろとじってのがあってだな。それを、こう、角度調整して中を見やるとだな……」

「最悪です……店長代理……！　セクハラです。それよりこっち来てくださいよ、グレン君、塔子のコンビニ文ぶん房ぼう具ぐオススメベスト10を発表してあげるから！」

　……ああやって言い争いをしてる二人見ると、そう思えないけどな。

　つか、店長代理、子供、しかも冥界の王子にナニを教えてるんだ、ナニを！




　その後も、オレ達はグレンにコンビニを楽しむ方法をレクチャー。

　終わった頃には、もう完全に日が昇のぼっていた。

「どう？　私達がこれだけやったげたんだから。ちょっとは気ぃ晴れたんでしょうね!?」

　九条がグレンに聞く。

「……………………」

　グレンは、しばらく、不承不承という表情だったが、

「……少しはね」

　やがて。何かを諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「オレ……。確かに君らのいうとおり。家で一人でいることの多い生活だったんだ」

　そして。ようやく、閉とざした胸のうちを、少しだけオレ達に打ち明けてくれた。

　……お？

「まぁ……あんなでも一応……王様だからな……父ちゃん。城のみんなもいつも忙いそがしいし。基本、一人で起きて、一人で遊んで、一人で食事して、一人で寝ねる──そういう生活だった」

　グレンは続ける。

　うーん。やっぱ、こいつ、オレ達に似てる。

「だから……ちょっと、嫌いやだったんだ」

　グレンはいう。

「和平が成立して、これ以上、みんながさらに忙しくなるのが……。それなら、国交絶って。無関係のままでいいかなって」

　正直にいう、グレン。

　あ……あぁぁぁ……そうか。そういうことか！

　だからこいつ、やたら和平に反対してたのか！

「けど…………」

　しかし、グレンは、続ける。

「ん？」

「今日……来て……少し考えが変わった」

　そして、グレンはいった。

「え？」

「こんな……こんな店コンビニがあるなら。互たがいの世界、行き来できるように、なってもいいかもしれない」

　かなり照れた様子で、ボソボソいってくる。

「お前……」

　それを見て……オレ達は、顔を見合わせた。

「にゃはは！　ま、そこは気にすんな」

　勇気が、笑って、グレンの背中を叩たたいた。

「和平とか国交とか、そういうのは悪い大人達に任せとこうぜ？」

「そうそう。あんたはそんなの関係なく。寂さびしくなったりモヤモヤしたら、また、ウチきたらいい、それだけよ。他のことはじっくりゆっくり考えればいいわ」

「そうだな」

　オレも頷うなずく。

「なんかあったらいつでもこいよ。基本、オレら、年中無休でここにいるから。

　それがコンビニ……『デモン・イレブン』だからさ」

「うん……考えとく」
















　グレンは最後にちょっと照れくさそうにいう。

「……じゃ、じゃあな。そろそろ戻もどるわ。あの親父おやじが騒さわぎだす頃ころだろうしな」

「うん……またこいよ！」

　グレンは、頷き、そそくさと。

　そのまま、どこかへ向かって歩いていった。




　異世界と冥めい界かい。

　和平交こう渉しようの為の懇こん親しん会──の裏で密かに行われた、グレンの為のコンビニレクチャー。

　オレ達の水面下でのアテンドは、こうして、終わった。




　冥界側から、この世界に、「和平を結びたい」、そう伝える使者が来たのは。

　その三日後のことだった──！




　　　　※




　一週間後。

　コンビニ店内。

　雑誌コーナーの前。

　そこに……一週間前にはありえなかった光景が広がっていた。

「チッ……そろそろ足がキツくなってきやがった……！」

「わ、ワシもじゃ……！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　みんな、私に任せて！」

　その時、聖衣を纏まとった真ま面じ目めそうな少女が叫さけぶ。

「『全員絶対回復呪文ホーリーライト』!!」

　キラリンッ。

　またしても回復呪文で立ち読みを続ける勇者パーティ。

「あぁ、不幸だ……」

　その隣となり。風を撒まき散らせながらいっているのは、魔ま王おう。

「ユーシャが、勇者だったなんて……。昨日の異世界新聞読んで気づいたよ。〝勇者と魔王とコンビニ〟が世界を救ったって……。ユーシャ……勇者だったんかい!?　実はちょっといいなって思ってたのにぃ……！」

　激げき怒どしている魔王。いや……今さら気づいたんかい！

「魔王様！　落ち込んでいるヒマはないですって！」

「その通り。勇者が現れた以上……たとえ立ち読みでも負けるわけにはいきません！」

「冥界との和平成立させた以上。同じ世界の住人同士で争うのも馬ば鹿からしいですしね……今後は、いかにこのデモン・イレブンを使い倒たおせるか。

　ヒト族と魔族の争いも、そいういう方向にシフトしていくことでしょう」

　そしてその隣。魔王の横で四天王が、何な故ぜか、そんな方向性で怪かい気き炎えんをあげていた。

　いやいや。ヒト族と魔族の争い、そいういう方向にシフトしていくの!?　どんなヒト族と魔族、それ!?

　あと、この四天王。四天王といいつつ、いっつも一人だけ、まったく喋しやべらない異様に影かげ薄うすい女四天王いるよな……アイツ、なんなんだろ……。

　そして。

　そして。

　まぁそこまでなら、まだ、想定内なのである。

　その隣。

　現在、そこに、新たなる勢力が加わっているのだ。

「フン……くだらない。ＮＡＲＵＴＯがまた読めるかと思ったら、短期集中連れん載さいだったとはな……」

　口では偉えらそうなことをいっているが、明らかに落ち込んでいるのは冥界王子……グレン。

「息子むすこよ。ならアンケート葉書で私が続きを催さい促そくしてやろう。冥界中の人員を動員してな……！」

「素す晴ばらしい……是ぜ非ひお手伝いさせて下さい冥王様。しかもアンケートハガキを送れば抽ちゆう選せんでプレゼントももらえるとのことで、クク、実に楽しみですな……！」

　その隣にいるのは、冥王、そして鯨くじら。

　あぁもう、異世界人にもいえたことだけど、日本の文化に馴な染じむの早いな、お前ら！

　あと冥王！　それ親バカが過ぎるからやめとけ！　権力の職権濫らん用よう甚はなはだしいし。

　あと、鯨、プレゼント来ないよ……異世界や冥界からどうやってハガキ送ってどうやってプレゼント送ってもらうつもりなんだよ……。

（なんなんだこの光景……！）

　オレは頭を抱かかえる。

　あの王子をもてなした三日後──

　勇者と魔王が、店に飛び込んできて、オレ達は知った。

「オイ！　さっき冥界側から使者が来たぞ！　和平にＯＫを出したらしい！」

「その調印式に、私とユーシャと、そしてデモンから一人、代表を出せということになった！　よくやったぞ、デモン・イレブン！」

　というわけで、オレ達は、その世界規模の和平調印式にも、出席（店長代理が出た）。

　その調印式は、異世界で大々的にとりあげられ、そこで、デモンも、当然〝冥界人の心を溶とかした店〟〝彗すい星せいのように現れた奇き跡せきの店〟と話題になり。店はより繁盛。

　さらには人族、魔族だけでなく、とうとう冥界人まで入り浸びたるようになった。

　それは素晴らしい。

　頭では、めちゃくちゃ美しい光景だってことはわかるが……

（や、やっぱダメだ……）

　この状じよう況きよう見るとやっぱり、さすがに腹立ってきた。

　寂しい時は勿もち論ろん来ていいんだけど。

　それにしてもこいつら、調子乗りすぎ！

「もう……邪じや魔まです！　何十時間立ち読みするつもりなんですか！　もうみなさん来てから一八時間以上たってますよ!?　そろそろご退店下さい！」

　オレはさすがにいう。

「えぇー!?」

　すると人族魔族冥めい界かい陣じん営えいからブーイングが飛んだ。息ピッタリだなお前ら!?

「透ぅぅぅぅ……」

　その光景を見て、店長代理が叫んでいるのだった。

「どうすんだよこれ……本部評価、また下がるんじゃね!?」

「ですね……」

　異世界と冥界の平和は保たれたが。

　デモン・イレブンに平和が訪おとずれるのは、まだ、しばらく先になりそうである……！







　　　閉店エピローグ







　朝八時──。

　普ふ通つうの一五歳なら、この時間、何をしているだろう。

　朝ごはんを食べている。

　朝練をやっている。

　家を既すでに出て学校に向かっている。

　すべてを忘れまだ眠ねむりの中にいる……ヤツも、中には、いるかもしれない。

　けど……オレの場合、その、どれでもない。

　オレの場合。

　その時間には既に、戦いが始まっているのだ。

「店長代理！　行きましょう！」

「まったくよ……！　いつになったらこの朝の絶望タイムが無い日は来るんだ……!?」

　和平交渉から二週間……。

　異世界転移から一ヶ月半──。

　オレ達のコンビニは、相変わらずの繁はん盛じようぶりをキープしていた。

　そういえば、うちのチェーンでは、一ひと月つきごとに、店の査定が下されるんだけど……。

　異世界に来てから一ヶ月経たったタイミングで、オレ達に下された評価は【Ｃ】だった。

　異世界に来る前が【Ｄ】だったことを考えると、かなりうまく軌き道どうに乗せたといえなくもないかもしれない。

　といっても。

　目標【Ｓ】だから。

　このペースでいっても、まだまだ、全然道のり遠いんだけどね……。

「何ボッとしてんのよ反はん馬ま！　まったく、ほんと、私がいないとダメなんだから！」

「にゃはは！　透とおる、レジは任せとけ。実はやり方未いまだにうろ覚えなんだけど、あたしがなんか適当に誤ご魔ま化かしとくからよ！」

「リーダー、レジは私やりますんで気にせずいってください……勇ゆう気きさんには、フォローに回ってもらうので。まったく、もう、なんで私が……」

　そしてコンビニ店内では、深夜番と朝番、二つのシフトがちょうど重なってる時間帯の為ため、非常事態宣言、ちょっと深夜番には無理いって残ってもらい、五人態勢で店を回していた。

「あれ？　今なんて？　リーダー？」

　オレは、ふと思い、白しら雪ゆきに聞く。

「え？　あ、はい。反馬さんっていいにくいんで、ついリーダーって呼んじゃいましたけど……なんでだろ？」

　不思議そうに聞いてくる白雪。

「フン。ちょっとは、バイトリーダーらしくなってきたってことなんじゃないの？」

　パンッ！　とオレの後頭部を叩たたきながらいってきたのは、九く条じよう。

　お、おぉ？

「この前のおもてなし会の時も。ま、なんだかんだ、一人だけ、グレンの悩なやみに気づいて。一人で交こう渉しよういって、事態動かして……。ま……スタイルもまだ全然固まってないし。やっぱり、〝先せん輩ぱい〟にはまだまだ遠く及およばないんだろうけど。

　多少は前進してんじゃないの？　リーダー」

　なんかつまらなそうに、しかししっかりそういってくる、九条。

　おお……

　オレ、リーダー!?

　バイトリーダーとして！　オレ、ちょっとは、認められた!?

「ちょっと！　いっとくけど、ほんとにまだまだなんだからね!?　ま、でも？　どうしてもあんたが認めて欲しいっていうんならちょっとくらい私も……」

「お……おおおおおおおおおお！」

　九条がなんかいっていたが、オレは興奮のあまり雄叫おたけびをあげた。

「やった……！　バイトリーダーとして。オレ、ちょっと、前進できた……!?」

「だから……聞きなさいよ!?　たまに見せる、あたしの、ツンデレ的なくだり！」

　ばしっ！　九条は激げき怒どしてオレを蹴けり、どっかいってしまったが、

「痛てて……。でも、本当嬉うれしいや」

　オレは心底思う。

　だって……

　この店、異世界来た時。

　オレ、バイトリーダーの重圧に耐たえ切れず、この店、辞やめようとすら思ってたんだから。

　そういう意味では、異世界転移も、悪いことばっかりじゃないのかもしれない……！

「よぅし。ま、店もオレも、まだまだこれからってことで。今日もいっちょがんばってみるか……！」

　大手コンビニチェーン、デモン・イレブン。

　その一いつ軒けん。

　異世界に転移したオレ達の店は。

　こうして今日も元気に営業を続けている。




　異世界コンビニ、デモン・イレブン。

　伝説はまだ始まったばかりである。







　　　あとがき







　お久しぶりです、大だい楽らく絢けん太たです。

　あ、でも、初めましての人も多いと思うので自己紹しよう介かい。

　過去に『七しち人にんの武ぶ器き屋や』、『テツワンレイダー』、『ＢＩＧ‐４』など書いてました。

　別にそんなルール課してるわけじゃないんですけど、今のところ著作ぜんぶ異世界ファンタジーですね。

　あとぜんぶ主人公一いち人にん称しよう（地の文が〝オレ〟とか〝私〟とかになってて、全編その人物の目で見たことしか書かれないやつね）。

　毎回、「たまには変えるかぁ……」とか思って新作取り組むんですけど、編集さんとのキャッチボール繰くり返かえしてるうちに、いつのまにか何故かこのスタイルに落ち着く……。

　まぁ、そんな感じの、ライトノベル作家です。




　初めましてじゃない方、新作待っててくれた読者さんは、大変お待たせいたしました（土下座）。

　いやー……かかったね、時間。二年半ぶりですか。

　二年半って……。ほとんど中学とか高校卒業できるぐらいの時間あるやん……！

　自分でも、まさかこんなに時間かかるとは思ってなかったんで、ビックリです。

　今回はかつてないほど苦労しましたが、まぁなんとかみなさんに本届けるところまでは到とう達たつしました……！

　またお付き合いいただけると嬉うれしいです。




　さて。前述した通り、私は異世界ファンタジーものを連続で書いてきましたが、今回もファンタジーです。

　今回は




　・異世界ファンタジー

　　×

　・コンビニ




　この企き画かく、もともとは、担当さんの考えてくれたアイデアでした。

「大楽さんなら、バイト経験も豊富ですし、絶対書けると思うんですよ！　異世界×コンビニ、やりましょう！」

「えぇぇ……書けるかぁ？」

　面白そうではあるけど。実際書くとなると、色々ややこしそうやし、けっこう腰こし引ひけてたんですが……。

　やってみると、なんと、この本でいう最初の一〇ページくらいがサラッと書けまして。

「面白いじゃないですか。このままこれを膨ふくらませて、一冊の本にしましょう！」

「お、おお……分かりました！」

　そこから、戦せん闘とう開始。

　まぁ、そこからが、また大変やったんですけどね……。

　主人公達の過去の話とか書き出したら。

　そっちに完全に心がもっていかれて、八〇ページくらい経っても一切コンビニが出てこない、「いつになったらコンビニ出てくるんですか、このコンビニ小説!?」担当さんが嘆なげく小説になって、ボツになったり……。

　メインメンバーが主人公と、中国から来たオジサン〝陳ちんさん〟だけで、

「大楽さん。自分が中学生だったとして、ひたすら陳さんと喋しやべってるだけの小説読んで、嬉しいですか!?」

「…………（笑）」

　担当さんに諭さとされて、またイチから練り直したり。

　あとは、地に足ついた描びよう写しやを心がけよう、と決めた結果、主人公がひたすらレジのビニール袋ぶくろを開ける練習をしてるだけの小説になって、

「大楽さん。主人公がひたすらビニール袋開ける練習してるだけの小説あったら、本屋で買いますか!?　一回落ち着いてください！」

　またそれを諭されたり……！




　まぁ、でも、やってると段々カンジも摑つかめてくるもので。

　いつのまにか二○○枚くらい原げん稿こうが溜たまってて。

　そっから色々、腹くくって、ブーストかけた結果、なんとか完成した次第です。

　まぁ、でも、苦労した分、面白くなったんじゃないでしょうか。




　あと、今回は、著者プロフィールにも書きましたが。

　コンビニといえば、一応某ぼう超ちよう大手コンビニでバイトしてた時期がありましたので、それが多少は役に立ちましたね。

　あの頃ころは、間ま違ちがいなく、人生で一番追い込まれてた……！

　朝一一時～夕方五時半までプールの監かん視しのバイトして。

　夜六時～九時まで、本屋でバイトしてて。

　さらに、それに足す為ため、朝五時～九時まで働こうと、コンビニバイト始めましたから。

　ただ、始めてみたら想像以上にハードで……。

　まず、そこのコンビニ、朝五時～九時までのシフトやと、その間、店長とずっと二人きりなんですよ……。

　その店長がかなりキツイ人で、僕、著者プロフィールに書いたようなことしまくった結果、初日から相当睨にらまれてましたんで……世界で最も息苦しい四時間の幕開けですよ。

　しかもそこ、ちょうど工事現場に向かう人達が、朝に食料買うのに必ず立ち寄るコンビニみたいで。朝六時台、もう、狂くるってるほど混むんですよ。気性の荒あらいお客さん達で……。

　初日からそんな状じよう況きようなんで、まともに業務教えてもらうタイミングもなく。

　たとえば、ガンガン飛んでくる聞いたことのない煙草たばこの注文。

客「キャメル一個ね」

大「か、かしこまりました。キャメル……キャメル……」

　とりあえず、対応しなくちゃいけないので、レジの後ろにあるおなじみの煙草の棚たなを、慌あわてて探す私。

　しかし、どこ探しても、そんな煙草ありません。

客「オィィ、いつまでやってんだよ!?　キャメルだよキャメル！」

大「キャメ……キャメ……無いぞ……何かの略りやく称しようなんか……!?」

（おれ、煙草吸ったことないしわかんねぇぇぇ！）

　逃にげようかと思いましたが、

店長「何やってんだよ!?　キャメルはレギュラーの煙草じゃないから、レジの下の引き出しの中にしまってるに決まってるだろ!?」

（!?　知るかよ!?　略りやく称しよう間ま違ちがいですらなかった！　レジの下!?　そんなパターンもあんの!?）

　それ分かったらエスパーやろ、ほんま……！




　後は、いきなり差し出されるゴルフバッグの配送の注文。

客「これ。千葉まで」

大「かしこまりました」

　笑顔で頷うなずきつつ、内心絶望です。

（オイオイ、なんやこれ……こんなもんどうやって承るんや!?　やり方が、まったく、わからねぇぇ！）

店長「何やってんだよ!?　昼間の女子高生でもそれくらいパッパとこなしてたぞ！　見たらわかるだろまったくよぉぉ」

（わかってたまるか！）

　てか、教えてもらった後すら、ぜんぜん理解できんかったわゴルフバッグ。

　もうやめようよあんな責任重大なサービス……！




　あと、まぁ、僕基本的に社会不適合者なんで。

　全ての作業ドン臭くさくて、作業やる度、会話の受け答えする度、パワプロとかで好感度下がった時の効果音鳴ってんのが聞こえるんですよ……店長の背後から。

店長「段ボールしばって外出しといてね」

大「はぁい」

　よくわかりませんが、段ボールしばる僕。

　五分後。

店長「おい！　なんだあの外の段ボール！　ロープくっちゃくちゃで段ボールバラバラじゃねぇか！」

大「えぇ!?　ダ、ダメでした？　すいませんでしたー！」

　べべっ！

　店長の好感度が三○下がった！




店長「店でお中元フェアやるぞ。大楽、親おや御ごさんにどうだ？」

大「え？　全然興味ないんで結構です」

店長「何だその態度は!?　普ふ通つうこういう時は送るもんなんだよ!?」

大「えぇっ!?」

　べべっ！

　店長の好感度が五○下がった！

　（しかも結局本気で嫌いややったんで、買いませんでした。それやったら別のもん買って親に送るわ！）




店長「おかしいな……！　レジのお金が合わない……！　三万円も……！　大楽！」

大「ちょ、違ちがいますよ……！」

　なんで第一容疑者いっつもオレやねん！

　その後、パートのおばさん達も来て、大だい捜そう索さくするも、見つからず。

　そうこうしてるうちに僕は勤務時間終わったんで、家帰ったんですが……

　ズボンの尻しりポケット触さわった瞬しゆん間かん、目ぇ見開きました。

大「三万円…………入ってる…………」

　電でん撃げきのように記き憶おくが蘇よみがえります。

　コンビニのレジってだいたいそうなんですけど、強ごう盗とう入った時の為に、レジにある程度お金溜まったら、それ抜ぬいて、安全な場所にしまっておくんですよ。

　その作業してる途と中ちゆう、お客さんに声かけられて、慌てて一時的にズボンのポケットにしまって、そのままやった……！

　まぁ、もう、ここまで来ると、好感度地の底に落ちてるのはわかってるので、腹くくんのは楽でしたけどね……！

　一五分後。

店長「おつかれさまでーす！　みなさん、例の三万円、やっぱり僕が持ってました！」

　逆に超ちよう明るくコンビニ戻もどって名乗り出ました。

店長「え？　あ、う、うん……」

　店長とパートのおばさん達は、もはや、超ヒイてました……。

　べべべべべべっ！

　店長の好感度が二○○○下がった！

　いやー、明るくふるまってたけど、超キツかったですよ……。

　帰り道、橋の上で朝からアイス食って半泣きやったことを覚えてます。




　まぁ、でもね。

　逆にっていったらアレですけど。

　この時、本当に、集中して小説書けましたよ。

　これ、時代は二○○四年の冬とかやったんですけど。

　ちょうど、富士見書しよ房ぼうとかに投とう稿こう用の小説書いてる時期で。

　昼プール行って、夜本屋行って、朝コンビニでこんな心バラバラにされて……こんな状況で頑がん張ばってラノベ書いてるような人間が書くラノベが、たかが新人賞ごとき取れねぇワケがねぇ……！

　わけのわからんエネルギーでひたすら書きまくって。

　二○○五年の春、なんとか、富士見書房から『七人の武器屋』が賞とって、デビューが決まったことを知りました。

　まぁ、そういう意味では、デビューできたのはコンビニのおかげかもしれないですけどね……！




　結局、コンビニは、当時の金銭的な問題が解決できそうやったので、ちょうど受賞の電話が来る直前くらいに辞めました。

　実家に帰ることになった、というウソついて。今のところ、バイトやめる理由でウソついたん、これ一回きりでしたよ。

大「店長。本当に本当にご迷めい惑わくをおかけしました（本心）」

店長「本当だよ。チッ。なんだよ……やっと最近マシになってきたってのによ……」

　そこで、店長が今でいう〝デレ〟？　な一面を見せてくれたの、意外やったなぁ……。




　しかし、そこまで関係ないと思ってたんですけど。

　ここまであとがき書いてみて。

　作中、冒ぼう頭とう一○ページらへんの、異常に店内混雑してるシーンとか、思いっきり自分の体験とリンクしてるやん……あの土木作業の方々が押し寄せてきた店内と。

　やっぱ影えい響きよう受けるんやな……執しつ筆ぴつって。自分の内面に。

　まぁ、そういう具合で、今後も、自分の内面もさらけ出しつつ書いていくであろう『ここは異世界コンビニ　デモン・イレブン』、ご期待ください。

　まぁ、僕、バイト今まで一三個くらいしてきてるんで、ネタはいくらでもあるしね……！




　さぁて、では、そろそろスペースもなくなるので謝辞等。

　まずは担当さん。今回もありがとうございました。

　僕以上に僕の傾けい向こうを読み、あの手この手で結果、小説を書ききらせた豪ごう腕わんはなんか他ひ人と事ごとみたいですが、マジで凄すごいと思います。

　いや、よく、ここまで持っていきましたね、本当に……！

　まぁ、でも、なんだかんだ楽しい二年半でしたよね？

　テツワン二巻からのお付き合いですので、これで一いつ緒しよに組んでもう一○冊目ですが、今後もまじで何卒よろしくお願いします……！

　そして今こん野のさん。いよいよ再タッグ結成ですね……！

　今野さんには、今回、未完成原げん稿こうの段階から、無理いってキャララフとか起こしてもらったり、店内の見取り図書いてもらったり、本来イラストレーターの仕事の範はん疇ちゆうではない「原稿を完成させる為ための手伝い」すらやってもらいました。

　旧知の仲というのもありますが、そんな仕事できるの今野さんくらいのモンでしょう……！

「大楽さんの目指すところは分かってるつもりですよ。力になるので、どんどん使ってやって下さい」

　前にいってもらった言葉、申し訳ないですが……鵜う吞のみにしようと思います。

　今シリーズも、力、貸してください。




　あとは……読者のみなさん。

　世界で一番重要な味方……！

　みなさんの協力なしには、このシリーズはどこにもいけません。

　いけるとこまで突つっ走ぱしる予定ですので、よければ、一緒に走ってください。

　二巻は……年明けくらいまでには出る予定です。




　ではでは、これにて。

　たまには美う味まいもんでも食べて、元気に明るく生きていきましょう。





大楽絢太


















【初出】　シフトⅡ　立ち読み勇者の襲撃　ドラゴンマガジン２０１５年11月号
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